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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　よく晴れた日には、呼ばれるまで中庭で過ごすと決めていた。

　べつだん楽しいわけではない。庭には四季を通して代わり映えのない花壇があるきりだし、花を愛めでるような趣味も彼女にはない。むしろ嫌ってさえいる。人の目を惹ひきつける美しさも、虫たちを惑わせ誘おびき寄よせる香りも、自分が生まれ持ったものとよく似ていたから。

「…………」

　ぐしゃりと靴底で花弁を踏みしだく。……そうすると、少しだけ胸がすっとする。

　気が済むと、空を仰いで深く呼吸をした。──苔こけむした壁に阻はばまれて普段は届きにくい陽ひ射ざしも、正午に近い今の時間帯には惜しみなくここへ降り注ぐ。それを浴びることが、彼女にとっては何よりの息継ぎだ。だから今のうちにやっておく。そうしないと、これ以上お腹なかが大きくなってからでは庭歩きさえままならない。
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　彼女の家には多すぎるのだ。暗く淀よどんだ場所も、その中で蠢うごめくものも。……知らぬ間に自分がその中に溶けてしまうことを、彼女はずっと恐れていた。

「──こんにちは。いい天気ね」

　束つかの間まの安らぎに浸っていた彼女に、そこでふと背後から声がかかった。穏やかで中性的な響きは、彼女の知る誰のものとも違っている。訝いぶかしんで振り向くと、見知らぬ細身の少年がそこに立っていた。

「……誰？　あなた」

「今日からアナタの友達に立候補する人よ」

　相手はそう言って、さくさくと花壇の中に踏み入ってきた。ごく自然な足取りのようで、花は一本も踏みつけていない。

　目の前に立った少年の顔をじろりと見上げて、彼女は軽くため息をつく。

「今度はあなたの子供を産むの？」

　単なる確認として、彼女はそう尋ねた。肯定以外の返答を期待してもいなかった。この屋や敷しきの中にいるという時点で、オスにそれ以外の役割は考えづらい。

　だが、予想に反して、少年はうなずかなかった。代わりに苦笑を浮かべた。

「そうじゃないわ。アタシにその機能はないの」

「……？　なにそれ」

　言っていることの意味が分からず、彼女はますます訝いぶかしげに相手を見つめる。それをなだめるように、少年は微笑ほほえんで肩をすくめた。

「どうでもいいことよ。──それより、お喋しやべり相手はお求めじゃないかしら？　ごきげんななめのお姫さま」

　言いつつ、ちらりと足元へ視線を向ける。少女にさんざん踏みにじられて土にまみれた花々へ。悪さの現場を見つけられたような気持ちになりながら、彼女はぷいと顔をそむけて応じる。

「無理よ。あなたオスでしょ？　オスはみんな、わたしと話してるとおかしくなっちゃうの」

「アタシはならないのよね、それが」

　そう答えて、少年はすっと相手へ顔を寄せた。彼女の肩がびくりと震える。その距離まで自分に近付いて正気を失わなかったオスを、彼女は未いまだに見たことがない。

「……っ……！」

　今この場で襲われる。そう確信して反射的に身を固くし──しかし、いつまで経ってもその瞬間が訪れないことを怪け訝げんに思う。してみると、さっきまでと何も変わらず、少年は平然とそこに立っていた。

「ね、ならないでしょ？」

「…………」

　彼女はきょとんと眼めを丸くした。その右手を取って掌てのひらに包み込み、少年はにっこりと笑う。

「はい、これでお友達。──リアって呼んでもいいかしら？」







「……ん……」

　まぶたを開けて身を起こし、彼女はぼんやりと周りを見渡す。手元には中身の冷めきったティーカップ。突っ伏していた机の上には調合用の触媒が散らばり、いつにも増して雑然とした工房の中には、雑務を預けた小型の合成獣キメラたちが忙せわしなく動き回っている。

　二年生の前半で手に入れ、それから約三年の間に使い尽くした彼女の根城。魅了した獲物を連れ込むことはあっても、誰ひとり客として招き入れたことはない。表の校舎から遠ざかって以来、ここがずっとオフィーリアの生きる世界だった。

「……笑えるわね。この期に及んで、あいつの夢なんて……」

　自嘲で口元が歪ゆがんだ。そのまま椅子から腰を上げて、途端にストンと体が落ちる。

「……ふーっ、ふーっ……！」

　ほんのわずかに気を抜いただけで理性が飛びかけた。下腹部からこみ上げる灼しやく熱ねつを必死に抑え込みながら、さながら飢えた猛獣の手綱を取るように、オフィーリアは荒い呼吸を繰り返す。

「……まだよ、まだ……ものを考える頭がないと、今はまだ困るの……」

　ふらふらと立ち上がり、感覚のおぼつかない体を引きずって歩き出す。煎じ薬で気休め程度の安定を取り戻すと──彼女はふと、使い魔たちに命じてあった仕事のことを思い出し、隣の部屋へその結果を確認に行く。

「……あら……？」

　小さく声が漏れた。……脈打つ肉の格こう子し。生きた牢ろう獄ごくの中で、何人もの下級生たちが力なく横たわっている。その光景に驚きはない。だが、あどけなさを残す少年たちの顔ぶれの中に、ひときわ見覚えのある眼鏡の生徒の姿を見つけて、彼女はため息をつく。

「……だから言ったじゃないの、Ｍｒミスター．ホーン。……しばらくの間、冒険は控えなさいって」

　言ったところでもはや詮無いこと。それ以上の感慨はなく、彼女は無言で身をひるがえした。







　実に一年ぶりの厳戒態勢。にわかに殺気立つ夕方の校舎の中を、校内保安の要たる面々──監督生たちが一団となって闊かつ歩ぽしていた。

「──潜るぞ。準備はいいか、カルロス」

　先頭を歩く学生統括、『煉れん獄ごく』ことアルヴィン＝ゴッドフレイが低い声で確認する。後に続く生徒たちの中で、危うい感情に目を爛らん々らんと輝かせた金髪の少年がそれに答えた。

「当然でしょ先輩。僕らはキンバリー生徒会だよ。死線を潜くぐる準備なんて常に出来てる」

　言いながら、少年はぱきぱきと指の骨を鳴らす。腰のポーチの蓋の隙間に所狭しと詰め込まれた魔法薬の瓶が覗のぞき、周りの仲間たちがごくりと唾を吞んだ。──そこに用意された薬だけで、間違いなく万単位の人間を殺して余りある。

　戦意を研ぎ澄ませる少年の隣で、鋭い目つきをした色黒の女生徒が声を上げる。

「ここで動かねば我らの名折れだ。何より、この件については我々に責任がある。そうだろう？　ゴッドフレイ」

　指摘されたゴッドフレイが厳しい表情でうなずく。そんな彼の隣で、中性的な美貌を持つ青年──カルロス＝ウィットロウが言葉を継いだ。

「ティムとセディの言う通りね。とっくに準備万端よ──行きましょ」

　この日に備えなかった者など彼らの中にはいない。ゴッドフレイはぎり、と歯は嚙がみする。

「初動の遅れが痛いな。……こうなるのが、思ったよりも早かった。本命は来年だとばかり」

「アタシたちの予測を読んで予定を早めたのよ。無理をするコだわ、相変わらず」

　そう語る声は、しかし、状況とは裏腹な慈いつくしみに満ちていた。押し黙るゴッドフレイの耳元に、カルロスが歩きながらそっと口を寄せる。

「アタシがしくじった時は……後をお願いね。アル」

「…………」

　長い間を置いて、ゴッドフレイはかすかに首肯した。微笑ほほえむカルロス。やがて足を止めた彼らの眼前には、巨大な姿見が立っていた。

「さぁ、行きましょうか。──アタシたちの最後の冒険に」

　どこか楽しげにそう言って、カルロスは躊躇ためらいなく姿見へと手を伸ばす。どろりと波打つ鏡面が彼の全身を飲み込み、仲間たちもまたうなずき合ってその後に続いた。
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　いつになく気温が下がり、外では冷たい雨が降りしきる午前十一時。どこか張り詰めた顔の一年生たちが居並ぶ教室に、こちらは常と変わらず毅き然ぜんとした老教師の声が響き渡る。

「……魔法戦闘に傾倒した魔法使いは、得てして呪文というものの本質を見失いがちです。できる限り早口に、叶かなう限り手短に──そんなことを思い始めたら危険信号と言っても良いでしょう」

　くどいほどの戒めが挟まれるのもいつものこと。呪文と向き合う上での心構えを、この魔女──フランシス＝ギルクリストはことのほか重視する。それを抜かした小手先の技術は、有効か無効かを問わず、何よりも彼女の忌避するところだ。

「一秒を争って先に詠唱を終えたほうが勝つ、そんなやり方が有効なのは魔法戦闘の時だけです。そして、戦いなどというものは魔法使いの営みのほんの一部分に過ぎません。呪文の早撃ちを誇っているような者はこの場で認識を改めなさい。バダウェルと同じ道を辿たどりますよ」

「…………」

　早撃ちの名手として名を馳はせながら、最さい期ごには普通人の剣士に討たれた魔法使い。その末路を教訓としなければならないことを、オリバーはもちろん弁わきまえている。老教師の言うことは正しい。だが──今の彼には、その正しさが何よりも疎うとましい。

「発音は優雅に、意念イメージは丁寧に。呪文の詠唱における大原則です。これらを満たさない速さはただの焦あせりであって何の意味もありません。あなたたちが当たり前に使い散らしている火炎呪文ひとつ取っても、意念イメージを研ぎ澄ませば全くの別物に──」

　十年先を見据えた魔女の授業に、オリバーはどうしようもない苛いら立だちを覚えてこぶしを握りしめた。──今、この瞬間なのだ。自分が力を欲ほつしているのも、友が助けを求めているのも。







「……戻らねぇな、ピートのやつ……」

　皿に盛りつけたきり手をつけていない食事を前に、ガイがぼそりと言う。沈黙が耳に痛い。彼らのテーブルだけでなく、いつもはうるさいほどの喧けん騒そうで賑にぎわう「友ゆう誼ぎの間」が、ここ数日は不気味なほどの静けさで満ちている。

「……ゴッドフレイ統括を始め、上級生の方々が全力で救出に当たってくれています。信じて待つしかありませんわ」

「そう言って、もう何日目だよ？」

　シェラの言葉に、ガイが握ったフォークで苛いら立だたしげに皿を叩たたく。オリバーが唇を嚙かみしめた。

「ちゃんと探してくれてんのかよ、先輩方は！　こんだけ待たせたら腹だって減るだろーが！」

「……あなた自身にも言えることですわ、ガイ。ちゃんとお食べなさい。ナナオと並ぶ食いしん坊のはずのあなたが、ここ数日まるきり食が進んでいませんわよ」

「食欲わくかよ！　こっちは友達ダチ攫さらわれてんだぞ！」

　ガイのこぶしがテーブルをドンと打った。友人を助けに行けない怒りと苛いら立だち。それに痛いほど共感しながら、しかしオリバーは努めて冷静に声を上げる。

「落ち着け、ガイ。……出来ることがない。今は、本当にないんだ」

　抑えたはずの語調は、それでもなお悲鳴じみていた。彼と同じ無力感に苛さいなまれながら、耐えかねたようにガイが叫ぶ。

「だったらおれも行かせろよ！　ピートと同じ場所に連れていかれりゃ、飯ぐらいは作ってやれるかもしれねぇだろ！」

「止めておかれよ、ガイ。命がなければ飯は食べられ申さん」

　冷然と声が下った。ただひとり黙々と食事を進める東方エイジアの少女へ、ガイがはっと目を向ける。

「……どういう意味だよ、ナナオ。そりゃ……？」

「言葉通りにござる。貴殿もピートも、ひとたび屍しかばねとなれば、もはや飯は墓前に供えるほかなくなり申す」

「ピートがもう生きてないってのか！」

「分かり申さぬ。されど拙者の故郷では、戦場で行方知れずとなった者は八割がた死んでござった」

　その言葉にガイが絶句し、カティの肩が小刻みに震える。見かねたオリバーが声を挟んだ。

「悲観しすぎだ、ナナオ。……外見を観察する限り、あの合成獣キメラは対象の生け捕りを目的としてデザインされていた。使役者の側にはピートたちを生かして捕らえたい理由があったんだ。それを踏まえれば、今の時点では生存している可能性のほうが高いはずだ……」

　言いながら、どこまでが推測でどこまでが願望なのか、オリバーは自分でも分からなくなりそうだった。静まり返ったテーブルの一角で、巻き毛の少女がぽつりと呟つぶやく。

「じゃあ……ピートは、何されてるの？　こわい先輩に捕まって……」

　沈黙が重みを増した。その問いに、誰ひとり、何ひとつ答えられはしない。

　機械的に食事を済ませたシェラが、そこで静かに席を立った。

「……時間です。次の授業に向かいますわよ」

「おい、待てよシェラ……！」

「ここで言い争っていても意味がありません」

　淡々と言い切って縦巻き髪ロールヘアの少女が歩き出す。ガイがうつむいて歯は嚙がみした。冷たいようで、その言葉はどうしようもなく正しいのだ。







　考えるほどに答えは自明だった。自分たちに出来ることがないのなら、代わって成し得る力を持つ「誰か」を頼るしかない。

「ノルか」

　一年生が訪れることは少ない校舎三階の談話室。まるで彼の訪れを察していたかのように、そこに従あ兄にと従あ姉ねの姿はあった。グウィンの目配せを受けて、周りの上級生たちの視線を感じながら、オリバーはそのままテーブルに着く。

「率直に訊きくよ、従兄にいさん。……ピートの救出には向かえないだろうか？」

　先日のうちに状況説明が済んでいたこともあり、開口一番にオリバーは切り出した。途端にシャノンの表情が沈む。新たなカップに注いだ茶をオリバーの前に置きつつ、グウィンが落ち着いた声音で答えた。

「捜索に加わるという意味なら、俺とシャノンも三日前からゴッドフレイの要請を受けて動き始めている。……しかし正直、進捗は芳かんばしくない。サルヴァドーリの根城は第三層だ。あの階層に本気で潜まれてしまえば、見つけ出すことはそう簡単ではない」

　予想通りの回答に、オリバーは何も言えず押し黙る他にない。──自分が要請するまでもなく、学生統括に協力的な上級生は、とっくに攫さらわれた下級生たちの捜索を始めているのだ。その上で今なお成果は上がっていない。迷宮の深層に潜む魔女を相手取ることがどれほど困難か、その事実からだけでも見て取れる。

（この状況で「同志たち」を動かすわけにもいかない。理由は……分かるな？）

　少年にのみ聞き取れる声で、グウィンは先輩ではなく臣下としてそう付け加えた。オリバーは無言で肯定を示す。……今はまだ、白日のもとに晒さらすわけにはいかないのだ。自分たちの繫つながりも、その企ても。

「無理しない、で、ノル。……わたしも、がんばって、探す、から」

　シャノンの手がそっと伸びて、オリバーのこわばったこぶしをそっと包む。少年はうつむいたまま、紅茶の水面に映る自分の顔を見つめた。まるで十も年を遡ったように幼く弱々しく感じられるそれを。







　もちろんのこと、ピートの救出を求めて足あ搔がいていたのはオリバーだけではない。同じ日、魔法剣の授業が終わって間もない大教室に、少女の叫びが響いていた。

「──お願いします！　ピートを助けてください！」

　叩たたきつけるような声でカティが希こいねがう。真っ向からその剣幕と向き合う魔法剣の師範マスター・ガーランドは、対照的にどんな表情も浮かべてはいない。いつもの気さくな振る舞いが噓うそのように、その面持ちは徹底して仮面じみている。

「すまないが、できない。それがこの学校のルールだからだ、Ｍｓミズ．アールト。……教師の介入は、状況が生徒の手に負えなくなってから。Ｍｒミスター．レストンの件は、今はまだその段階ではない」

「今はまだ……？　何をされてるか分からないのに!?　じゃあ、一体どんな状況になったら助けてくれるんですか!?」

　語気を荒げて詰め寄るカティ。数秒の間を置いて、ガーランドが硬い声で答える。

「迷宮での遭難者に対して教員が捜索を始めるのは、その生徒が行方不明になってから八日が過ぎた時点と定められている」

「よ──八日!?」

　予想外に、それも悪い方向に具体的な数字を示されて、少女の目が驚きに見開く。その視線を甘んじて受け止めつつ、魔法剣の教師は言葉を続けた。

「生存率が大きく下がるのがそのタイミングだからだ。……残酷な言い方になるが、『いざとなれば教師が助けてくれる』という認識を君たちに持たせるわけにはいかない。キンバリーの制度下では、それは巡り巡ってより多くの犠牲を出すことに繫つながる。生きるも死ぬも自分の責任──入学時に校長が語った通り、ここはそういう場所なんだ」

　それが結論だった。完全に突き放されたカティが、肩を震わせて深くうつむく。

「……よく分かりました」

　会話を打ち切って身をひるがえす。教師に助けを求めようという気持ちは消し飛び、その瞳に覚悟が宿っていた。

「つまり──生徒で何とかすればいいんですね」







　いつも六人で摂とっている夕食の席に、この日はナナオの姿だけがあった。暗い気持ちのままその隣に座り、オリバーは義務的に食事を始める。

「──や。えらいことになっとるな、オリバーくん」

　ほどなく後ろから声がかかった。軽く手を挙げるだけで振り向きはしない。特徴的な訛なまりから、誰であるかはすぐに知れる。気さくに歩み寄ってきた同級生──つい先日に迷宮でやり合ったトゥリオ＝ロッシが、オリバーの真横に立った。

「分かっとると思うけども、最強決定戦は中止や。厳戒態勢で校内がピリピリして、一年坊が吞のん気きなことやっとる空気でなくなってしもた。参るでホンマ……オルブライトとウィロックと、それにピートくんも攫さらわれたんやて？」

　会話に乗る気にはならず、オリバーは小さくうなずくに留とどめる。その横顔をじっと見つめて、ロッシは鼻を鳴らす。

「えっらい思い詰めた顔しよるなぁ……。いちおう言うとくけど、ヘンなこと考えたらあかんで？　自分でピートくんを助け出そう、とかな」

　指摘に、オリバーは沈黙で答える。今の今までそれを考えなかったはずがない。その内心を見透かした上で、ロッシはなおも続けた。

「一年同士でやり合うのとはわけが違ちやう。相手はあのサルヴァドーリや。いま捜索に潜っとる上級生かて命がけやで？　キミらに何が出来るゆうねん。まーボクも人のこと言えんけど」

「…………っ」

「そもそもな、ピートくんとはまだ大して長い付き合いでもないやろ。仲良しごっこも大概にしとき。最初ハナっから誰がいつ死ぬか分からん場所なんやぞ。他人を切り捨てることに慣れんと後がツラいばっかりや」

　キンバリーを生きる者にとって、それは紛れもない正論。奥歯を嚙かみしめてうつむくオリバーを前に、ロッシはため息混じりに身をひるがえす。

「ま、これこそ余計なお世話やて分かっとるけどな。けど──キミにさっさと死なれると、ボクもつまらん」

　最後にそう言い残して、ロッシの姿は食堂の生徒たちの中に紛れていった。情けなさの余り、オリバーはテーブルクロスに爪を立てる。──あの油断ならない同級生に気遣われるほど、今の自分は目に見えて追い詰められているのかと。







「……オリバー。少しよろしくて？」

　ナナオと別れて食堂を出て、廊下をひとりで歩いているところに声がかかった。振り向くと、硬い面持ちのシェラがそこに立っている。

「ああ、大丈夫だが……」

「こちらに」

　促されるまま、ふたりで人気のないほうへ歩いていく。廊下の端まで来たところで足を止めて、縦巻き髪ロールヘアの少女は口を開いた。

「まず、悪い報しらせですわ。……教師の助けは見込めません。少なくとも五日後までは」

「……マクファーレン先生に話したのか？」

「ええ。恥知らずな真似まねですが、娘の立場を利用して」

　そこで言葉を切り、シェラは肩を震わせる。

「父は言いましたわ。──『守る力がないなら。ここでは、友を得た瞬間に失っているようなものなんだ』と」

「…………」

　返す言葉を、オリバーには思い付けなかった。父から言われた時に彼女自身がそうであったように。沈黙する少年の前で、シェラが再び顔を上げる。

「あなたには伝えておこうと思って。あたくしは──今夜から迷宮に潜ります」

「──!?」

　オリバーはとっさに自分の耳を疑った。だが──覚悟をありありと湛たたえた相手の瞳を前にして、今のが聞き間違えでも何でもなかったことを悟る。

「正気か、シェラ──自殺行為だぞ」

「ええ。ですからもちろん、最初に上級生へ協力を仰ぎます。マクファーレンと縁のある生徒は校内に少なくありませんから、あたくしを内密に連れて行ってくれる先輩も見つかるでしょう」

　闇雲に死地へ飛び込むわけではないことを説明するシェラ。実父のセオドールに頼れずとも、彼女が校内に持つツテが他にも多いことはオリバーにも察せられる。が──その上で、彼はかぶりを振って反論する。

「だったらなおさら上級生に任せるべきだ。君自身もそう言っていただろう」

「……ピートが捕まった時、助けに戻ろうとするあなたを引き留めたのはあたくしです。である以上、この状況についてはあたくしに責任がありますわ」

「馬鹿を言うな！　あの時はむしろ俺が君に──」

　反論のために声を大きくするオリバー。が、その口元を、縦巻き髪ロールヘアの少女が人差し指でそっと押さえた。

「聞いてくださいませ。あの瞬間──あたくしは計算したのです」

「……計算？」

「助けに戻った場合の全滅のリスクと、そうしなかった場合の全員の生存率を。……あたくしには、あの合成獣キメラに対して有効な反撃手段は見み出いだせませんでした。わずかに見て取れたのは、あれが生け捕りを目的としてデザインされた魔獣であること。すなわち、捕まった者はすぐには殺されないだろうという推測です」

　彼女は語る、自らが行った冷徹な思考を。友の窮地を前に湧き上がる焦りと、裏腹に冷えたままの心の一部。成熟した魔法使いならば誰もが持つ、それは冷たく残酷な合理の回路。

「捕まる人数を最小限に抑えて迷宮を一度脱出し、可能な限り迅速に上級生の助けを呼ぶ──あの時あたくしの打ち出した、それが最適解でした。だからこそ、あなたを行かせるわけにはいかなかった。あなたが戻ればナナオも戻り、おそらくは他の全員もその後に続いたことでしょうから」

　オリバーには否定できない。あの時に自分が行動を思い留まった理由と、それはまったく同じなのだ。

「全員で力を合わせれば、あるいは……という考えもありました。しかし、それ以上にあたくしは全滅のリスクを高く見積もりました。魔獣が一体きりではなかったからです。ピートたちを救い出そうとしている間に他の敵が追いつき、あるいは通路を回り込まれ、退路を断たれて手に負えない状況になる……そのビジョンが、他のどの可能性よりも色濃く頭に浮かびました」

　反論を許さぬまま淡々と語り終えて、少女は深くうつむく。その肩が小刻みに震える。

「結果──あたくしは、秤にかけたのです。友の命を」

　声から滲にじむ自責の念、後悔の重さ。それを感じ取ったオリバーは息を吞のんだ。……ピートが攫さらわれてから今に至るまで、表向きは誰よりも冷静に振る舞ってみせながら──その実、彼女こそが誰よりも思い詰めていた。

「責任を、取らせてくださいませ。……でなければ、あたくしは、二度とピートに顔向け出来なくなってしまいます」

　それこそ救いだと言わんばかりにシェラは言う。そんな状態の彼女を見過ごせるはずがなく。考えがまとまらないまま、オリバーは衝動的に口を開く。

「……なら、俺も」

「いけません。あなたが止めてくれなければ、他の三人もすぐさま迷宮へ潜りますわ」

　みなまで言わせず首を横に振る少女。自分以外の誰も死地に連れて行く気はない──彼女のその意思が明らかに見て取れる。だが、

「……あ──」

　言葉で説得することの無意味を悟って、オリバーは有無を言わさず相手の両手首を握った。戸惑うシェラを前に、決して離さないとばかりに指に力を込め──揺れる瞳を間近に見据えて、半ば叫ぶように彼は言い切る。

「今の君を、ひとりでは行かせない。絶対にだ！」

「オリバー……」

　悲しみと切なさがない交ぜになった表情で、シェラはその場に立ち尽くした。……互いに言葉を失ったまま、触れ合った部分の体温だけを感じて、そうして長いこと沈黙が降り、

「──自殺か心中か。その程度の違いだよ、君たちの話は」

　予想だにしない声が割って入った。ふたりが驚いて声の方向に目を向けると、そこには張り詰めた面持ちの巻き毛の少女と並んで、優しげな微笑ほほえみを浮かべた上級生──ヴェラ＝ミリガンが悠然と佇たたずんでいる。

「ミリガン先輩!?　どうして……！」

「さて、どうしてだろうね？」

　そう言ってミリガンがちらりと視線を隣に向け、裏腹にカティが気まずそうに目を逸そらす。そこから事の経緯を察して、シェラの表情が一気に険しくなった。

「カティ……あなた、まさか……」

「…………」

　沈黙で答える巻き毛の少女。そんなカティに代わり、蛇眼の魔女があっさりと説明する。

「『わたしの体を好きに調べていいから、友達を助けて』──か。いやはや、本当に仲がいいね君たちは。この邪よこしまな眼めには眩まぶしくて直視できないほどだよ」

　予想と寸分違わない内容だった。オリバーは弾はじかれたように少女を見据える。

「身売りする気か、カティ！」

「……売るよ。それで友達を助けられるなら」

「……カティ……あなたという人は、本当に……！」

　めまいを覚えたようにシェラが額を押さえる。彼女の隣で、オリバーは迷わず蛇眼の魔女を睨にらんだ。

「失礼ですが、ミリガン先輩。彼女の依頼はこの場で取り下げさせてもらいます」

「オリバー！　わたしが自分で決めたことだよ！」

「ああそうだな。君ひとりだけで思い悩んで、俺たちには何の相談もせずに！」

　怒りも露あらわに彼が言い返すと、カティは声を詰まらせて黙り込んだ。が──張り詰めた空気の中に、ミリガンが悠々と声を挟む。

「まぁ、そうなるだろうとは思っていたけどね。しかし──実際のところ、どうするつもりなんだい？

　君たちの誰ひとり、友達を見捨てる気はないんだろう。どんな手段を取るにせよ、ピート君を助けに行くことは全員の中で確定している。違うかい？」

「……ッ」

　魔女の指摘にオリバーは唇を嚙かんだ。……そう、カティが早まった取引に及ぼうとした気持ちは痛いほど分かるのだ。もう黙ってなどいられない、躊躇ためらってなどいられない。今この瞬間にもピートが助けを求めているかもしれないのだ。

「いい話だけど、先行きは暗いね。ゴッドフレイ統括を始め、君たちに協力してくれそうな上級生はとっくの昔に事態の収拾へ向けて動いている。君たちが救出活動に入り込む隙間はないよ。かくいう私も今夜から迷宮に潜るわけだけど」

　現実を突き付けられて一斉に押し黙る三人。その様子を前にミリガンが肩をすくめる。

「まぁ、ひとまず相談してみなさい。幸か不幸か、君たちにはカティ君の一件での借りもまだ残っている。話を聞くところまではタダでいいからさ」

　窘たしなめるように魔女が言う。シェラと顔を見合わせ、少し迷った末に、オリバーはその言葉に甘えることにした。

「……先輩なら、どんな方法があると思いますか？　ピートの生還率を少しでも上げるために」

　助けたいという意識ばかりが先行して、そのための手段に具体性がない。そのことを自覚した上で、第一声に少年はそれを尋ねた。ミリガンが腕を組んで答える。

「ふむ、そうだね。……いちばん無難なのは、すでに動いている上級生の邪魔をしないことだよ。彼らも後輩をむざむざ殺させはしない。救出活動に手抜きはないはずさ」

「……否定は出来ません。けれど、仮に上級生に任せたとして、救出の見込みはどれほどですの？」

　己の力不足を嚙かみしめながらシェラが問う。それを受けて数秒、魔女は思案の間を置いた。

「事態の捉え方によるね。……迷宮内での遭難者が生還する確率という括くくりなら、事が起きてからの経過時間を踏まえても、今の段階ではそれなりに高いと言ってもいい。ただ──それが魔に吞のまれた生徒に攫さらわれた場合となると、話がまったく変わってくる」

　そうだろうとオリバーも思った。今回の場合、単純に遭難した場合よりも、事態はさらに深刻なのだ。

「過去の事例から数字を出すことは出来るだろうけど、ケースごとに状況が違いすぎて、そういう統計には余り意味がない。本気で生還の見込みを測りたいなら、いまピート君が置かれている状況をしっかりと分析するほうがいいだろう」

　カティとシェラがじっと考え込んだ。確かに、そこは真っ先に確認しておく必要があるとオリバーも思う。ピートが置かれている窮地は、その危険性は、具体的にどのようなものなのか？

「……オフィーリア＝サルヴァドーリは、ミリガン先輩と同学年でしたね」

　その事実を思い出した少年が顔を上げて問う。蛇眼の魔女がにっと笑った。

「いい目の付け所だ。そう、私は彼女のことを少なからず知っている。あいにく友人とまではいかないけど、それでもサルヴァドーリが今どういう状態なのかは想像出来ているよ」

　期待を込めてミリガンを見つめる三人。彼らよりも敵をよく知る上級生は、その知識を踏まえて率直に告げる。

「その上でピート君の生還率を推し量るなら──良くて二割、だろうね」

「「「────ッ！」」」

「今のサルヴァドーリにはピート君を生かして帰す理由がなく、何より余裕がない。魔に吞のまれるところまで行っている以上、彼女は自らの魔道の探求に持ち得る全力を注つぎ込こんでいる。犠牲にして惜しむものなどない状況だよ。攫さらってきた生徒の命ぐらいは湯水のように使い捨てるだろう」

　オリバーたちはうつむき、絶望感に抗あらがうように歯を食いしばった。……半ば予想できていたこととは言え、この魔女の口から語られると衝撃は大きい。眼鏡の少年が無事に帰ってくる未来への希望が、彼らの中で急速に霞かすんでいき──それに待ったをかけるように、ミリガンが言葉を続ける。

「その上で二割と言ったのは、使い方にも想像が付くからさ。オフィーリアの専門分野からして、攫さらった生徒を即座に殺すということはない。彼らの用途は生いけ贄にえではなく薪のはずだ」

　その比喩の意味するところを、オリバーたちは正しく理解した。生いけ贄にえと薪──いずれ必ず使い潰されるという点では同じだが、後者は燃え尽きるのに時間がかかる。

「分かるだろう？　それまでにゴッドフレイ統括たちの救出が間に合うか、という勝負なのさ。広い迷宮の中でのかくれんぼになる以上、後手に回らされた側の不利はどうしても否いなめない。サルヴァドーリのほうは入念に計画した上で動いたはずだからね」

「それならば尚なおのこと、捜索の手が多いに越したことはないはずです。……あたくしたちが加わることで、ピートの生還率の上昇は見込めませんか？」

　胸に手を当ててシェラが問う。が、ミリガンは即座に首を横に振った。

「見込めないね。むしろ下がる可能性のほうが高い。君たちが無謀な行動をして窮地に立たされれば、救出に向かっている上級生の手がそちらに割かれてしまうことになる」

「……っ……」

　シェラは唇を嚙かんでうつむいた。力不足だと言われれば何も言い返せない。他のふたりもそれは同じことだ。

「けれど。君たちが足を引っ張らないという前提でなら──二割の勝率が、二割と一厘くらいには増えるかもしれない」

　続く言葉に、三人が一斉に顔を上げた。意味ありげなミリガンの笑みをそこに見て取って、オリバーはそれを訝いぶかる。

「……どういう意味ですか？」

「訓練次第でそのくらいの見込みはある、と言いたいのさ。あくまで私の評価だけどね」

　そう言ってオリバーとシェラを順番に見つめ、かと思えば、魔女はふいに目を閉じる。

「一旦話を変えようか。──実を言うと、私の研究は行き詰まっている」

　唐突な告白に目を丸くする三人。ミリガンは苦笑気味に言葉を続ける。

「当然と言えば当然でね。亜人種の実験体が大量に手に入らないことには、これまでと同じやり方が成立しない。今まで何かと研究の便宜を図ってくれていたダリウス先生は行方不明で、おまけに前の一件からゴッドフレイ統括にも睨にらまれてしまった。何事につけ、今の私は非常に動きが取りづらい立場なんだ」

　その瞬間に背筋に走った緊張を、オリバーは髪の毛一本分すら表に出さなかった。──動揺するな。キンバリーの教員であるダリウス＝グレンウィルの「失踪」は、その立場の大きさも相まって校内の様々なところに影響を及ぼしている。あの男に支援を受けていたミリガンがそれに言及するのは当然の流れだ。

「その一方で、他の方向に光明が見えてもいる。カティ君が注目しているところの『異種間コミュニケーション学』──これに私も興味を持っていてね。トロールの知性化を成功させる最後のひと押しが何だったかは、君たちも憶おぼえているだろう？」

　言われた三人も思い返す。マルコと名付けられ、カティの管理下に置かれているあのトロール。迷宮内ではぐれたきり、今は無事が確認できていないが──ミリガンによって脳をいじられたあの個体が人語を話すに至ったのは、カティが献身的にコミュニケーションを試み、種族の溝を越えた信頼関係を構築したからだった。

「そんなわけで、新しい分野を掘り下げていくに当たって、私はカティ君に共同研究者になってもらいたいと思っている。工房をひとつ丸ごと献上したのも、言うなればそのための地盤固めというやつでね。親切で気前のいい先輩だとアピールしていたわけだよ」

　明け透けに言ってのけるミリガンに、オリバーは思わず眉根を寄せた。──なんとも図太いことだ。一度は攫さらって頭を割り開こうとした相手に、この期に及んで「いい先輩」を気取ろうとは。

「だから、もしさっきオリバー君が止めなくても、カティ君の提案は私のほうから断っていた。──君たちとの関係を一回きりの開頭手術で終わりにしてしまうなんて、そんな勿もつ体たいないことはしない」

　にやりと笑って少しの間を置き、蛇眼の魔女は再び口を開く。

「ここからが提案だ。──私が君たちを鍛えてあげよう。最低でも迷宮での救出活動の足しになるところまで。もちろんピート君の捜索と、その現場に着くまでの道中の案内も兼ねてね」

　三人が一斉に目を瞠みはった。たったいま耳にした言葉、予想もしなかった助力の提案を、彼らは頭の中で反はん芻すうする。

「その代わりに。この件が終息した後、カティ君には正式に私の共同研究者になってもらいたい」

「──えっ？」

　添えられた条件に巻き毛の少女が驚く。彼女自身よりも早く、オリバーがそこを追求した。

「……共同研究者とは？」

「読んで字のごとく、共に同じ分野を研究する同志だよ。師弟関係を兼ねる場合も多いけど、この場合は対等の立場だ。なにしろ私にとってはまったく未知の分野だからね。

　もちろん研究を共にするわけだし、カティ君のほうが私の得意分野から学ぶことも多いだろう。それは本人の意思と頑張り次第だ。……どうだい？　身売りする必要はまったくない。それでいて、互いに大きなメリットのある取引だと思うんだけど」

「受けます！」

　間髪入れずにカティが手を上げた。同時にオリバーとシェラへ目を向ける。

「ふたりとも、これはダメって言わせないよ！　だって悪い話じゃないもん！　そうでしょ！」

　有無を言わさぬ剣幕で主張する少女。オリバーが両手を上げてそれをなだめる。

「落ち着け、カティ。確かに悪い話じゃない。……だからこそ、話がうますぎると感じる。

　ミリガン先輩。あなたの目的は、本当にいま言った内容で全てですか？」

　相手の目を見据え、彼ははっきりと疑いを口にする。──鵜う吞のみにすることは出来ない。ここはキンバリーで、相手はあのヴェラ＝ミリガンなのだ。

「他に何も下心がないのかと言われれば、もちろんあるよ。それはもうたっぷり色々と。でも、その内容までは最終的にそっちで判断しなきゃダメさ。私という相手を盲目的に信用するのではなく、リスクとリターンを秤はかりにかけた上で利用するかどうかを決めなさい。魔法使い同士の取引とはそういうものだよ」

　諭すように言われて、オリバーとシェラは厳しい面持ちで考え込んだ。……確かに、魔女の言い分は正しい。魔法使いは誰もが秘密を抱えているものだ。相手の善意に期待するのではなく、腹の探り合いも含めて渡り合う覚悟を持たなければならない。

「…………」

　それを踏まえて、少年は相手の思惑を推し量る。カティとの関係改善のほかに、ミリガンがこの取引から得られるメリットがあるとすれば、

「……ナナオに近付くための口実でもある。そうですね？」

　真っ先に思いついた答えを、確信をもってオリバーは口にした。シェラとカティにはその意味が伝わらず──あの魔剣に斬られた経験をもつミリガンにのみ、少年の言葉が釘くぎとなって刺さる。

　魔女の口元が愉たのしげにつり上がる。自分が正せい鵠こくを射たのだと、それでオリバーも察した。

「だとしても、君の前で悪さは出来そうにないね」

　肩をすくめてそう口にしたところで、ミリガンは話を元に戻す。

「ただし、だ。この提案を受けてくれたとしても、救出の成功は保証しかねるよ。さらに言うのなら、君たち自身の生還すらも」

　さらりと付け加えるミリガン。恐ろしい内容ではあったが、それはむしろオリバーとシェラに誠意ある警告として響いた。……あのオフィーリア＝サルヴァドーリから攫さらわれた仲間を奪還しようというのだ。そこに命の危険が伴わないわけがない。

「だとしても、これなら勝算があるでしょ。……行こうよ、オリバー、シェラ！　ピートを助けに！」

　完全にその気になったカティがここぞとばかりに押しを強める。が、続くミリガンの言葉がその勢いに水を差した。

「張り切っているところを悪いんだが。カティ君、君は連れて行けないよ」

「えっ!?」

「率直に言って未熟すぎる。今の君だと二層より下では完全に足手まといだ。

　Ｍｒミスター．ホーンとＭｓミズ．マクファーレン、それにＭｓミズ．ヒビヤ。私の独断ですまないけれど、連れて行くメンバーはこの三人で固定させてもらう」

　唐突な戦力外通告を受けて啞あ然ぜんとするカティ。オリバーとシェラは顔を見合わせ、しばし考えた末に、やがてどちらからともなくうなずいた。

「……分かりました」「人選に異論はありませんわ」

「えぇぇっ!?　ちょ、ちょっと待って！　わたしが言い出したことなのに……！」

「我慢しなさい、カティ君。君には君で留守を預かるという立派な仕事がある。三層まで潜るとなると二日や三日では済まないだろうからね。その間、彼らのノートを取ってあげないと」

　肩にそっと手を置いて、後輩をなだめるようにミリガンは言う。オリバーもそこへ声を揃そろえた。

「すまないがカティ、その分担で頼む。……ピートとマルコは、俺たちが必ず連れて帰る」

「うぅぅぅ……！　そ、そんなぁ……！」

　急激に変わった風向きに半泣きのカティ。と、その体を正面からぎゅっと抱きしめて、震える声でシェラが言った。

「お願いだから言うことを聞いてくださいませ、カティ。……とても連れていけません。自分の身を切ることに、あなたは躊躇ためらいがなさ過ぎます……」

　オリバーもまったく同感だった。なおもぐずるカティをふたりが根気強く説得していると、それを見守っていたミリガンが一足先に身をひるがえす。

「話は決まったようだね。では──二時間後にこの場所でもう一度落ち合おう。Ｍｓミズ．ヒビヤにはそちらで話をつけておいてくれたまえ。それと、支度はくれぐれも入念にね」

　言い残して去っていく蛇眼の魔女。カティの頭越しにオリバーが目配せすると、シェラはこくりとうなずいた。







　その足で校舎を出て女子寮に戻ったシェラとカティは、ふたりでまっすぐ目的の部屋に向かった。そうして着いたところで、おもむろにドアをノックした。

「……あたくしです。入ってもよろしいですか、ナナオ」

「うむ。入られよ」

　打てば響く速さで返事があった。ふたりはゆっくりとドアを開けて部屋に踏み入り、そこで同時に目を丸くする。──すっかりまとめた探索の荷物を傍かたわらに、ナナオがベッドの上に正座して待ち受けていた。
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「──出発でござるな」

　少女が閉じていたまぶたをすっと開く。シェラとカティは呆気あつけに取とられた。

「あなた、もう支度を済ませて……？」

「シェラ殿もカティも、すでに心を決めていることは分かって申したからな。拙者はただ、声が掛かるのを待ってござった」

　そう言ってベッドから降り、ナナオはふたりの前に立つ。縦巻き髪ロールヘアの少女が準備してあった言葉の多くが出番を失ったが──それらを除いた上で、シェラは厳かに口を開いた。

「昼に言っていた通り、最悪の事態も考えられます。……それでも良いいのですね？」

　彼女はあえてそう尋ねた。……朝食の席でナナオが指摘したように、ピートが今でも無事でいる確証はどこにもない。命を懸けた救出劇が丸ごと無駄足になる──それだけならまだしも、ミイラ取りがミイラになる可能性すらあるのだ。

　シェラの確認に、東方エイジアの少女は迷わずうなずいた。その顔に、ひどく透明な笑みを浮かべて。

「同じことにござるよ。──友を迎えに行くのも、友の屍しかばねを迎えに行くのも」

　シェラとカティが胸を詰まらせた。──今ならば分かる。この学校へ来る以前、彼女が生き抜いてきた場所では、それはきっと当たり前の営みだったのだろうと。

「……ごめんね、ナナオ……わたしは行けないの……」

　目に涙を浮かべながら謝罪を口にして、カティはナナオの腕をぎゅっと握った。そこでシェラがミリガンの提案について説明すると、ナナオは笑顔でうなずいてみせる。

「では、カティとガイは留守番でござるな。授業の板書は任せたでござる」

「……うん、任せて。ばっちりやっておくからね……！」

　涙を拭って力強く請け合い、巻き毛の少女は友人の体を強く抱きしめた。──必ずまた会える。それを信じて留守を守ることが、残される彼女の戦いだった。







「……おれは、行けねぇのか」

　同じ頃。男子寮の側でも、オリバーからガイに向けて説明が行われていた。自分がどうあっても同行できないことを悟ると、彼は肩を落として大きくため息をつく。

「……悔しいけど、しゃーねぇか。足手まといなのは本当だしな」

「ガイ……」

「……。──これ、持ってけ」

　そう言って、ガイはベッドの上に置いてあった荷物の一部をオリバーに差し出す。太い棒状の包みが数本と、中身のぎっしり詰まった巾着袋がいくつか。少年が受け取ると、ガイは説明を加えた。

「自作の携行食と、おれが育てて収穫した器化植物ツールプラントの種が入ってる。前に即席でバリケードを造ったやつだ。使い方はおまえなら分かるよな？」

「……ああ、あのバリケードは質が良かった。もしもの時に使わせてもらうよ」

　微笑ほほえんでうなずき、オリバーは友人の心遣いをありがたく受け止める。ガイはぼそぼそと続けた。

「携行食も、購買で売ってるのよりかは大分マシな味のはずだ。……どうせ食うなら美味うまいほうがいいだろ。ピートにも食わせてやってくれ。腹、減らしてるだろうからな」

　そこまで言って黙り込むが、やがて耐えかねたように両手で頭を搔かきむしる。──その気持ちはオリバーにも痛いほど分かった。もし立場が逆だったなら、自分もきっと同じ思いだったろう。

「ああくそ、自分てめえで行けねぇってのは格好つかねぇな。……なぁ。無理はすんなよ。ほんとによぉ……！」

　絞り出すような声で言って、ガイは少年の肩を両手で摑つかむ。食い込む指の力は痛いほどで、それを真正面から受け止めた上で、オリバーは力強くうなずいてみせた。

「必ず生きて戻る。──全員無事で、ピートを連れて」

　少年はそう約束した。この優しい友人と、生きてまた会うために。







　その後。ミリガンが定めた時刻にオリバーとガイが指定の廊下を訪れると、そこにはすでに見知った面々が揃そろっていた。

「──集まったね。見送り付きかい」

　救出行のメンバーには含まれないガイとカティの顔を眺めて、ミリガンはふっと微笑ほほえむ。

「構わないけれど、お喋しやべりはなしで頼むよ。厳戒体制下にある今のキンバリーでは本来、二年生以下は迷宮に入れない。監督生たちに見つかると面倒だからね」

　そう忠告した上で、魔女は踵きびすを返かえして廊下を歩き出した。五人もその後に続く。周囲を警戒しながら足音を潜めて二階に上がり、通りがかる上級生たちを隠れてやり過ごし、慎重に先へ進む。

　そうすると、目的の教室には十分ほどで辿たどり着ついた。部屋の壁には夜空を描いた絵画が飾ってあり、ミリガンはその手前で足を止める。

「今回はここから入る。突入した瞬間に襲われることも有り得るから、まず私が行こう。

　──ああ、その前に」

　出し抜けに振り向いて、ミリガンはローブの懐ふところから何かを取り出し、それを巻き毛の少女に差し出す。

「カティ君、ミリハンちゃんを頼む。私の遺書代わりだ」

「……え？」

　反射的にそれを受け取ったカティが、手の上に載せられたものを見つめて硬直した。──それは手首だった。かつてナナオに切り落とされた蛇眼の左手を、ミリガンが持ち前の悪趣味で疑似生命に仕立てた使い魔。その掌てのひらの中心から、石蛇バジリスクの瞳がじっと少女を見つめている。妙な人ひと懐なつっこさを漂わせて。

「私が生きて戻れなかった場合、それが私の研究成果を閲覧するための鍵になる。人ひと懐なつっこい子だから可愛かわいがってくれたまえ」

「え、え……？　ちょ、ちょっと待って……！」

　カティの返事を待たず、ミリハンこと手首の使い魔は彼女の腕を這はい登のぼって肩に辿たどり着つき、そこを自分の持ち場と定めて腰を落ち着けた。その様子を見たオリバーがため息をつく。……主人と同じで、カティのことはよほど気に入っているらしい。

「任せるよ。では」

「あ、ちょっと──！」

　巻き毛の少女が戸惑っている間に、ミリガンはさっさと絵の中に入っていってしまった。そうなると今度はオリバーたちの番だ。仲間にかける言葉を探して慌てる彼女に、シェラとオリバーが安心させるように微笑ほほえみかける。

「大丈夫ですわ、カティ。……誰も死なせはしません」

「ああ、その通りだ。──準備はいいか、ナナオ」

　覚悟を固めたオリバーが、隣の少女へ向けて最後の確認をする。わずかな逡しゆん巡じゆんもなくナナオがうなずく。

「済んでござる。では──いざ参らん」

　その声を合図に、東方エイジアの少女を先頭にして、三人が次々と絵の中へ身を投じていった。

「…………」「…………」

　彼らの旅立ちを見送った後も──静まり返った暗い教室の中で、ガイとカティは長いこと夜空の絵を見つめていた。
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　魔道とは世代を超えて受け継がれるものであり、その営みは必然、家イエの概念と密接に結び付く。親から子へ、子からまたその子へ──魔法使いの家系は、時に枝分かれしながら、そうして連綿と続いていく。

　ただ古ければ良い、というような単純なものではないにせよ、長い歴史を持つ家柄の魔法使いは相応の敬意と畏怖をもって遇される。そこに至るまでに積み重ねた日々──数知れない成功と失敗。空恐ろしいほどに膨大な試行錯誤の年月が、その血統に固有の能力を授けるからだ。

　サルヴァドーリという家系は、そうした魔道の名門の中でも指折りの歴史を誇る。その成り立ちは大歴の始めよりもなお昔、人間と亜人種との関わりが今より近しかった時期に遡るという。それを証明するように、彼らの祖先であるという純血の淫魔サキユバスは、すでにこの世界における絶滅種として知られる。




「──混ぜるのよ。お料理するみたいに。色んな生き物の子種を、ここでね」




　白い指先で下腹部を撫なでて。自らの家系に課せられた宿命を、オフィーリアという少女はそう語った。テーブルを挟んだ向かい側で、やや年上の少年──カルロス＝ウィットロウはそれを聞いている。

「淫魔サキユバスって種はもともと、他種族との間での生殖寛容性がずば抜けて高かったんだって。どんな生き物でも目を付けたら発情させて、子種を掠かすめ取とって、その特質を自分の子孫に受け継がせる──そういう生存戦略いきかたを選択した生き物だったのね」

　語る声に淀よどみはない。だが、発言の合間に、自分の表情が探られているのを彼は感じた。生々しく露悪的な言動は、相手の反応を測るためのものだ。

「でも、それが正解だったかというと、そうでもないみたい。せっかく色んな生き物の種を取り入れたのに、それを活いかせないまま彼女たちは絶滅しちゃったのよ。手段と目的を取り違えたんだってお母様は言ってたわ。淫魔はどこかで方向性を決めなくちゃならなかった。あらゆる生き物に股を開いたのはそのためだったのに──って」

　言葉を切って、少女はくつくつと含み笑う。心底おかしいとばかりに自分の血を嘲るその姿に、少年の胸がずきりと痛んだ。その痛ましい自嘲に至るまでに、彼女はどれほどの理不尽を課され、それを否応なく吞み込んできたのだろうと思って。

「笑えるでしょ？　いい気になって男をとっかえひっかえしているうちに、誰にも相手にされなくなった尻軽女の末路みたいで」

「…………」

　かける言葉を探した末に、ついにそれを見つけ出せず、少年は沈黙した。……言いたいことは山ほどあった。そんなことはないと声の限りに否定したかった。だが──今の段階で何を言ったところで、それが相手に響くことはないとも分かっていた。

　無言のまま苦しむ彼の姿を前に、何か珍しいものでも見るような目で少女は首をかしげる。予想した反応が見て取れなかったせいか、わずかな戸惑いがそこにはあったが、それもすぐに打ち消して言葉を継いだ。

「でも──そんなご先祖さまたちも、今のわたしたちサルヴアドーリを見たら驚くでしょうね」

　亀裂じみた笑みを口元に浮かべて、少女はふと周囲に視線を巡らせた。薄暗い部屋の中には、奇妙なうめき声を上げて、数知れぬ異形の生き物たちが這はいずり回まわる。

「…………」

　顔をしかめることは絶対にすまい。この部屋に案内された時から、少年はそう決めていた。周りに息づく歪いびつな命たちの一部は、他でもない少女自身が産み落としたものなのだから。

「それとも嫌けん悪おするかしら。……命を繫つなぐでもなく、新たな配合を試しては次々に生み捨てる。種族の混ぜ皿サラダボウルに成り果てた自分たちの末まつ裔えいの姿を──」
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　どろりと甘い蜜の底に沈んでいた意識が、少しずつ、少しずつ浮上し出した。

「……ぅ……」

　ひたすらに息苦しい、心の底から嫌になるような目覚めだった。全身がだるくて指一本動かすのも嫌なのに、それが不快すぎて、もう一秒だって眠っていたくはない。

「…………は……あっ……！」

　不気味に生暖かい床へ手を突いて、ピートはゆっくりと身を起こした。視界がぼんやりと霞かすんでいる。反射的に顔へ手を伸ばすが、眼鏡はどこかへ行ってしまっていた。

　慌ててローブの中を探ると、幸いにも予備は残っていた。それをかけて視界は明瞭になったが、同時に、認識してしまった現実が圧倒的な迫力でもって彼の心を打ちのめす。

「──ッ!?」

　手を突いた床は奇妙に脈打ち、生き物に特有の弾力をもって掌てのひらを押し返してくる。左右と背後は同じ質感の壁で覆われ、正面には鉄格子のようなものがあるが、よく見ればそれらも床と繫つながって生えている。肉の牢獄──そうとしか言いようのない光景が目の前に広がっていた。

「……な、なんだ、ここ……」

　意識がクリアになるにつれて、徐々に記憶も蘇よみがえってきた。仲間と共に迷宮の中へ潜ったこと、オリバーたち三人と同級生との戦いを見守ったこと、引き出しの底を見せない彼の剣技にひたすら見入ったこと。そして──全てが決着したと安あん堵どした瞬間に、得体の知れない魔獣に襲われたこと。

「……みんな、囚とらわれてる、のか……」

　牢ろうの中を見回せば、大勢の生徒たちが彼と同じ境遇でいた。一、二年生を中心に、目に見える限りで十人以上。寝息で生きているのは分かるが、誰ひとり目を覚ます気配はない。ついさっきまで自分も同じ有あり様さまだったのだろうとピートは思う。

　試しに起こしてみようと、手近なひとりにおそるおそる腕を伸ばしかけた瞬間──どこからか足音が響いてきた。

「……っ！」

　とっさにうつぶせになり、ピートは無我夢中で寝たふりをした。深い考えがあったわけではない。ただ──他の全員が昏こん睡すいしている状況で自分だけが目覚めている。その状況に直感的な危機感を覚えたが故の行動だった。

　牢ろうの外から響いてきた足音は、ほどなく彼のそばに近づいてきた。何者かに見下ろされているのを感じるが、少年には恐ろしくてとても様子を窺うかがうことが出来ない。彼が必死に寝息を取り繕っていると、そこにぼそりと声が響いた。

「……よく眠っているわね。──みんな、いい子だからそのまま寝ていなさい。最後まで目が覚めなければ悪い夢と同じよ」

　悲鳴が漏れそうになるのを、ピートは辛かろうじて堪えた。──その声ばかりは忘れようがない。まだ入学して間もない頃、校舎の侵食に巻き込まれてオリバーたちと共に迷宮へ迷い込み、そこで出くわした恐ろしい上級生のものだ。

「……っ……」

　少し経たつと、気配は足音と共に再び遠ざかっていった。それでもすぐには動き出さず、長い間を置いて、ピートは慎重に身を起こす。──ひとつ行動を間違えれば命を落とす。自分が置かれた状況がほとんど分からずとも、それだけは本能的に理解していた。

　こみ上げる絶望感を押さえつけて、彼は必死に思案する。──どうすれば生き延びられる？　この状況からどんな行動を取れば、自分は生きて地上に帰れるのだろうか？





＊






　いつもに比べて、迷宮の一層にはまるきり人気がなかった。一時間以上通路を歩いていても他の生徒に出くわさず、ゴッドフレイ統括の出した戒厳宣言が響いていることが窺うかがわれる。

「…………」

　その静寂から、オリバーは重ねて実感させられていた。常日頃から危険に満ちたキンバリーという環境にあって、現在はそれに輪をかけた異常事態なのだと。

「今のうちに、君たちにいくつか伝えておくことがある」

　誰もが言葉少なに歩いていたところで、ふいに先頭を行くミリガンが口を開いた。この救出行の水先案内人を務める魔女の言葉に、三人はじっと耳を傾ける。

「第一に、オフィーリア＝サルヴァドーリは私よりも格上だ。控えめに見積もっても二回りは実力が違う。真っ向からぶつかれば勝ち目はないと思ってくれ」

　真っ先に伝えられた事実は、オリバーの背筋を冷たくするのにじゅうぶん過ぎた。──自分とナナオが蛇眼の魔女と演じた死闘は今なお記憶に新しい。紙一重で勝利を摑つかみこそしたものの、あの時にミリガンが終始「遊んで」いたことは明らかだ。

　本来の実力は遥はるか格上、全力で来られていれば最初から勝負にはなっていない。だが──そんな恐るべき魔女をして、オフィーリア＝サルヴァドーリには勝ち目がないというのだ。

「よって、我々が考えるべきは、いかに彼女に見つからずピート君を助け出すか──ということになる。その点は大丈夫かな？」

「……異論はありません。先輩は、ピートがどこに囚とらわれていると考えていますか？」

「彼女の工房だね。それはほぼ間違いない。用途についても大方察しはつく」

「──何をされているのですか、ピートは!?」

　シェラが激しく声を挟む。ふむ、と顎に手を当ててミリガンは答えた。

「おそらく、精気を搾られている。といっても子種そのものじゃなくて、男の子の属性に寄った魔力だ。オフィーリアの術式にはそれが必要でね。普段は交渉で確保しているんだが、今回は量が欲しかったから手っ取り早く下級生を攫さらったんだろう」

「……苦痛を伴うのですか、それは」

「いや？　管理の手間を省くために眠らされているだろうし、特に痛かったり苦しかったりはしないと思うよ。悪夢くらいは見ているかもしれないけどね」

　魔女はあっさりと言ってのけた。シェラの心境を気遣ってというよりも、単純にそんなものは取るに足らない話だと言うように。オリバーが渋面を浮かべる。……この辺りは、四年生と一年生の感覚の違いというほかにない。

「ただ、日を追うごとに衰弱はしていく。当たり前だけど生命力を搾られているわけだからね。そのままピート君を使い潰すつもりかどうかは、オフィーリア本人に訊きいてみないと分からないな」

　そこで一旦話を切るミリガン。瞬間、シェラの表情が一変した。

「待ってください。……搾られている？　男の魔力を？」

　その部分を繰り返して、縦巻き髪ロールヘアの少女は隣の少年へ目を向ける。彼もまた、その懸け念ねんを理解してうなずいた。

「オリバー……！」「……ああ。まずいかもしれない」

「……うん？　何を慌てているんだい？」

　話が分からず首をかしげるミリガン。オリバーが説明に──というより、説明するべきかどうかに困っていると、ふいに隣でナナオが声を上げた。

「ピートはつい最近、両極往来リバーシという才能に目覚めてござる」

「ナナオ!?」

　ぎょっとして少女を見つめるオリバー。が、ナナオは静かにかぶりを振った。

「この先の立ち回りにも関わることであるし、ひた隠すべきではござらん。過去の諍いさかいはさておき──ミリガン殿も、今は共に死線を潜る盟友にござろう？」

　そう言ってまっすぐ見つめてくる少女の瞳に、オリバーは返す言葉を失う。……敵味方に関する切り替えの早さもまた、戦場を生き抜いてきたこの少女に特有のものかもしれない。そんなことを思う少年の前で、事情を理解した蛇眼の魔女が微笑ほほえみを浮かべた。

「そうだね、隠し事はなしだと助かる。しかし──両極往来者リバーシか。ずいぶんとレアな体質を引き当てたものだ。よりにもよってこのタイミングで」

　その点はオリバーもシェラもまったく同感だった。盛大なミスマッチなのだ。日によって男と女が切り替わる体質の少年から、オフィーリアが欲ほつする男の魔力を安定して取れるはずがない。

「残念だけど、急ぐべき理由がひとつ増えたね。普段なら貴重な人材ということで延命も見込めただろうけど──魔に吞のまれつつある今のオフィーリアにとって、両極往来者リバーシは術式の成立を阻害しかねない異物だ。見抜かれれば寿命が縮むと考えたほうがいい」

「では、なおさら早く行きませんと──！」

　焦あせりに駆られて足取りを速めるシェラ。が、ミリガンがその肩にそっと手を置く。

「慌ててはいけないよＭｓミズ．マクファーレン。……オフィーリアの工房は三層のどこかにある。忘れてはいないだろう？　そこに辿たどり着つくために、我々はまず二層を攻略しなくちゃならない」

　冷水じみた声にシェラの足が止まった。オリバーも重くうなずく。……そう。先を急ぐ急がないの前に、自分たちはまず、ピートのもとまで生きて辿たどり着つくことを考えなければならない。

「不用意に動くとあっという間に死ぬよ。──君たちはまだ迷宮のほんの入り口しか知らない。可能な限り急ぐことは約束するから、ここは先輩の助言を素直に受け入れたまえ」

「……はい。申し訳ありませんわ、取り乱して」

　忠告を受け入れたシェラが恥じ入ったように謝罪を口にする。それを受けて、ミリガンはにこりと笑って視線を前へ戻した。

「いい子だ。──ほら、もうじき君たちの秘密基地だよ」

　気が付けば、いつの間にかオリバーたちにも見覚えのある地形に差し掛かっていた。壁に隠された扉に向かって合言葉を唱え、前に六人で寝泊まりした工房の中へ入っていく。人気のないリビングを素通りして、三人はすぐさま隣の大部屋へ。

「──マルコ！　無事だったか……！」

　扉を開けた瞬間に部屋の隅でうずくまる大きな体が目に入り、オリバーはとっさにその名前を呼んでいた。まどろんでいたマルコがのっそりと顔を上げる。

「ウ──おリバー。おレ、大丈夫。かティ、は？」

「彼女も無事だ！　すまない、無理をさせて……！」

　開口一番にカティの身を案じてくるマルコに、オリバーは駆け寄って彼女の無事と今の状況を説明した。と、やや遅れて大部屋に入ってきたミリガンが感心の声を上げる。

「ほう、これは幸さい先さきがいいね。マルコ、君は合成獣キメラに狙われなかったのかい？」

「ウ──。あイツら、おレのこト、追わなカった」

　壁かべ際ぎわに後ずさりながらマルコが答える。ミリガンに恐怖と警戒の視線を向けるのは、彼女にされた仕打ちを思えば当然のことだろう。一方でそれは露ほども気にせず、ミリガンはなるほどとうなずいた。

「これで裏付けが取れたね。合成獣キメラたちは暴走しているわけじゃなく、オフィーリアの指示に従って動いている。彼女はそれなりに理性的だ──少なくとも、今はまだ」

　シェラの表情がかすかに明るくなった。気休め程度ではあるが、それは久しぶりに朗報と言っていい内容だ。

「両極往来者リバーシのことを踏まえても、積極的にピート君を殺したがる理由はオフィーリアにはない。相手が一年生では抵抗を警戒するレベルですらないし、彼女が冷静なうちは適当に眠らせておくだろう。オフィーリアがそれをするとしたら、邪魔だから始末するという彼女らしくない短絡に駆られた場合だ。つまり、ほとんど理性を失う寸前とみなしていい」

「……今しばらく、猶予はあると？」

「おそらくね。……仮にも四年間を同じ校舎で過ごした同輩として請け合うけど、オフィーリアは我慢強いよ。吞のまれきる寸前まで魔に近付いているとしても、そう簡単に正気を失いはしない。その点は信頼がおける」

　ミリガンははっきりと言い切った。一年生にとっては怪物じみた上級生でしかないオフィーリア＝サルヴァドーリも、彼女にとっては長年学まなび舎やを共にした相手だ。だからこそ分かることもある。

「目下のところ、不安なのはむしろ君たちのほうだよ。私が力を貸しても、果たして三層まで無事に連れて行けるものかどうか」

　珍しく深刻な面持ちでミリガンは言い、かと思えば、その足でリビングに戻って備蓄の物資を見繕い始めた。オリバーたち三人も再び動き出す。ここでのんびりはしていられない。取り急ぎ、マルコが食いつなぐ分の食糧の備蓄を確認する。

「数日後にまた会いに来る。すまないがマルコ、それまでは工房の外に出ないで待っていてくれ。今はどんな危険があるか分からない」

「ワかッた。おリバーも、なナおも、しぇラも……ケが、スるな」

　最後に、三人で順番に大きな手と握手を交わす。近い未来の再会をマルコと約束して、彼らは秘密基地を後にした。そこに剣花団として再び集う日を心に誓いながら。

「──む」

　再び通路を歩き始めた四人だが、二層が目前に迫ったところで何かを感じたミリガンが足を止める。一瞬遅れてオリバーたちもそれに気付いた。──通路の奥から伝わってくる異常な気配。人よりも遥はるかに大きく、そして異質な何かが、自分たちの行く手を塞いでこの先に待ち構えている。

「さっそく最初の関門だね。──あれに襲われて、前は手も足も出なかったんだって？」

「……！」

　杖じよう剣けんを抜いて臨戦態勢で進んでいくと、やがてその姿が見えた。二十フィートを超える巨体、その全身を密に覆って蠢うごめく触手。シェラがぐっと息を吞のむ。同じ個体かどうかまでは分からないが──その姿は、彼女らの目の前でオルブライトとウィロック、そしてピートを攫さらっていった合成獣キメラに間違いない。

　先頭のミリガンがあえて気配を隠さずに進んできたので、すでに合成獣キメラも四人の存在には気付いている。十五ヤード余りの距離を開けて対たい峙じしつつ、蛇眼の魔女が再び口を開いた。

「撤退したのは正解だ。オフィーリアの合成獣キメラを行き当たりばったりでどうにかする気でいたら、今ごろ君たち全員が彼女に囚とらわれていただろう。そのぐらいこいつは手ごわい。本当なら、最低でも三年生になるまでは対たい峙じするべきじゃない相手だよ」

　と、魔女は彼らの判断を肯定する。それでピートが攫さらわれた時の記憶が蘇よみがえり、オリバーとシェラは痛烈な胸の痛みを共有した。──そう。あの時の自分たちは、この魔獣に対して何の抵抗も出来なかった。

「けれど、その無理を通さなければピート君は助けられない。なんとも難儀なことだ。さて、君たちはどうすればいいだろうか？」

　そう問いを投げかけて、ミリガンは一歩踏み出す。魔獣と向き合うその背中に、躊躇ためらいや怖おじ気けは一片もない。

「答えはシンプルだ。──今ここで、見て学びなさい」

　告げると同時に魔女は地を蹴った。それを迎え撃つかのように触手を蠢うごめかせる魔獣。オリバーは固唾を飲んだ。──あの触手の数と間合いに対して、彼女はどう対抗する気なのか？

「変じ象れデイフオルマテイオ！」

　続けざまに響き渡る詠唱。彼女の杖じよう剣けんから放たれたいくつもの光が、それぞれ離れた場所の地面を打った。途端に石の床がせり上がり、見えざる手に彫刻されたかのように形を成していき──出来上がったものは、ぐらぐらと揺れ動く人間大の石せき塊かい。重心を低い位置に置くことで倒れずにバランスを取り続ける、いわゆる起おき上あがり小こ法ぼ師しだ。

「レッスンその一。──こいつは、ろくに目なんか見えちゃいない！」

　ミリガンが告げると同時に、伸びてきた触手がそれらの囮デコイを捉えた。オリバーたちは目を瞠みはる──攪かく乱らんされているのだ、あの起おき上あがり小こ法ぼ師しによって。彼らの驚きを背後に、ミリガンが再び口を開いた。

「触手まえがみで隠れて視界が悪そうだから──っていうのは冗談。単純にね、両立しないんだ。これだけの触手を器用に操る機能と高度な視覚は。魔法生物学をある程度まで学べば分かる。ひとえに神経系のキャパシティの限界というやつでね。──変じ象れデイフオルマテイオ！」

　揺るぎない声で言い切り、魔女は続けて呪文を唱えた。新たに生み出される囮デコイは、その一つ一つが形も大きさも異なっている。反応の条件を見定めるためだ。

「視覚でなければ、こいつは何の感覚を用いて私たちを捉えているのかな？　触覚は触れなければ作用しないから除外するとして、ここはひとまず聴覚と温おん覚かくを疑ってみよう。つまりは振動と温度──適当な呪文でもって、これらの情報をひと通り攪かく乱らんしてみればいい。──火柱燃え立てフルンムナ！」

　新たな呪文がそこに加わった。火炎呪文の応用である火柱──撃ち込んだ場所で継続的に燃え続けるものだ。これまでの囮デコイたちと入り混じる形で、それらはミリガンの周囲の床に赤々と立ち並んだ。触手の動きがさらに混乱し始める。

「ビンゴだ。七割が振動、三割が温度といったところだね。体表面の触手がもつそれらの感覚器が、こいつが外界を認識する方法の九割だ。魔力感知も当然あるだろうけど、動き回る人間の位置を正確に補足できるほどの精度はない。ここでは無視していい」

　複数の囮デコイと火柱の間で翻弄され、魔獣の触手は一向に獲物を見定められずにいる。その反応がそのままミリガンの言葉を証明していた。満足な視覚をもっていれば、これらの囮デコイと人間を見間違えることは有り得ないのだから。

「レッスンその二。──大型の魔獣を相手にする時の鉄則は、まずもって相手の正面に立たないこと。この数の触手に一斉攻撃を食らえばさすがの私も防ぎきれない。だから動き回る。一秒たりとも立ち止まらずに相手の狙いを散らす。呪文による囮デコイの活用がここでも活いきてくる！」

　その言葉通り、ミリガンは休みなく地を蹴って動き続ける。一瞬たりとも見逃すまいと、オリバーは目を皿にした。重心制御と領域魔法を組み合わせた変幻自在の足運びに、優れた視覚を持たない魔獣は、その姿を霞かすみのように朧おぼろなものとしてしか捉えられていないだろう。

「触手が一本や二本伸びてきたところで脅威じゃない。むしろ迎え撃って相手の戦力を削るチャンスだ。決して勝負を焦あせってはいけない──大型の魔獣は我々と根本的に耐久力が違う。削れるところから削っていって、致命傷を狙うのはじゅうぶんに弱らせてからだ。──風よ切り裂けインベトウス！」

　危なげない回避の動きに交えて、放たれた魔法が魔獣の体を抉った。──多数の囮デコイによって触手が散らされたことで、その奥の本体に対して射線が通ったのだ。触手越しにはシェラの二節呪文にも耐えきった巨体が、ミリガンの風刃を受けてびくりとたじろいだ。

「とはいえ、無制限に時間を費やすわけにもいかない。派手に戦っていれば他の魔獣の気を引くし、でなくてもこいつは今まさに仲間を呼んでいる最中かもしれない。この状況で二体目が来るとかなり厄介だ。

　そこでレッスン三。──闇雲に戦わないこと。決定打に至るまでの段取りをイメージして、着実に布石を打っていく」

　語る声に合わせて、戦いの工程は確実に進んでいく。このまま削っていけば、後はとどめのタイミングを見図るばかりか──が、オリバーたちのその予想に反して、ここに来て魔獣の反応が変わった。囮デコイに散っていた触手が合流し、ミリガンを狙って空中を迸ほとばしる。それを横っ飛びに回避した魔女が口元をつり上げた。

「そろそろ学習してきたね。ここがオフィーリアの合成獣キメラの厄介なところで、どいつもこいつも知能が低くない。同じ戦術を繰り返していれば確実に対応してくる。そろそろ囮デコイと私の区別をつけてきたようだ。

　だから──このタイミングを逆手に取る！」

　宣言と同時にミリガンの挙動が変わる。これまでの素早く複雑な動きが噓うそのように、何の小細工も無く、彼女は魔獣へ向けて歩き始めた。散歩でもするように無造作な足取りに、オリバーの顔が驚きよう愕がくに引きつる。

　しかし、どうしたことか。自殺行為としか思えない行動を前に、当の魔獣は何ら反応を示さない。一度は捉えたはずの獲物の姿を再び見失ってしまったように、魔獣は無数の触手を当てどなく彷徨さまよわせている。

「残念、詰みだよ。──雷光疾りてトニトウルス」

　相手の正面に接近したミリガンが、右手の杖じよう剣けんで躊ちゆう躇ちよなく剝むき出だしの頭頂部を突き刺した。同時に呪文を詠唱──体内で炸さく裂れつした電撃が脳髄を焼き尽くす。巨体が痙けい攣れんし、断末魔の絶叫すらなくズシンと音を立てて崩れ落ちた。

「単純な動きをするのが囮、複雑な動きをするのが私。──その判断が、逆に狙い目というわけさ」

　息ひとつ乱さずに魔獣の屍しかばねを見下ろす蛇眼の魔女。オリバーたちの予想を遥はるかに超えた、それは余りにも鮮やかな決着の光景だった。

「こんなにも、あっさりと……」

　シェラが呆ぼう然ぜんと声を漏らす。身をひるがえして彼女らに向き直り、ミリガンはにっと笑った。

「分かるかい、Ｍｓミズ．マクファーレン。全身を覆う触手に雷耐性があるということは、逆に中身はそれが弱点だと言っているようなものだ。急所の位置さえ見極めれば決め手は一節呪文でも事足りる。脳や心臓の位置も、素体となる魔獣さえ判明すれば自然と限られてくるものさ」

　そう言って背後の巨体を指さす。確かに、とオリバーも思う。この合成獣キメラの素体が翼を持たない地竜の類であることは彼も予想していた。触手のような器官を後から付け足すことは出来ても、脳や脊髄──種としての根幹に関わる部分には、そう簡単に手を加えられないのだろう。

「まぁ、言うほど簡単なことじゃない。生態の観察、弱点の見極め、実際の攻略──本当なら、これら三つの過程は全て分けて行うのが望ましいんだ。既知の魔獣なら前のふたつは本で勉強して済ませられるけど、オフィーリアの合成獣キメラは常に新種同然だから性質たちが悪い」

　肩をすくめるミリガン。まさにその言葉通り──以前のオリバーたちは、この魔獣に「初見である」からこそ圧倒された。こうしてタネが割れてみれば、あの紅王鳥ガルダと比して格上の相手だったわけでは決してない。それほどまでに「敵を知らない」ということは恐ろしいのだ。

「ひとりで私と同じことをやれとは言わない。代わりに、君たち三人でこれが出来るようになってもらう。それが三層へ君たちを連れて行く上での最低条件だ」

「「──！」」

「二層を抜けるまでに君たちがこの課題を達成できない場合、残念ながら冒険はそこで終了になる。安心したまえ、その時はちゃんと校舎まで送ってあげよう」

　穏やかな声で魔女は請け合う。今のと同じことを、二層を抜けるまでに──出された課題の重さにこわばるオリバーとシェラの表情。と、その隣で、ふいに東方エイジアの少女が声を上げた。

「では、拙者は三つ目を受け持つでござる」

「──ナナオ」

「我らには出来申す、オリバー。がるだと戦った時を思い起こされよ」

　力強い笑みを浮かべてナナオは言い切り、それを聞いてオリバーも思い直した。──そう。多少の予備知識こそあれ、初見の相手だったのは紅王鳥ガルダの時も同じことだ。

「そう、君たちには紅王鳥ガルダを打ち破った実績がある。私の処置で弱体化していたとはいえ、あれはれっきとした神獣の眷けん属ぞくだ。それが無ければここに連れて来てはいない。

　君はどうかな、Ｍｓミズ．マクファーレン。今のと同じことが出来そうかい？」

　そう言って縦巻き髪ロールヘアの少女に向き直るミリガン。問われたシェラが、不安を振り切るように大きくうなずく。

「ここまで丁寧に教わって、それでも出来ないとは言えませんわ」

　常と同じ威厳でもって彼女は言い切り、すぐさま東方エイジアの少女へ向き直った。

「それと──ナナオ！　自分の身ばかり危険に晒さらそうとするのはお止めなさい。あたくしたち三人でやるのですわ。敵の観察も、弱点の見極めも、そして攻略も」

「む、左様でござるか。……承知致した。では、拙者も頑張って頭を捻ひねるでござる」

　腕を組んでむむむと唸うなるナナオを横目に、オリバーは苦笑した。……その様子から見るに、自ら危険を買って出たというよりも、単に頭を使わなくて済む役割だと思ったらしい。

「……必ず出来るようになってみせます。教えていただけますか、ミリガン先輩」

　彼女たちと覚悟を共有して、オリバーは言った。ミリガンの口元がにっとつり上がる。

「いいとも。──これだから、後輩の指導はたまらない」

　そう口にして、ミリガンは倒れた魔獣の亡なき骸がらの向こうに視線をやる。

「ここからは第二層『賑にぎわいの森』。オフィーリアの合成獣キメラを別にしても、一年生にとってはじゅうぶんに死地と言える危険で満ちている場所だ。

　対処はひとつずつ教えよう。遅れずに付いて来たまえ、オリバー君、ナナオ君、シェラ君」

「「「はい！」」」

　呼び方が親しみのこもったものに変わり、三人もそれを拒まず受け止める。──過去の諍いさかいを無かったことには出来ない。だが、それとは別に、今はこの迷宮での生き延び方を教えてくれる貴重な師に違いない。

　声のひとつも聞き逃すまい。そう思いながら、オリバーたちは蛇眼の魔女の背中に続いた。







　同じ頃。四人がこれから踏み入ろうとしている迷宮第二層──緑の木々が鬱うつ蒼そうと生い茂り、その中に数知れない魔法生物が息づく「賑にぎわいの森」の一角。

「──焼いて浄めよイグニス！」

「ＧＩＩＩＩＡＡＡＡＡＡＡＡ──！」

　一頭の合成獣キメラを押し包んで火炎が渦を巻く。周囲へ押し寄せる熱風が、その中心の圧倒的な熱量を物語る。

　合成獣キメラが直前まで回避の動きを見せなかったのは、頑強な肉体を誇るが故に、一節呪文に対してその必要がないと判断してしまったからだろう。それが間違いとは決して言えない。全身を覆う鱗うろこの装甲に、おそらく大抵の呪文は弾はじかれたはずだ──相手がこの男でさえなかったのなら。

「──ＡＡ──ＡＡ……」

　断末魔の絶叫すら長くは続かなかった。埒らち外がいの火力に包まれた肉体が速やかに灰と化す。耐性の有無など問題にもならない。こと純粋な魔法の威力に関して、彼──アルヴィン＝ゴッドフレイを尋常の物差しで測ろうとすること自体が間違っている。傍かたわらで戦いを見つめながら、カルロス＝ウィットロウは改めてそれを確認した。

「ここに来るまで、出くわした合成獣キメラが全て新型か……。一瞬も気が抜けんな」

　杖じよう剣けんを鞘さやに収め直し、ゴッドフレイはふぅと息を吐く。──迷宮への突入と同時に、彼らの一団はふたりずつのペアに分かれて行動を開始。ここに至るまでに、ゴッドフレイとカルロスのみですでに六体の合成獣キメラと出くわし、その全てを確実に葬ほうむって来ている。

「リアが本気ならそうなるわ。初見の魔獣と戦うのは誰だって怖いものよ。その上に魔力を節約しながら、となると……ほとんど異端狩りグノーシスハンターの領分ね」

　中性的な風貌を憂いに染めて、カルロスがそんな言葉を添える。この状況の元凶たる人物に対して、彼以上に詳しい人間はこのキンバリーに存在しない。

　灰と化した合成獣キメラを後にして歩き出しつつ、ゴッドフレイは複雑な面持ちで口を開く。

「だとすれば、彼女には感謝しなければな。貴重な実地経験を積ませてもらっている」

「──あら。進路、もう固めたの？　ずいぶん迷ってたのに」

「今でも固まってはいないさ。だが──結局のところ、俺は戦う以外に能がない。それで守れる命がある限りは、卒業後も同じことをしているだろうと想像はつく」

　ため息混じりに青年は言う。自分に何が出来て何が出来ないか、どんな世界に生きるべき人間なのか。この学校で過ごした五年弱の間に、彼はすっかり悟ってしまっているようだった。その心情と将来を慮おもんぱかって、カルロスがいっそうに顔を曇らせる。

「異端狩りグノーシスハントの現場は、キンバリーとはまた違った地獄よ。ここのように気持ちを同じくする仲間がいるとも限らない。……アナタの性格で耐えられる？」

「分からないな。……お前がついて来てくれれば、それでもだいぶマシになるんだが」

　ぽつりと本音がこぼれる。それが失態だったと一瞬後に気付いて、ゴッドフレイは恥じ入ったように口を閉ざした。その様子を横目に、長年の友人の顔に優しい微笑ほほえみが浮かぶ。

「ごめんね、ついていってあげられなくて。……でも、無用の心配かもしれないわね。アタシじゃなくても、アナタについて行きたがる人間は大勢いるもの」

「それは嬉うれしいが、背中を預けられるかどうかはまた別だ。早死にすると分かっている奴やつを鉄火場に引き込みたくはない」

　憂いを滲にじませて青年は言う。……確かに、今や自分には多くの仲間がいる。その中には来てくれと頼めば二つ返事で死地に同行する者さえ少なくはない。だが──だからこそ、悩ましいのだ。

　彼の葛藤を誰よりも理解し、カルロスはこくりとうなずく、

「そういう意味では、異端狩りグノーシスハントの現場がアナタを引き込みたくなるのも分かるわね」

「……どうかな。六、七年には、俺以上の実力者がごろごろしていそうな気もするが」

「だとしても、この学校にアナタを恐れない生徒はいないのも事実よ。それこそ六、七年の怪物たちでもね」

　淡々とした声音で、純然たる事実として彼はそう語った。だが、その評価とは裏腹に、ゴッドフレイの顔には渋いものが浮かぶ。

「恐れられるよりも好かれたいんだがな。特に後輩には」

「そのふたつは矛盾しないわ。もちろんアタシは恐こわがってもいないわよ、アル」

　そう言ってにっこりと満面の笑みを浮かべてくる友人に、ゴッドフレイは唇を尖とがらせて後頭部を搔かいた。──互いがまだ一年生の頃から、カルロスにこの顔を向けられると、彼はいつも弱い。

　そのまましばらく無言で歩いていたふたりだったが、ふとゴッドフレイが足を止める。

「待て。──誰か来る」

　警戒の構えを取るふたり。それからほどなく、目の前の茂みがガサガサと揺れて、その中からひとつの人影が姿を現した。泥と土で汚れた小柄な体たい軀く、いっそ原型を留とどめないまでに簡略化された制服、辛かろうじて六年生のそれと分かるネクタイの色。ふたりの姿を目に留とめて、その人物の顔がぱっと輝く。

「……お？　おお？　おおお？　大当たりだ、これは！」

「──ウォーカー先輩？」

　思わぬ相手に出くわして、ゴッドフレイはきょとんと目を丸くした。キンバリー魔法学校六年生、ケビン＝ウォーカー──人呼んで「生還者サバイバー」。迷宮美食部の現部長であり、半年の遭難の末に迷宮の深層から生還したことで知られる校内の有名人だ。

「いやぁ良かった！　ふたりが通るならこのルートが本命かなと思ってさ！　いやまぁ勘なんだけどね、とにかく誰か通れば渡せるから待ってたんだ！　……あ、ところで腹減ってない？　そこの沼で獲とった泥海老えびがあるんだけどさ、一緒に焼いて食わない？」

「せ、先輩、少し落ち着いて」「ケビン先輩、アタシたちを待っててくれたの？」

「ん？　そうそう、待ってたんだ。ほら、これ渡したくって」

　思い出したように手を叩たたいて、ウォーカーは懐ふところから取り出した使い古しの手帳を二人に差し出した。受け取ったカルロスがその中身に目を通し、ゴッドフレイも隣から覗のぞき込こむ。

「……これは……」

「現在いまの三層の地図。探れる範囲で探って手帳に記しといた。リアちゃんの影響もあるのかな、少し前までとはだいぶ地形が変わってるから注意したほうがいいね。見たことない合成獣キメラもずいぶんうろついてたなぁ」

　その目で見てきたかのように語るウォーカー。それが何の比喩でもないことを悟って、ゴッドフレイは開いた口が塞がらなくなった。──つまり、この人は。

「……潜っていたんですか。この状況の三層に、今の今までひとりきりで」

「うん。ただごめん、彼女の工房の位置までは摑つかめなかった。今回は一年生が攫さらわれてるんだし急がないとね。探索の足掛かりにはなるはずだから、ひとまずこれを共有して──おっ？」

　早口の声が途切れる。六年生にしては小柄な体を、カルロスのすらりと長い両腕がぎゅっと抱きしめていた。泥の汚れが移ることなど意にも介さず。

「……ありがとう、ケビン先輩。ありがとう……」

「カルロス……」

　ゴッドフレイの胸中もまた、友人と同じ気持ちでいっぱいだった。決して大げさではない。このキンバリーで、今も昔も変わらず彼らの味方をしてくれる──そんな上級生は決して多くないのだ。

　しばらく抱擁を受けた後、ウォーカーはにっと笑ってカルロスの肩に手を置く。

「ははっ、何言ってんのさカルロス君。誰に頼まれなくたって、先輩は後輩を助けるもんだよ。君らもずっとそうやってきただろ？」

　当たり前という顔でそう言って、男は後輩たちがこれまでに行ってきたことの価値を認める。カルロスが微笑ほほえんで身を離すと、ウォーカーはその眼前でくるりと身をひるがえした。

「んじゃま、僕はもっかい潜るよ。前回ので感触は分かったし、今度はもうちょい深く探ってみる」

「え──ま、待ってください。それなら我々と一緒に」

「んー、それはやめとく。僕は単独のほうが生きる駒だよ。君らも知ってるでしょ？」

　別れの挨拶にぷらぷらと手を振って、その背中が再び茂みの中に潜っていく。なおも引き留める言葉を掛けようとするふたりに、揺るぎない声でウォーカーは言ってのける。

「大丈夫、僕は迷宮では死なないよ。──それじゃ、またね！」

　その言葉を最後に、生還者サバイバーの姿は迷宮の闇の中へ消えた。しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くした後、ゴッドフレイが盛大にため息をつく。

「……変わらないな、あの人は」

「ええ。本当に、一年生の頃から世話になりっ放し」

　カルロスも笑ってうなずく。何の含みもなく「先輩」と呼んで慕える相手。その有あり難がたみを嚙かみしめながら、ふたりは気を取り直して自分たちの行く先を見据えた。

「先輩のおかげで、リアとの距離がだいぶ縮んだわ。──行きましょ、アル」

「ああ。急ごう」

　うなずき合い、ふたりは再び歩き出す。──まだ先は長く、残された時間は少ない。







　最初の関門を越えて二層に踏み入った四人を待っていたのは、オリバーたちが予想していた以上に、それまでとは全く異なった迷宮の環境だった。

「──この果実なんか、いかにも美味おいしそうに見えるだろう？　でもね……」

　言いつつ、蛇眼の魔女が背の低い樹木に実った果実へ左手を伸ばす。途端に果実の中心がぱっくりと割れて、そのまま猛犬のように手に食いついてきた。ミリガンが素早く手を引いたことで襲撃は空を切り、一年生三人の前で、果実はなおも獲物を求めてガチガチと歯を鳴らす。

「と、手を伸ばすと逆にこっちが食べられる。これで指をごっそり落とすのが二層の洗礼なんて言われるね。罠わなとしてはまぁ可愛かわいい部類だけど、齧かじられるのが利きき手てだと杖つえが握れなくなって洒落しやれにならない。未知のものに触れる時は段階を踏んで、最悪でも反対の手から始めることを習慣にしなさい」

　と、さっそくこの階層での授業を始めるミリガン。ナナオが眉根を寄せて凶暴な果実を見つめる。

「むむ。では結局、これは食べられないのでござるか？」

「いや、食べられるよ。呪文を当てて気絶させてから切ればいい。生徒の指もだいぶ食べてるかもしれないけど、それで良ければ」

「……ナナオ。食材の調達をするなとは言わないが、もう少しマシなものを探そう」

　興きよう味み津しん々しんの少女をオリバーが窘たしなめ、そうして四人は再び森の中を歩きだす。むせ返るような緑の匂いと、其そ処こかしこに感じる大小無数の生命の気配。周囲を警戒する後輩たちの前で、ミリガンはそれらを胸いっぱいに吸い込んだ。

「ふふふ、楽しいね。気軽にうろつく分には、私はこの階層がいちばん好きだよ。動植物の生態系が多様で見ていて飽きない。早くカティ君を連れて来たいなぁ」

「気軽にうろつく分には、ですか……」

　呆あきれと感心が半ばの面持ちでシェラが呟つぶやいた。いつどんな脅威と出くわすか分からない状況下で、彼女らにはとてもミリガンと同じ感覚は持てない。後輩たちの緊張を横目に、ミリガンはくすりと笑った。

「さすがに今は違うけどね。なにせオフィーリアの合成獣キメラがどこから出てくるか分からない。それでもこうして無駄口を叩たたける程度には歩き慣れているというわけさ」

「……なるほど。では今のうちに、ひとつ道具を試しても構いませんか？」

　まだ余裕がある間にと思い、オリバーはそれを提案する。「へぇ？　なんだい？」と顔を寄せてくるミリガンを前に、少年は口で説明するよりも見せたほうが早いと判断。まず巾着袋から取り出した種を地面に撒まき、続けて白はく杖じようを抜いて、そこに成長促進呪文をかけた。芽吹いた新芽がみるみる成長して若木になり、さらには弧を描いて成長したその先端が地面に突き刺さり、彼らの前でアーチ状の柵を形成する。

「ほう、器化植物ツールプラントかい。この生育速度でこの強度とは、なかなか質がいいね」

　出来上がった柵を蹴って押し込み、その強度を確かめながらミリガンが言う。オリバーもこくりとうなずいた。

「ガイが作って持たせてくれたものです。魔獣相手の戦闘では、相手の行動を制限するのに使えるかと思いまして」

「Ｍｒミスター．グリーンウッドが？　……ふぅむ、大したものだね。器化植物ツールプラントは私もよく扱うけど、これは立派に売り物になるレベルだよ。二層の土にもよく馴な染じんでいる」

「ふふふ、そうでしょう？　魔法植物を育てさせたらガイは大したものなんですのよ」

　友人を褒められたシェラが我が事のように得意げになる。魔女は重ねてうなずきオリバーへ向き直った。

「創意工夫は大歓迎だ、大いに試しなさい。多少の失敗は私のほうでフォローしよう」

「……助かります」

　一礼して、オリバーは器化植物ツールプラントの種子が詰まった巾着袋を鞄かばんにしまい直す。と、ふいに、横からその袖がくいくいと引かれた。

「オリバー。拙者はそろそろ腹が減ってござる」

　その主張に重なって、ぐぅぅぅぅ、と盛大に腹の虫が鳴る。少年は思わず額を抱えた。

「言わなくても分かる。……合成獣キメラにも聞かれそうな腹の音だな。ミリガン先輩、そろそろ食事にしませんか」

「確かに、もう五時間ほど歩き詰めだね。先は長いし、少し休憩を取ろうか」

　全員が同意し、四人はしばらく歩きながら場所を見繕った。やがて樹木に周囲を囲まれた、それでいてほどよく開けた場所を見つけて、そこに呪文で簡単に草刈りをして休憩スペースを拵こしらえる。最後に器化植物ツールプラントで即席の椅子を四つ作り、全員で腰を下ろした。

「しっかり休みなさい。長丁場の探索になると、行動と同じくらい休憩は大事だ。──そしてもちろん、食事もしっかり摂とること」

　そう言って膝の上に置いた鞄かばんを開けて、ミリガンはそこから自前の行動食を取り出す。オリバーたちも彼女に倣ならって食事を始めた。ガイが持たせてくれた包みを開けると、ずっしりと重い長方形のケーキが顔を出す。素朴な田舎風の焼き菓子だ。

「まだ気は早いけど、この階層からはキャンプの張り方も工夫のしどころでね。何も考えずに火を焚たいたりしちゃダメだよ？　あっという間に魔獣が寄ってくるからね。いくつか押さえるポイントがあって──」

　食事中もミリガンの講義は続く。それに耳を傾けながら、オリバーは杖じよう剣けんで切り分けたケーキを一口かじった。……密度の高い生地だが口溶けはよく、混ぜて焼かれたクルミとドライフルーツの歯応えが楽しい。ここまでの道中で疲れた体に、強い甘味がじわりと沁しみる。

「うまいでござるな、オリバー」

「……ああ。うまい」

「本当に、美味おいしいですわね」

　しみじみとうなずき合う三人。その様子にミリガンが興味を示したので、シェラが自分のケーキと相手の行動食を一切れずつ交換してやる。一口かじった瞬間、魔女の目がかっと見開いた。

「なんだいこれは！　ずるいな君たちは、こんなうまいものを隠し持っているなんて」

　ミリガンが感嘆し、友人の料理を褒められたシェラがまたしても誇らしげになった。彼女たちの穏やかな食事風景を眺めながら──その一方で、オリバーは背後に意識を向ける。

（……いるんだろう？　Ｍｓミズ．カルステ）

　声ではなく、微細な魔力波でもって話しかけた。他の三人には感知できないレベルまで出力を抑えてある。万一感知されたとしても、事前に符丁を教えてある者以外には、それが意味をもった「言葉」であるとは気付けない。

（……ここに。蛇眼に気付かれる可能性があるため、お傍そばに行けません）

　間もなく背後──おそらくは樹木の上から、同じ方法でもって返答があった。表向きは談笑を交えて休憩しながら、オリバーは近くに潜む隠形の手て練だれ──テレサ＝カルステと会話を続ける。

（それでいい。従兄にいさんと従ね姉えさんがどこまで潜っているか分かるか？）

（八時間ほど前に一層でお会いしました。今頃は二層を先行していると思われます。他に、『同志』やそれ以外の上級生の姿もちらほら）

　少年は内心でうなずく。ゴッドフレイ統括を始め、大勢の上級生がこの事態の収拾に動いていることは疑いない。頼もしいことではあるが、一年生という自分たちの立場を思うと、直接出くわした場合の面倒も予想される。

（一応、お伝えしておきますと──今の迷宮であなたを見かけた場合、ただちに校舎へ戻らせるように、おふたりから命じられております）

　しばしの沈黙。相手の胸の内を探るように、オリバーが尋ねる。

（……なぜ、そうしないんだ？）

（戴冠式が済んだ今、わたしの君主は名実共にあなたです。シャノン殿とグウィン殿の命令よりも、あなた自身の意思が優先されるのは当然です）

　躊躇ためらいなくテレサは答え、その姿勢にオリバーは少し驚かされた。……彼女なりに、直臣としての自覚を強く持っているようだ。どう説得するべきか悩んだのは杞き憂ゆうだったらしい。

（何より、近い将来にはダリウス＝グレンウィルの次が控えています。あの魔人どもを討つ困難を思えば、ここでサルヴァドーリの淫婦ごときに二の足を踏んでいられるわけもなし。むしろ試し斬りの好機と捉えて然るべきでしょう。そうではありませんか？）

　その言葉はどんな鞭よりも強烈に少年の背中を打った。そう──自分が討ち果たすべき敵は遥はるか格上揃いだ。もとより尋常の方法で鍛えていてはまるで足りない。その意味では、この状況すら試練として歓迎すべきだろう。

　頼れる部下としてテレサを認識し直し、その上で、オリバーは思いきって提案する。

（オフィーリア＝サルヴァドーリの合成獣キメラ、もしくは本人に対しても、君の隠形は有効か？）

（一定の距離さえ保てば、私ひとりが隠れ潜む分には問題ありません。必要とあらば斥候を務めます）

（頼みたい。進路上に危険があれば伝えてくれ。ただし、絶対に無理のない範囲でだ）

（お任せください！）

　喜びに満ちた言葉が返り、その無邪気さに少年の胸が軋きしんだ。……これから自分は、この少女に死地の探索を先行させるのだ。

（どうかお気になさらず。配下を使いこなしてこその君主と心得ております。存分にご用命を、我が君マイ・ロード）

　魔力波にまで動揺が表れたのか、テレサからそんな言葉がかけられる。なおさら苦い思いを嚙かみしめながらも、少年はそれを吞のみ込こんで「頼む」とだけ返すが、

（それと……僭せん越えつながらひとつだけ）

　ぽつりと少女が続ける。次の瞬間、ここまで一定のラインを保っていた魔力波の出力が一気に跳ね上がり、

（──私の言葉遣いはずっとこうです。前に指摘されたように、無駄に気分を出してなんかいませんから。……絶対に！）

　肉声なら耳にキンと響く声で、テレサは頑としてそう主張した。驚くオリバーの隣で、ナナオがさっと立ち上がる。

「？　どうしました、ナナオ」

「──今、何か気配が」

　鋭敏な感覚で余波を感じ取ったらしく、その瞳はじっと木立の中を見つめている。焦あせりを覚えながらも、オリバーはどこか安心していた。……こんな失敗をするところは、あの少女もまだまだ年相応だと思って。

「魔獣に見られているのかもしれないな。……あまり同じ場所に留まるのも良くない。そろそろ出発しましょう、先輩」

　さりげない言葉で誤魔化しつつオリバーも立ち上がる。ミリガンがこくりとうなずいた。

「そうだね。──先を急ぐとしよう」







　休憩を切り上げてからさらに二時間ほど森の中を歩くと、それまでとはまったく違った光景が四人の前に現れた。

「──さて、難所に差し掛かったね」

「……これは……」

　見上げたその景色を、オリバーはとっさに形容できなかった。──余りにも巨大な樹きだ。どれが幹とも枝とも、はたまた根とも付かない。全てがねじくれて絡からみ合あいながら、あるものは天に伸びて葉を茂らせ、あるものは地面に突き立って自らを支えている。比較的細い部分を輪切りにしても、その直径は十ヤードをゆうに超えるだろう。

「迷宮第二層の関門、巨大樹イルミンスールだ。外では絶滅寸前の貴重な種だよ。よく見ておきなさい」

　解説を加えつつ、ミリガンが手近な木肌に手を這はわせる。

「この樹きは、巨獣種ベヘモトの死骸の上にしか芽吹かないと言われていてね。太古の昔にはこれが地表を覆った時期もあるというのだから面白い。──そら、お出迎えだ」

　と、視線を上に向ける。骨ばった翼と長い尻尾、大きな嘴くちばしを持つ生き物が、四人の頭上で群れを成して飛んでいた。甲高い鳴き声がひっきりなしに響き渡る。

「小型の鳥竜だね。獲物によって狩りの方法を変えてくるずる賢い奴やつらで、強そうな相手にはもっぱら漁夫の利と屍し肉にく狙いで付きまとう。弱ったところに群れで一斉に襲い掛かるんだ。骨まで残さず食べるから、巨大樹の掃除屋なんて異名もある。鳥葬志望のヘッジズ先生はこいつらに食べられるべきだね」

　冗談めかして言いつつ、ミリガンは巨大樹の枝に足をかけ、その上を歩き始める。オリバーたちも後に続いた。太い枝が空間を横切る道となって張り巡らされているのだ。周囲を警戒しながら進んでいく四人に、上空の鳥竜たちはぴったりとついてくる。

「……この樹きを通り抜けるまでの間、ずっと空から見られるわけですか」

「そうなるね。ただ、悪いことばかりでもない。近くに大きな魔獣がいる時なんかは群れの行動が変わるんだ。向こうで勝手に見張りを務めてくれていると思えばいい」

　図太いことを言ってのけるミリガンだが、ここに初めて踏み入るオリバーたちにはそこまで大胆にはなれない。鳥竜のせいで頭上に意識が向きがちだが、一方では隣り合った枝の上からも多くの気配が感じられる。どこから何に襲撃されるか分からない状況だ。

「一応言うと、ここを迂う回かいしていく道もあるにはある。そっちのほうが何かと安全ではあるね。丸一日くらい遠回りすることにはなるけど──」

「然しからばこのまま」「ええ、今は一刻を争います」

　ナナオとシェラが即答した。オリバーもうなずき、先を行くミリガンを見つめる。

「無用の確認だったね。──それじゃ、登ろうか。ついてきなさい」

　そうして登山と見み紛まがうような木登りが始まった。目的の方角を目指しつつ、今乗っている枝から次の枝へと次々に渡り歩く。枝の間に幅や高低差がある時には箒ほうきの力も借りるが、基本的には自分の足で歩くようにとミリガンが釘くぎを刺した。彼女の曰いわく──地形や生態系を把握しないうちから飛んで楽をしようとすると、たいてい痛い目に遭うのだそうだ。

「なかなか道が険しいでござるな」

「ルートの整備をしてもすぐに荒らされてしまうからね。バテないように気を付けなさい」

「……今さらなのですが。あの太陽はどうなっていますの？」

　斜角のきつい枝を登りながら、頭上から差し込む光を見つめてシェラが尋ねる。先行するミリガンが道を塞ぐ蔦つたを切り払いながら答えた。

「大歴以前の遺産──今では再現困難な魔法技術というやつだよ。それを言うならこの迷宮自体がそうなんだけどね。とはいえ術式の解析はほぼ終わっていて、魔力源はここよりずっと深層にあることが分かっている。その正体までは私も知らない」

　話に耳を傾けつつ、オリバーも目を細めて人造の太陽を見上げた。──大歴以前の魔法技術には失伝しているものが多く、現代の魔法使いはその術理の再現にしばしば頭を悩ませる。だからこそ魔道工学においては逆行工学リバース・エンジニアリングが重んじられるのだ。今は失われた千古の知恵を再び取り戻すために。

「地上と違って、あの太陽は沈むことがない。眠りを知らない植物たちにとってここはまさに楽園というわけさ。定期的に雨も降るしね」

「……人工生態系ビオトープ、なんでしょうか？　魔法生物のために用意された環境としか思えませんが」

「それを知りたければ迷宮学を学ぶことだね。だが──ここが造られた目的については、今でもはっきりした答えが出ていないそうだよ」

　魔女が話をそう結び、四人はしばらく無言で先を急いだ。相変わらず気楽に歩ける場所はほとんどなく、急激なアップダウンの繰り返しに体力が削られる。

「……ふっ……！」

　カティとガイを連れて来なかったのは正解だった──『墓石蹴りグレイブステツプ』で足場を加工して次の枝に飛び移りながら、オリバーは改めてそう思った。……ここの突破は一定のレベルまで歩法を修めていることが前提になる。今のあのふたりでは、たとえ道案内があっても付いて来られなかっただろう。

「……ふむ。だいぶ寄ってきたね」

　足取りを緩め、ミリガンがぽつりと呟つぶやく。その言葉に、少年がはっとして周囲を見渡すと──近くの枝という枝に、数知れない魔獣たちの眼光が光っていた。隣でシェラがごくりと唾を吞のむ。気配はずっと感じていたが、いつの間にかここまで増えていたとは。

「……先輩……」

「杖剣つえは抜かないように。彼らを刺激してしまう。ただし、いつでも抜ける気構えでいなさい」

　平然とミリガンは応え、落ち着きを促すように後輩たちへ語りかける。

「四人のパーティーで巨大樹ここを何事もなく通り過ぎられるのは、まぁ二回に一回くらいかな。彼らの腹の減り具合によるし、子育て期だと有無を言わさず襲い掛かられることもある。幸いと、今日のところはそこまで気が立っていないようだ」

「……数に任せて襲っては来ないのですね」

「それをやって痛い目にあった経験があるからだよ。彼らは魔法使いを恐れているんだ。こっちの四人中三人が一年生なんてことは知る由よしもないしね」

　シェラの懸け念ねんを払ふつ拭しよくするミリガンの一言だが、その内容にオリバーはかえって背筋が冷たくなるのを覚えた。──四人中三人が一年生というのは、この場では異常なことなのだ。

「だが、ここから先はそうもいかない。──大物のお出ましだ」

　そう言ったミリガンが足を止める。彼女の視線の先で、これまで足場にしてきたのと同様の太い枝が何十本も絡からみ合あって合流し、すり鉢状の大きな「島」を形成していた。堆積した落ち葉が腐葉土になったのか、樹上でありながら、足元は分厚く土で覆われている。

　そして、その島の中央。倒木と変わらないサイズの枝で組み上げられた「巣」の中から、ズシリと地面を鳴らしてひとつの巨影が姿を現した。

「──ッ！」「……!?」「ほう」

「怯ひるまず睨にらみなさい。決して恐れを見せてはならないよ。──こいつが巨大樹の西の支配者だ」

　迫る巨体と真っ向から向き合ってミリガンが言う。──それは体格にして彼女らの軽く三倍から五倍、身の丈十五フィートを超えるサイズの猿だった。顔を除く全身が黒い体毛で覆われ、脚と胴体に対して腕がすらりと長い。二足歩行も可能な体に見えるが、今は足と両手を共に地に突いて近付いてくる。

　樹上を棲すみ家かとするタイプの魔猿はオリバーも何種か知っていたが、これほどのサイズは聞いたことがない。あるいは巨大樹に固有の種なのかもしれなかった。魔女が続けて口を開く。

「どうしたんだい西の、いつもの余裕がないよ。数人で通り抜けるくらいなら、君はほとんど気にしなかっただろう」

　穏やかに語りかけつつ、ミリガンは魔獣の全身をつぶさに検める。……そこかしこの毛が無残に抜け落ち、皮膚は抉えぐれ、その内側に赤黒い肉が覗のぞく。よく見れば傷のない場所のほうが少ないほどで、右手の指に至っては二本ばかり欠けていた。

「……手負いか。なるほど、オフィーリアの合成獣キメラとやり合ったんだね」

　一見して負傷までの経緯を見て取るミリガン。魔猿が牙を剝むき出だし、シィィ、と威嚇の声を上げた。オリバーの手が腰の杖じよう剣けんに伸びる。──今までの魔獣たちと違い、この相手は明らかに気が立っている。

「こちらに敵意はないんだけど、それが伝わる状態じゃなさそうだ。──仕方ないね」

　その印象はミリガンも同じで、必然、「なるべく刺激せず通り抜ける」方針は即座に見限られた。魔猿と対たい峙じしたまま、彼女は左目を隠す前髪をそっとかき上げる。そこに石蛇バジリスクの瞳が覗のぞいた瞬間、魔猿の総毛が一気に逆立った。

「この瞳めを見ても退かないなら交渉決裂だ。──構えなさい、三人とも」

　背後の三人へ向けて言いつつ、魔女は自分の杖じよう剣けんに手をかけた。一触即発のにらみ合いが続くが、一向に魔猿が引き下がる気配はない。もはや戦いは避けられないと見て、オリバーとシェラも腰に手をやるが──、

「待たれよ、ミリガン殿」

　静かな声が彼らの戦意を諌いさめた。そのまま魔猿のほうへ踏み出していく東方エイジアの少女に、ミリガンが目を丸くする。

「……ナナオ君？」

「抜くには早い。こちらはまだ、礼を尽くしてござらぬ」

　そう告げた直後、ナナオはおもむろに正座した。腰から外した刀を地面に置き、丸腰になって魔猿と向き合う。ぴんと伸びたその背筋を前に、後ろの三人は開いた口が塞がらない。

「友を助けに向かう旅の途上にござる。事は一刻を争う故、貴殿の領地を横切る無礼は先刻承知」

　同じ姿勢のまま、穏やかな声で語りかける。そんな彼女と数秒見つめ合った末、ふいに魔猿が前のめりにぐっと顔を寄せてきた。今にも嚙かじり付かんばかりの距離感で、ナナオに顔を寄せた魔獣はフンフンと鼻を鳴らす。

「ナナオ……！」「待て、シェラ！」

　見かねて杖じよう剣けんを抜こうとする縦巻き髪ロールヘアの少女を、とっさの判断でオリバーが制止した。──何かが違う。見るからに危うい光景だが、魔猿の放つ敵意は先よりもむしろ減っている。

「刃を振りかざして開く道は本意にござらん。──通しては、くださらぬか」

　一度たりとも目を逸そらさず、ナナオは率直に要求を言葉にした。ひとりの少女と一頭の魔獣の間に、そのまましばし静寂が流れ──やがて、一方がゆっくりと身をひるがえす。呆ぼう然ぜんと見守る三人の前で、魔猿は彼らに背を向けて巣の中へと戻っていった。

「……退いた……」

「──これは驚いた。今のはどういう手品だい、ナナオ君？」

　少女の顔を覗のぞき込こみ、ミリガンは嬉き々きとして種明かしを求める。刀を腰に帯び直して立ち上がり、ナナオはそれに答えた。

「カティの受け売りにござるが。獣寄りの魔法生物の多くは、相手の放つ『魔力』と『匂い』によって敵意の有無を測るそうなのでござる。それらは我らが無自覚に発しているもので、気持ちの在り方によって質も変わるのだとか。

　故に、そうした生き物に敵意のないことを伝えたい場合は、肩の力を抜いて穏やかな心で向き合うべし。相手が興奮している時ほど己は落ち着いて──と、カティは言ってござった」

　友人の名前を出して微笑ほほえむ少女。予想もしなかったやり方に、シェラが腕を組んで考え込む。

「……穏やかな心で向き合う、ですか。確かに理屈は分かりますが……あの魔獣が目前に迫った状態で、それを実践してのけるとは……」

「だが、理に適かなっている。あの魔獣は手負いで気が立っていたが、だからこそ余計な争いは避けたいとも思っていたはずだ。伝えるべきはこちらに敵意のないことだった。

　……驚かされるばかりだな。君にも、そしてカティにも」

　そう口にして、オリバーはふと、ガイに預けられた器化植物ツールプラントの種のことを思い出した。同時に実感する──この場には連れて来られなかったふたりにも、自分はこうして助けられている。全員の力を束ねてピートを助けに行くのだと。

「……剣花団、か」

　知らず、その名前が口を突いて出ていた。シェラが隣でふっと微笑ほほえみ、それを見たオリバーも苦笑する。……彼女もきっと、今まさに同じことを考えていたのだろう。

　引き続きナナオから話を聞いていたミリガンが、そこで大きくうなずいた。

「実に興味深い。何にしても、ひとつ戦いを避けられたのは僥ぎよう倖こうだね。

　さて、先を急ごう。ここさえ通り抜けてしまえば、あとは麓まで下りだ」

　そう言ってミリガンは道の先を指さす。彼女の先導に従って再び歩き始めた三人だったが、魔猿の巣を横切って間もなく、オリバーが上空の異変に気が付いた。

「──先輩。鳥竜たちが」

　今まで頭上にぴったりと張り付いていた鳥竜たちが、追跡を止めて別の方向に飛んでいく。四人がその光景を見上げると同時に、彼らの背後で大きな物音がした。

　全員が弾はじかれたように振り向けば、先ほどの魔猿が巣から飛び出している。とっさに身構える四人だが──当の魔獣はオリバーたちには脇目も振らず、そのまま彼らの横を駆け抜けていった。

「西のが走った。向こうで何かが起こったね」

　異変の気配を見て取ったミリガンが走り出す。三人も後に続くが、その直後、隣り合った枝の上からオリバーへ魔力波の符丁が届いた。

（お気を付けください。先に合成獣キメラがいます！）

　テレサからの警告にオリバーの顔がこわばる。さらに二十秒ほど走り抜けて道が下りに差し掛かった瞬間──果たして、その内容を裏付ける光景が彼らの視界に入った。

　彼らが進もうとしている道の先。「島」からほど近い枝の上で、二頭の魔獣が戦っている。一方は先ほどの魔猿。もう一方はさらに二回り大きい体たい軀くの、蟷螂かまきりと甲虫を足して巨大にしたような合成獣キメラだ。両腕は巨大な鎌、下半身には何対もの節足を蠢うごめかせ、胴体の複数箇所には剣山のように針が生えている。咆ほう哮こうを上げて襲い掛かる魔猿を、それは一歩も引かずに正面から迎え撃っていた。

「……合成獣キメラが、あの魔獣とやり合って……！」

「あの図ずう体たいで縄張りに踏み入れば、当然そうなるね」

　見つからないように起伏へ身を潜めながら、四人はそのまま二頭の戦いを観察した。体たい軀くの大きさからは予想できない俊敏さで攻め立てる魔猿だが、なぜか接近の度に体から血煙が噴き出す。鎌は食らっていないはずなのに、一体なぜ──そう訝いぶかったオリバーの目と耳が直後に解答を捉えた。魔猿の体に針が突き刺さっている。合成獣キメラの胴体部分にびっしりと生える針が、激しい噴出音と共に体表から射出されているのだ。

　近付くたびに針の迎撃を受け、相手の懐ふところに踏み込めないまま、魔猿の負傷はどんどん重なっていく。もとより万全とは程遠い状態だったことも影響したのだろう、戦いは長く続かなかった。血を失い過ぎた魔猿が膝から崩れ落ち、そこへ一切の容赦なく合成獣キメラの鎌が振り下ろされる。一撃のもとに首を断たれ、巨大樹の魔猿は為なす術すべなく絶命した。

「西のがやられたか。手負いだったし無理もないけど、これは困ったことになった」

　決着を目にしたミリガンがぽつりと呟つぶやく。続きを聞くまでもなくその意味が察せられて、オリバーはごくりと唾を吞のむ。

「先住者を倒したことで、あの合成獣キメラがここ一帯の縄張りを乗っ取った。私たちの向かう道に立ち塞がった形だ。迂う回かいして一旦回避できなくもないけど、その場合、より条件の悪い地形で襲われることを覚悟しなきゃならない。

　……さて、どうしようか？」

　後輩たちに向き直って確認するミリガン。その視線を前に、一瞬の目配せを経て、三人はまったく同時にうなずいてみせた。──どこかで戦うことになる可能性が高いなら、足場に乏しい枝の上よりも選ぶべきはここだ。今なら背後の「島」に敵を呼び寄せられる。

「またも無用の確認だったね。──いいだろう、やりたまえ。今回私はサポートに徹する。君たち三人であの合成獣キメラを倒すんだ」

　頷うなずいて一歩下がり、期待に目を輝かせながら、ミリガンは助言を続ける。

「とっくに見て取っていると思うけど、二層の手前で出会った奴やつとはタイプが違う。あいつは明確に殺傷用のデザインだ。強さも攻略法も前とはまったく異なるし、何より負ければ死ぬ。そのつもりで挑みたまえ」

　とうに分かっていたことだが、いざ言葉にされるとその事実はオリバーの胸に重く響いた。ともすれば竦すくみそうになる手足を奮い立たせて、少年はこれから相手取る魔獣を睨にらみ付つける。

「……まだこちらには気付いていませんわ。遠間から観察を続けますか？」

「……いや。体の構造はもう見て取ったし、魔獣との戦いも目にした。一刻を争う今の状況で、これ以上の情報収集は望めない」

　見切りを付け、オリバーは身をひるがえして島へと取って返す。……ただ足場が広いだけでなく、土まであるのは幸いだった。腐葉土の地面を見下ろして、彼はそう思う。

「戦うぞ、ふたりとも。──あの合成獣キメラを倒す」

　そう宣言して荷物から器化植物ツールプラントの種を取り出し、彼は島のあちこちにそれを撒まいていく。

「繁り伸び来たるプロゴロツシオ！」

　呪文をかけられた種が次々と芽吹き、一か所につき三本ずつ並んで生え伸びた木々が、それぞれの場所で短い壁を形成する。──自分たちにとっては身を隠す遮蔽物となる一方で、体の大きい合成獣キメラの身動きは多少なりとも制限される。即席の設しつらえだが、あるとないとでは大きな違いだ。

「……準備はいいな！」

　彼が振り向いて確認の声を飛ばすと、ナナオとシェラはそれぞれに力強くうなずいてみせた。すぐさまオリバーが杖じよう剣けんを掲げる。

「──瞬き爆ぜよフラルゴ！」

　頭上で閃せん光こうが炸さく裂れつし、それが戦いの始まりを告げる号砲となった。魔猿の遺骸を貪っていた合成獣キメラが反応して鎌首をもたげ、直後に「島」へ向けて一直線に走り出す。

「いざ参る！」

　その襲来を、抜刀したナナオが島の中央付近で迎え撃った。先制で振り下ろされる鎌の一撃。それを危なげなく回避する少女だったが、そこにオリバーが警告を飛ばす。

「針が来るぞ！」

　果たして彼の予測通り、回避直後のナナオを狙って魔獣の体表から針が射出された。高圧のガスで放たれていると見られるそれらは全長にして二十センチ余り。勢いからして魔法加工されたローブでも貫通を防げない。当たれば良くて重傷、悪ければ致命傷──。

「フゥッ……！」

　その脅威に、ナナオは近くの遮蔽物に身を隠すことで対処した。器化植物ツールプラントの壁に突き刺さって食い止められる針。見込み通りの効果にオリバーがよし、と呟つぶやく。ナナオなら刀で弾くことも出来たろうが──長丁場を見越した場合、こちらのほうが被弾のリスクが遥はるかに低い。

「それでいい！　勝負を急ぐな、ナナオ！」

「承知！」

　返答と同時に遮蔽物の陰から躍り出る少女。壁を狙って振り上げられた鎌が、それで標的をナナオに移して振るわれた。再び横っ飛びに躱かわす彼女だが、今度は針の追撃はない。体内のガスが再び充塡されるまでは発射できないのだ。魔猿との戦いから事前に見て取った通りだった。

「貫け風槍インペトウス！」「瞬き爆ぜよフラルゴ！」

　オリバーとシェラが同時に呪文攻撃を仕掛ける。素体となる魔獣の身体構造を踏まえて、急所が集中しているだろう上体部分へ。だが──ふたりの放った魔法は、共に合成獣キメラの体表を貫くことなく弾はじかれた。

「硬いですわね……！」「予想通りだ！　外骨格を剝がして神経節を狙う！」

　一節呪文が単体で効果を成さないことは予想済み。すかさず次の呪文を唱え始めるふたりに、合成獣キメラの視線がぎろりと向けられる。が──注意が他へ向いたその隙を、東方エイジアの少女は見逃さない。

「おみ足一本、頂き申す！」

　間髪入れずに敵の足元へ飛び込み、ナナオは目の前の節足を真一文字に薙なぎ払はらった。半ばから両断された合成獣キメラの一足がどさりと地面に倒れ込む。

「さすがですわ、ナナオ！」

「む──」

　だが、足一本を斬り落とされた程度で合成獣キメラの姿勢は崩れない。微動だにしない巨体から針の雨が降り注ぎ、ナナオは再び遮蔽物の陰に飛び込むことで間一髪それを回避する。オリバーの表情が厳しくなった。……今のは躱かわせたが、深く踏み込む分だけ被弾のリスクも上がる。それに何より──切断された節足の断面から、早くも新たな足が生え伸びつつある。

「やはり再生するか……。戦闘用のデザインだけあって再生力も高い」

「姿勢を崩せないのでは、足狙いはリスクにリターンが見合いません。今後は避けなさい、ナナオ」

「承知致した。……なるほど、これが試行錯誤でござるな」

　危険を冒せば成果が上がるとは限らない。それを実感として学び、東方エイジアの少女が刀を構えなおす。足を斬り飛ばされたことへの報復か、合成獣キメラの注意は未いまだにナナオへ向いたまま。オリバーとシェラはそこを狙った。

「火炎盛りてフランマ！」「氷雪猛りてフリグス！」

　火炎呪文と氷雪呪文。相手の動きを読んだ上で、同一箇所に向けて真逆の呪文を順番に放つ。焼け焦げた外骨格が一転して冷気に晒さらされ──その直後を突いて、ふたりは声を揃そろえる。

「「瞬き爆ぜよフラルゴ！」」

　今度はまったく同時に放たれた爆裂呪文。それらが先の呪文を受けた場所に着弾し、炸さく裂れつ音に交じって何かが割れる乾いた音が響き渡る。ふたりが固唾を吞のんで見上げれば──一部分が陶器のように砕けた外骨格と、その向こう側の黄色い体組織が目に飛び込んできた。

「砕けましたわ！　外骨格に対して、温度差による脆ぜい弱じやく化は有効です！」

「再生される前に呪文を叩たたき込こめ！　雷光疾りてトニトウルス！」

　すぐさま追撃に打って出るオリバーとシェラ。が、三度同じ場所を狙ったふたりの呪文に、合成獣キメラは鋭く体を振る動きでもって対応した。外骨格が健在な部分に当たって呪文が弾はじかれ、同時に薙なぎ払はらわれる鎌の一撃。直撃すれば体を両断しかねないそれを、ふたりは堅実に後ろへ跳んで躱かわす。

「破損部を庇かばってくるか……！」

「けれど、装甲の再生は足ほど早くありません！　破損箇所を増やせばいけますわよ！」

　結果を前向きに受け止め、シェラが再び呪文を唱え始める。オリバーも迷わず彼女に息を合わせた。







　一方その頃。「島」に隣り合った枝の上に身を置いて、ミリガンは彼らの奮戦を眺めていた。

「……うん、うん。いいね──とてもいい」

　三人が忙せわしなく動き回る姿を見ながら、魔女は嬉うれしげに呟つぶやく。初見の合成獣キメラを相手取った後輩たちの戦いぶりは、彼女の期待を大きく上回っていた。

「ナナオ君が攻撃を引っ張ってくれるおかげで、オリバー君とシェラ君の試行回数が格段に増える。相手の外観から、ダメージを与えるためにまず外骨格を剝がす必要があると判断したのも正解だ。リスクとリターンを差し引きして、早々に足狙いから手を引く潔いさぎよさもいい」

　笑みが深まる。──かつて自分とやり合った時に比べて、東方エイジアの少女はさらに鋭く、少年はさらに上手うまくなっている。縦巻き髪ロールヘアの少女もそこに加わって見劣りしない。まだまだ不慣れな部分は多いが、それも見ている間にどんどん改善されていく。

「たった一回の見本でここまで戦えるなんて、君たちの対応力には舌を巻くばかりだよ。ただ──分かっているかな。初見の相手との戦いでは、勝ち筋が見えてきた時がいちばん危ないと」







　戦闘を続けること十分余り。オリバーが事前に設置した器化植物ツールプラントが軒並み破壊されつくした頃、彼らと合成獣キメラとの戦いも終盤を迎えつつあった。

「しぶといですわね！　もう十発以上、内部に届いているはずですのに……！」

「いや、確実に効いてはいる！　飛んでくる針もめっきり減った、決め手の段階だ！」

　相手の「弾切れ」を見て取った少年が決断する。──体内で生成している以上、針の備蓄は決して無限というわけではない。ここまでの戦いで大量に使わせたことに加えて、魔猿との戦闘でも相当に消費しているはずだ。

　外骨格の破損箇所はすでに十か所を越え、内部に受けた呪文のダメージから次第に動きも鈍りつつある。決着を狙うべき頃合いだ──少年はそう確信し、ふたりの少女へ指示を飛ばす。

「俺が正面を引き受ける！　ふたりは両側面から先行しろ！」

「承りました！」「承知──！」

　ナナオと入れ替わりで敵の正面に立つオリバー。手負いの獣となって猛たけり狂くるう合成獣キメラに、ふたりの少女が両サイドから一斉に攻め立てる。

「瞬き爆ぜよフラルゴ！」「はぁぁぁぁッ！」

　耳を聾ろうするシェラの爆裂呪文に加えて、ここに来て再び足を狙ったナナオの攻撃。針の備蓄が尽きた合成獣キメラに反撃の選択肢はなく、両腕の鎌でもって左右の敵を薙なぎ払はらう。ふたりは危なげなくそれを躱かわし──同時に、オリバーがまっすぐ懐ふところへ飛び込んだ。

「──繁り伸び来たるプロゴロツシオ」

　左手で左右に種を撒まき、ぼそりと呪文を唱える。が、すぐには何も起こらない。直後、彼の存在に気付いた合成獣キメラが真上から首を振り下ろしてきた。そう──針が尽き、両腕を左右に回した以上、真下の獲物には牙でもって対処するしかない。

　地面へ叩たたきつけるような勢いで振り下ろされる鎌首。それをギリギリまで引きつけた上で、オリバーは足の裏で墓石蹴りグレイブステツプを発動。紙一重の差で後ろ跳びに嚙かみつきを回避し、

「──ＳＨＡＡッ!?」

　同時に、左右の地面から生え伸びた器化植物ツールプラントが合成獣キメラの首を押さえ込む。遅延発動デイレイによる詠唱から間を置いての発動。振り下ろした首の戻しを木に阻はばまれ、オリバーの眼前に晒さらされる無防備な上体。最初の時点から少年は当たりを付けていた。この合成獣キメラの素体となる魔獣、その生命中枢に当たる基幹神経節の位置は──、

「──ここだ！」

　地面と頭部の間に身を滑り込ませ、オリバーは目の前にある敵の急所を睨にらみ付つける。こうなれば決着は間近だ。彼は即座に右手の杖じよう剣けんを構え直し、

「──ッ！」

　瞬間。刃を突き立てようとしたまさにその場所から、嘲あざ笑わらうように針の群れが顔を出した。







　もはや耳慣れた射出音。ただそれだけで、ミリガンが状況を悟るにはじゅうぶんだった。

「──ああ。惜しいね、やはり食らってしまったかい」

　ため息をついて杖じよう剣けんを抜き、傍観を打ち切って枝から飛び降りる。──ここまでの健闘が素晴らしかっただけに、彼女には残念でならない。後輩たちが最後の一手を仕損じたことが。

「けど無理もない、仕掛けが悪辣に過ぎる。昔からそうさ。弱点を見抜かれることまで考えて、オフィーリアは合成獣キメラをデザインする。

　即死だけは避けていてくれよ、オリバー君。今すぐに助けに──」

　だが。戦いに割って入るつもりで駆けつけたミリガンの足が、合成獣キメラまで十ヤードの距離を残してぴたりと止まる。そこで目にした光景が、人の右目もろとも、前髪の奥に隠れた蛇眼までも見開かせた。

「──はは。噓うそだろう？」







「──読んでいたぞ、それも」
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　オリバーは言ってのけた。左手に構えた外骨格の破片を盾にして、最後の不意打ちを凌しのぎ切りながら。

　この展開を見越して、少年は戦いの最中に用意したそれを──ナナオが斬り飛ばした節足から杖剣で切り取った外骨格を懐に忍ばせていた。……本体から切り離された魔獣の体組織は速やかに劣化するが、まだ新鮮なうちは領域魔法で強度を蘇らせることが出来る。小さな盾ひとつで全ての針を防ぎきれる確証はなかったが、少なくとも急所への被弾だけは防げると踏んだのだ。

「ＳＨＹＡＡＡＡＡッ！」

　自らの終わりを悟ったように合成獣キメラが絶叫した。──最後の罠わなを搔かい潜くぐられた今、もはや抵抗の術は断たれている。

「──氷雪猛りてフリグス！」

　杖じよう剣けんを鍔つば元まで突き刺すと同時に、オリバーは満を持して決着の呪文を口にした。外骨格を貫通した切っ先から冷気が体内へと襲い掛かり、魔獣の生命活動を司つかさどる部分を数秒のうちに凍り付かせる。合成獣キメラの目からふっと光が失うせ──オリバーが飛とび退のいた瞬間、その巨体が力なく崩れ落ちた。

「……やりました、の？」

　決着の光景を前に、構えた杖じよう剣けんを下ろさないままシェラが問いかける。ぴくりとも動かない亡なき骸がらを数秒見下ろし、念押しの呪文を同じ場所に撃ち込んだところで、オリバーははっきりとうなずいてみせた。

「ああ、やった。──基幹神経節を凍結し、破壊した。こいつはもう完全に死んでいる」

　そう口にすると同時に緊張が解けて、どっと全身が重くなるのをオリバーは感じた。そんな彼のもとに、こちらは変わらず元気いっぱいのナナオが一直線に駆けてくる。

「お見事にござる、オリバー！」「君こそな、ナナオ」

　面と向かったところで、互いに右腕を掲げてがつんと交差させる。やり遂げたという実感が、それでようやくオリバーの中にも湧いてきた。

「シェラ、君もさすが──わっ!?」「ぬぉっ!?」

　もうひとりの仲間を称たたえようと向き直ったオリバーとナナオが、そこで思わぬ衝撃を受ける。見れば──彼らのもとに駆けてきた縦巻き髪ロールヘアの少女が、感極まったようにふたりの体を両腕で抱きしめていた。

「……勝ちました……倒しましたわ……！　あたくしたち三人で、あの恐ろしい合成獣キメラを……！」

　歓喜に震える声がシェラの口を突いて出る。達成感のまま身を寄せ合う三人のもとに、やがて両手を打ち鳴らしながらミリガンがやって来た。

「初勝利おめでとう。いやはや──初戦でこの結果とはね。開いた口が塞がらないよ」

「……ミリガン先輩……」

「正直なところ、外骨格を剝がして消耗させるところまで出来れば、今回は及第点だと思っていたんだ。ナナオ君がリスクを無視した特攻に走るか、シェラ君がやむなくエルフ体に変身するか──どちらの場合でも、そこで私が助けに入るつもりだった。

　ところがどうだい。終わってみれば、手を貸すタイミングなんて最後までなかった。私のやる気はすっかり行き場をなくしてしまったよ」

　残念そうな言葉とは裏腹に、その口元はどうしようもなく緩んでいる。自分が手ほどきした後輩たちが予想を超えた成果を上げた──世話を焼く先輩の立場からは、単純にそれが嬉うれしいのだった。

「さぁ、先へ進もうか。──君たちの冒険は、どうやらまだ終わってくれないようだ」

　大きく成長した後輩たちを促して、ミリガンは再び先頭を歩き出す。新たに得た自信を胸に、三人もまたその後に続いた。
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「……おい、見ろよ」「ああ。あれが噂うわさの……」

　畏怖と嫉妬、好奇と嫌けん悪お。キンバリーに入学したオフィーリアには、周囲の生徒たちから、それらの感情が入り混じった視線が常に向けられた。

「吸い込まれそうになるな、この匂い……」「おい、うかつに近付くなよ。かどわかされるぞ」

「誰の子でも産むって本当？」「そりゃ余裕でしょ。魔獣に抱かれるくらいだもん」

　この頃にはまだ、本人に聞こえるところで陰口を叩たたく命知らずもいた。耳みみ障ざわりではあったが、彼女はそれを雑音として聞き流し、代わりに周囲をひたすらに侮蔑した。血筋も精神もどうしようもなく貧弱な連中ほど、ああやって群れて無駄口を叩たたくのだと。

「あ、あの。Ｍｓミズ．サルヴァドーリ……」

「──なに？」

　たまに話しかけてくる者があっても、その侮蔑が命ずるままに彼女は受け答えた。結果、最初にひと睨にらみしたところで、ほとんどの相手が逃げ去った。入学から実に半年間──彼女はそうして、カルロス以外の誰ともまともに会話することなく過ごしたのだ。







「……友達出来ないわねぇ、リア」

「……うるさい」

　一年先に入学していたカルロスは、そんなオフィーリアに時間が許す限り寄り添って過ごし、この日も空き教室での昼食を共にしていた。大勢の生徒が集まる食堂は彼女がもっとも嫌う場所なので、食事にはこうした人目につかない場所を選ぶことになる。

「サルヴァドーリの家名が人を遠ざけるのは分かるけど、それにしたってアナタは壁を作りすぎよ。もっとフレンドリーに人を受け入れてみなさい？　そうすれば構ってくる物好きは必ずいるものなんだから」

「友達なんていらない。男ならいくらでも寄せられるし、それでいいでしょ」

　そう言って、少女はチーズを挟んだマフィンをもそもそとかじる。入学前に抱いていたわずかな期待もこの半年ですっかり吹っ飛び、彼女はすっかり他人との交流に対して腰が引けてしまっていた。カルロスが困ったようにかぶりを振る。

「アナタがいいって言ってもアタシが良くないわ。友達に囲まれて笑ってるリアが見たいの。最初に会った時からずっと、それがアタシの夢なのよ」

「気持ち悪い夢を勝手に見ないでよ……。とにかく、私は知らない。友達なんて作らない」

　食べかけのマフィンをバスケットに放り投げて、少女は相手からぷいと顔をそむけた。その拗すねた横顔を前に、カルロスはじっと考え込む。

「……分かったわ。でも、アタシの友達ならどう？　紹介するくらいはいいでしょ？」

「好きにすれば。無視するけど」

　顔を向けないまま、少女は冷たく言い捨てる。が、それを聞いたカルロスが笑みを浮かべた。言げん質ちは取ったとばかりに回れ右して教室を出ていき、オフィーリアがぽかんとしている間にもうひとりの生徒を連れて戻ってくる。

「さ、連れて来たわよ。──アル、この子がオフィーリア。自己紹介してちょうだい」

「ああ」

　カルロスに促されて、ひとりの少年がオフィーリアの前に進み出た。長身に兼ね備えた広い肩幅、くせ毛ではないのに見るからに硬そうな黒髪、相手を嫌というほどまっすぐ見据える黒い瞳。無言の迫力に押されて、椅子に座った姿勢のままオフィーリアは少しのけ反った。

「二年のアルヴィン＝ゴッドフレイだ。初めまして、オフィーリア君。姓で呼ばれるのは嫌いだというから、不ぶ躾しつけだがこう呼ばせてもらう」

　生真面目に名乗りを上げて、ゴッドフレイと名乗った少年は存外に優しげな微笑ほほえみを浮かべた。すかさず握手を求めて彼が差し出した右手を、オフィーリアは珍獣の生態をそうするようにまじまじと見つめる。

「…………」

「カルロスから君の話はよく聞いている。たった一年だがこれでも先輩だ、学校生活に馴な染じむのが難しいようなら何でも相談して……ん？」

　淀よどみなく流れていた言葉がふいに止まった。数秒の沈黙を経て、少年はおもむろに回れ右して白はく杖じようを抜き、

「──股座貫くドロール！」

　オフィーリアに背を向けた態勢で、自分の股間へ向けて激痛呪文を放った。少女の眼前で、長身が膝から盛大に崩れ落ちる。

「……く……はぁ……！」

「……は？　……え!?　ちょ、ちょっと、何やってるの!?」

　起こった出来事が何ひとつ理解できず、オフィーリアは半ばパニックになって椅子から立ち上がった。うつぶせに倒れていたゴッドフレイが、歯を食いしばって震える手を床に突き、額にびっしりと汗の玉を浮かべながら身を起こす。

「……申し訳ない。後輩の君に対して、俺の中であるまじき感情が湧きかけた。股間を蹴り上げる痛みで打ち消したので、どうか許して欲しい」

　その内容を聞いて、少女は開いた口が塞がらなくなった。──馬鹿じゃないのか、この男は。許して欲しいも何も、最初から誰もそんなことは求めていない。

　よろよろと立ち上がって深呼吸を重ね、少しずつ自罰のダメージから復帰していくゴッドフレイ。呆ぼう然ぜんと立ち尽くすオフィーリアに、そこでカルロスが耳打ちする。

「……ね？　見たことないタイプでしょ？」

「…………」

　確かに、と少女は素直に思った。他の全てはさておき、その点だけは疑いようがない。頼まれもしないのに激痛呪文で自滅する馬鹿など、おそらく魔法界全体を見回しても他にはいまい。

　最後に大きく息を吐き、それから少女に向き直ったゴッドフレイが、何もなかったかのように取り澄ました顔で再び手を差し出す。

「思ったよりも強烈なんだな、惹香パフユームというやつは。──しかし、こんなものは気合でどうとでもなる。よろしく頼もう、オフィーリア君」

　フンと鼻を鳴らして胸をそびやかす少年の、むしろ望むところだと言わんばかりの表情。それを無防備に直視してしまった瞬間、実に生まれて初めて、彼女は「噴き出す」という失態を演じたのだった。







　最初の一回で、これは規格外の馬鹿だと思った。だが、彼女のその認識は間違っていた。むしろそこから先だったのだ──アルヴィン＝ゴッドフレイが天文学単位の馬鹿だと分かるのは。

「おはよう、オフィーリア君。よければ朝食を一緒に……股座貫くドロール！」

「こんばんは、オフィーリア君。図書館の使い方はもう覚えて……股座貫くドロール！」

「オフィーリア君、見たまえ！　こんなところに妖精が巣を張って……股座貫くドロールッ！」

　面識を持ってからというもの、校内で彼女に会った時、ゴッドフレイは必ずそれをやった。他人の目がある時でもお構いなく、もちろん膝から崩れ落ちるところまでセットで。

　自分の惹香パフユームが喚起した劣情を抑え込む、そのための処置だとはオフィーリアにも分かったが、どう考えてもやり方と執念が常軌を逸していた。……身み悶もだえるほど痛い目に遭うと知っていて、それでも二日に一度は必ず会いに来る。あんまり懲りないので、そういう性癖の持ち主なのではないかという疑いすら抱いた。

　やる度に周囲が騒然として無用の注目を集めるので、もちろんオフィーリアにすれば迷惑この上ない。だが、それでも止める気になれなかったのは──この馬鹿はいつまでやる気なんだろうと。その馬鹿具合の天井を確かめたかったからかもしれない。

「こんにちは、オフィーリア君。ここで昼食かな？」

「……あ、はい……」

　そうして、最初の出会いからおよそ二か月後。この時の場所は校庭の片隅のベンチだった。三十回を超える顔合わせを経て、今回もまずアレが来るかと少女が身構えたところ。

「……ふふふふふ……」

「……？」

　予想に反して、隣に腰かけたゴッドフレイが不気味に笑い始めた。訝いぶかしむ少女の目の前で、彼は両こぶしをぐっと握りしめる。

「……克服したぞ。俺の本能が、ついに股間を蹴り上げられる痛みに屈服した！」

　達成を叫ぶ男の姿にオフィーリアの目が丸くなる。なんということだろう──馬鹿はついにやってのけた。

　男が試みたのは、ひたすらに条件反射の刷り込みである。オフィーリアに会って性的興奮を呼び起こされる度に、彼は激痛呪文でもってその劣情を戒めた。彼女に欲情すると凄すさまじく痛い目に遭う──肉体がその因果を覚え込むまで、延々と同じことを続けたのだ。

「これでより親身になって君の相談に乗れる。何なりと話してくれ、オフィーリア君。目の前にいる俺は、もはや君に会うたびに下腹部を押さえて悶もん絶ぜつしていた男ではない。その段階はすでに超えた！　ここにいるのは新たなるアルヴィン＝ゴッドフレイだ！」

「あ、あの……」

　握られた手を上下にぶんぶん振られる間も、オフィーリアは圧倒されたようにされるがままになっている。数秒後、それに気付いたゴッドフレイが慌てて手を離した。

「すまない、嬉うれしすぎていささか興奮した。……改めて、昼食を共にしてもいいだろうか？　嫌ならもちろん断ってくれて構わないが」

　と、いつもと同じ調子で許可を求める。あくまで生真面目なその姿を前に、オフィーリアはぐっと息を吞み──やがて、その口からぽつりと疑問がこぼれる。

「……なんで……」

「ん？」

「……なんで、そんなに頑張ったんですか？　もっと楽な方法、いくらでもあるのに」

　少女ははっきりと尋ねた。そうだ──何よりも馬鹿だと思うのは、相手の努力に意味がないことだった。

　同じ結果を合理的に求めるなら、もっと簡単に魔法薬や呪文による抵抗レジストを試みる手がある。そもそも欲情したところで素知らぬ顔で通せば済む話だし──もし惹香パフユームに劣情を刺激されること自体が嫌なら、それこそ最初から彼女に近付かなければいい。どの角度から考えても、男は無駄に痛い目に遭う道を自ら選んでいる。彼女にはそうとしか思えない。

　彼女の疑問に、男は腕を組んでふむ、と鼻を鳴らす。

「……そうだな、君が言いたいことは分かる。俺としても自分がベストの方法を選んだとは思っていない。なにせこの二か月、君に会いに行こうと思うたびに体が震えたほどだ。友人が同じことをしていれば間違いなく止める」

　そこは自覚があったのかと意外に思う少女。その目の前で、ゴッドフレイがすっと厳かな表情になった。

「だが、比較にもならんだろう。たった二か月ばかりの俺の苦しみと、その体質を生まれ持った君の苦悩とでは」

「……っ……！」

　少女の胸を衝撃が貫いた。──惹香パフユームを嫌がって彼女を避ける者は多い。一方で、カルロス以外では初めてだったのだ。そうした体質を生まれ持った彼女の苦悩を汲んでくれた相手は。

「だから、これでいい。──君の隣に胸を張って座れるようになるまでには、このくらいの苦労があっていいんだ」

　そう言って穏やかに微笑ほほえむゴッドフレイ。長い沈黙があって、オフィーリアが再び口を開く。

「……じゃあ、何がしたいんですか？　そんな面倒な女の隣に座って」

　と、意地悪な問いを投げてみる。途端に相手がきょとんとした顔になった。

「面倒？　君が？　──ははは、何を馬鹿な！」

　膝を打って笑い出すゴッドフレイ。訝いぶかしむオフィーリアに、彼は笑いを堪えて向き直る。

「いいかいオフィーリア君。本当に面倒な奴やつというのはな、そんな殊勝なことはこれっぽっちも思わない。ただ笑いながらこっちの命タマを狙って来るんだ。去年の後半はそんなのに三回ほど絡からまれた。うち二回は死にかけて本当に大変だったぞ──ああ、いま思い出しても腹立たしい！」

　話している途中で、今度はいきなり怒りを露あらわにする。去年の後半に何があったのか少女が気にしていると、ゴッドフレイは感情を収めて彼女に視線を戻した。

「よそよそしいと思ったらそんなことを気にしていたのか。まぁ、確かに君には情けない姿を繰り返し見せてしまったが──それはみんな俺がやりたくてやったことだ。君が気にする謂いわれは何もない。

　改めて訊きくが、昼食を一緒しても構わないか？」

　再度の確認に、しばらく躊躇ためらった末、少女はこくりとうなずきで返す。ゴッドフレイはにっかりと笑い、ベンチに置いてあったバスケットを膝に載せる。

「では話をしよう。授業はどうだ？　魔法生物学の教師はひどいだろう？」

　そうして他愛もない雑談が始まる。……懲りない馬鹿が隣にいる、ただそれだけのはずなのに。その日の昼休みはなぜか、オフィーリアにとってひどく短く感じられた。
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　暗い檻おりの中で脱出方法を模索するピートだったが、ほどなく至った結論は、自分の力ではどう足あ搔がいてもそれが無理だということだった。杖も道具もない丸腰の状態で、上級生の監禁から逃れられる道理がない。

　それを悟った以上、次に取るべき行動も自ずと決まってくる。

「……おい。起きろ、おい……！」

　同じ檻おりの中に監禁されている生徒たちを、彼は片っ端から揺さぶって回った。協力者がいれば道が開けるかもしれない、そのわずかな希望に賭けて。……しかし、どれだけ起こそうとしても、生徒たちは一向に目覚めない。太ふと腿ももの裏をつねろうが頰を叩たたこうが無反応だった。

　十人目もそうして空振りに終わった。絶望しそうになる心を必死に励まして、今度こそと十一人目の頰を思いきりつねって引っ張り──その瞬間、ついに状況が動いた。

「……む……？」

「あ……目が覚めたか!?　いいぞ、眠るな、眠るなよ……！」

　初めて反応らしい反応を見せた生徒に、藁わらにも縋すがる思いでピートは声をかける。それが功を奏したのか、ぼんやりと虚こ空くうを彷徨さまよっていた視線が徐々に焦点を結び、仰向けの生徒の瞳がピートの顔を見上げた。

「……お前は、オリバーと一緒にいた雑魚ざこか。……ここは……」

　相手からその言葉が出たところで、ピートははっとする。──暗さに加えて無我夢中で気付かなかったが、この相手は一年生最強決定戦でオリバーと戦った男、ジョセフ＝オルブライトだ。迷宮で蜂の群れをけしかけられた記憶はまだ新しく、ピートの中に不安が湧いた。

　上体を起こして周囲を確認すると、オルブライトの顔が一気に険しくなる。

「……サルヴァドーリの工房か。糞くそ、よりにもよって……！」

　ピートの前で状況を把握した途端、最初の行動として、彼は自分の全身を検め始める。

「杖じよう剣けんも白はく杖じようも、当然取り上げられているな……。他に手持ちは──ぐっ！」

「だ、大丈夫か!?」

　急に動きを止めて頭を押さえるオルブライトに、ピートが慌てて顔を寄せる。本人の片手がそれを制した。

「騒ぐな、問題ない。……大きく呼吸をすると、大気に満ちる惹香パフユームにやられる。毒や魅了チヤームへの耐性は人並み外れてある方なのだがな……」

　息遣いを整えながら説明するオルブライト。と、その目が訝いぶかしげにピートへ向けられた。

「……雑魚ざこ。お前は、なぜ動ける？」

「え……？」

「自覚がないのか。……眠りこけている他の連中を見ろ。ここではこれが普通だ。男である限りは惹香パフユームに抗あらがえず、俺でさえお前にきっかけを与えられなければ目覚めることはなかった。だというのに、お前はこの瘴しよう気きの中で普通に動き回っている。常識では考えがたいことだ」

　指摘されたピートが困惑した。ずっと妙な匂いがするとは彼も思っていたが、それで眠り込んでしまうようなことはない。周りの生徒たちの姿が自然な結果だというなら、なぜ自分だけがそれを免まぬがれているのか──その原因を考えたところで、彼はハッと思いつく。

「……あ……」

　無意識に自分の体を手で探る。果たして予想通りの結果がそこにあって、ピートは硬直した。一部始終をじっと眺めていたオルブライトが、やがて見透かしたように目を細める。

「──なるほど、読めた。お前、男ではないな？」

　指摘された少年は大いに動揺した。……が、ひとしきり焦あせった後、そもそも秘密にこだわっていられるような状況でもないことに気付く。躊躇ためらった末、彼は思いきって自分の体質を相手に明かした。説明を聞いたオルブライトが鼻を鳴らす。

「ふん、両極往来者リバーシか。雑魚ざこには似合わん体質を持っている。──だが、得心がいったぞ。サルヴァドーリの合成獣キメラはお前を男だと思い込んで攫さらったのだ。一方、当のお前はここに連れて来られて眠らされている間に女性体に切り替わり、同性には効果の薄い魅了チヤームを破って覚醒した。事の経緯はそんなところだろう」

「じょ、状況が分かったなら、脱出に手を貸してくれ！　ここから出る方法は──んぐっ!?」

　焦あせってまくしたてるピートの口が、掌てのひらでがっしりと塞がれる。

「喚わめくな。お前は自分の立場が分かっていない。──見つかれば殺されるぞ」

「……っ！」

「ここにお前がいるのは、サルヴァドーリにとって想定外のトラブルだ。俺たちはオスとして利用されるために連れて来られたのだからな」

　相手の口を押さえたまま、オルブライトは淡々と説明する。頭から冷水を浴びせられた気持ちで、ピートはそれに否いや応おうなく耳を傾ける。

「この後先考えないやり口からして、おそらくサルヴァドーリの精神状態はとっくにまともではない。両極往来者リバーシの希少性への興味、まして後輩への手心など期待できると思うな。──あれを見れば分かるだろう」

　そこでやっと口から手を離し、オルブライトは肉の格こう子しの向こう側へと視線をやった。ピートが同じ方向に顔を向け、先ほど確認して戦慄した光景を改めて目にする。──服を剝がれて壁に磔はりつけにされ、体のあちこちに肉のパイプを繫つながれた生徒たち。その顔ぶれの中には、先だって迷宮でナナオらと熱戦を演じた少年の姿がある。

「……Ｍｒミスター．ウィロック……」

「お前とは反対に、半人じん狼ろうの生命力の強さは搾り取る上でうってつけだ。俺たちは全員ああなるために連れて来られた。使い捨ての消耗品としてな」

　事実をそのままにオルブライトは告げた。ごくりと唾を吞のんでピートが沈黙する。

「理解できたようだな、それでいい。──今の状況は、開き直れば逆手に取ることも出来る。この瘴しよう気きの中で自由に動き回れるお前という存在は、誰ひとり予想しなかった鬼札だ」

　現状についての認識を共有した上で、オルブライトは状況の打開に向けて話を展開し始める。期待を込めて目を向けたピートの前で、彼はおもむろに自分の脇腹へ指先を突き刺した。少年がぎょっとする。

「な、何を……！」「黙って見ていろ！」

　指先でぐりぐりと体内を探り、彼はやがてそこから小さな球を引きずり出す。透明なガラス玉の中に何かを封入したように見えるそれが、色違いも含めて数えて四つ、血のしずくをまとってオルブライトの手の上に並ぶ。

「杖つえを取り上げられた時のための備えだ。ふたつは炸さく裂れつ球──魔力を注げば小規模だが強力な爆発が起こせる。牢ろうを破るのに使うならこれだ。ひとつは煙幕球、噴き出した煙が視界を悪化させて脱出の隙を作り出す。最後のひとつが救難球。けたたましい音と魔力を発して、近い場所にいる仲間に助けを求める」

　啞あ然ぜんとしたまま説明を聞くピートの鼻先に、オルブライトがずいと手を突き出した。

「全てお前に預ける。このザマでは、俺が持っていても無駄だ」

「……あ……」

　反射的に伸ばした両手に八つの球が渡された。体内に保管されていた名残の熱さがピートの手に伝わる。とてつもない責任を預けられた気分で立ち尽くす少年に、オルブライトはなおも厳しく言葉を続ける。

「チャンスを待て。サルヴァドーリが工房を空け、なるべく遠くに離れたタイミングを狙って行動を起こす。……まず間違いなく、同じ階層に上級生の救援が来ているはずだ。こちらの位置さえ伝えられれば、状況はそれで逆転する」

　唯一にして最大の希望がそれ。ひとまずの方針を共有したところで、オルブライトはふと思い出したようにピートへ問いかける。

「命を預ける雑魚ざこの名前ぐらいは聞いておこう。お前は？」

「……ピート＝レストン、だ」

　硬い声で少年が答える。それを聞いたオルブライトがふんと鼻を鳴らした。

「ピートだな。──この窮地を抜け出せたなら、その名前も憶おぼえてやろう」







　木々をなぎ倒し、ズシン、と自重で地面を揺らしながら森を進んでいく合成獣キメラの巨体。その進路からやや離れた場所の木陰に、息を潜めるふたりの生徒がいた。

「……やっと通り過ぎたよ。こっわぁ」

　もうひとりよりも背の高い、上級生と見える女生徒がそんな声を漏らす。と、彼女の隣に伏せていた少女が立ち上がって歩き出した。森の中をずんずん進んでいくその背中を、年長の女生徒が慌てて追いかける。

「ちょっと、もっと気を付けて進んでって……！　見つかったら本気でヤバいんだからね！」

「時間がないんです！　早くフェイを助けなきゃ……！」

　焦あせりに駆られた声でそう口にするのは、先だっての一年生最強決定戦でシェラと鎬しのぎを削った少女──ステイシー＝コーンウォリスだ。オリバーたちがピートを攫さらわれたのと同様に、彼女もまた相棒である半人狼の少年フェイ＝ウィロックを合成獣キメラに攫さらわれている。

　彼女に追いついたところで、年長の生徒が盛大にため息をついた。

「それはもう知ってるって……。あーもう、連れてきて失敗した。いつも生意気なアンタが、珍しく頭を下げてわたしに頼みごとなんてするもんだから」

　そう愚痴る彼女もまた、目の前の少女と出自を同じくする。リネット＝コーンウォリス──妹ステイシーより三つ年上のコーンウォリス家の娘だ。

　危険を顧みず先を急ぐ妹の姿がどうにも気に障さわって、リネットは唇を尖とがらせる。

「……ずいぶんご執心だけどさ。あんたの飼い犬、そんなに必死になるほど大切？　行き倒れてたところをたまたま拾っただけの半人狼いぬころじゃない。替えなんていくらでも──」

　弾はじかれたように振り向いたステイシーの瞳が射殺さんばかりに彼女を睨にらむ。リネットは降参を示すように両手を上げた。

「……利きかないんだね。はいはい、分かりました。わたしが悪かったです」

　それを聞くと、一言も発さないままステイシーは再び前を向いて歩き始める。そこで会話を打ち切る手もあるというのに、リネットはなおも懲りずに妹へ話しかける。

「わっかんないなぁ。コーンウォリスウチの名前を出せば、男なんていくらでも寄ってくるのに。それにさ、どんなに可愛かわいがってても、どうせあいつの子供を産むわけにはいかないでしょ？　お父様に嫌われてたところで、それでもあんたはコーンウォリスの期待の星だもん」

「…………」

「それとも、いっそ家を捨てる？　コーンウォリスを見限ってマクファーレンの子になる？　あんたはそのためにセオドールおじさまにすり寄ってるんだもんね。……ま、せいぜい頑張ればいいんじゃない？　いくら小生意気なあんたでも、本家のミシェーラ様を蹴落として成り変われるとは思わないけど──」

　完全に怒らせるつもりでの挑発だったが、その目もく論ろ見みに反して妹は何の言葉も返さない。リネットは舌打ちした。

「無視はやめなさいよ、無視は。……はー。昔っから、あんたとはどうしてこう会話が成立しないのかなぁ。家でもたまに話しかけてたのに、ぜんぜん乗ってくれないし」

　ぼやきながら彼女の中で思い出されるのは、もうずいぶん昔、ミシェーラ＝マクファーレンが自分の家を訪れた時のこと。その頃から才気の塊のようだった本家の少女に、妹が花冠を作って贈っている光景だった。

　受け取る側は心から嬉うれしげに、送る側は照れ交じりに。……その時のふたりの様子は、自分と妹が向き合う時よりも、よっぽど仲の良いい姉妹のようで。

「……作ってくれてもいいじゃない。わたしにも」

「……？」

　ぽつりとこぼれた言葉を耳が拾って、ステイシーが訝いぶかしげに姉を振り向く。その視線から逃げるように目を逸そらし、リネットは肩をすくめた。

「なんでもない、さっさと行くよ。急ぐんでしょ」







　同じ頃。二層を先行するオリバーたち四人の行程は、ひと足先に同階層の終盤に差し掛かっていた。

「──さて。いよいよ二層も締めくくりだ」

　先頭を行くミリガンがそう口にする。彼女らはすでに森の中を抜け、だんだんと草木の丈が低くなっていく茂みの中を進んでいた。ふと足元に剝むき出だしの土が見えて、シェラが訝いぶかしげに眉根を寄せる。

「……何か、ずいぶん緑が減ってきましたわね。生き物の気配もしませんし」

「ああ、土がなくなったわけでもないのに妙だ。──ミリガン先輩、これは？」

　同じ違和感を覚えたオリバーが問いかける。それと同時にミリガンも足を止めた。

「説明してもいいんだけど──ここの場合、百聞は一見に如しかず、かな」

　魔女がそう口にした次の瞬間、四人の足の裏でかすかに地面が揺れる。怪け訝げんに思って足元を見下ろしたオリバーの眼前で、剝むき出しの土を突き破って白骨の腕が突き出した。

「──な──!?」

　驚いて飛び退すさる少年。だが、異変はそこからが本番だった。

　彼らの視界に映る広範囲の地面、そのありとあらゆる場所から青白い白骨の手足が突き出してくる。土をかき分けて身を起こすのは、剣や槍やりを手に古めかしい戦装束に身を包んだ白骨の兵士たち。数にしてざっと数千──突如として出現した膨大な死者の群れにシェラが瞠どう目もくする。

「骨の使い魔スパルトイ……!?　なんて数ですの！」

「壮観だろう？　まぁ、ひとまず安心したまえ。彼らはこちらの陣営だ」

　状況とは裏腹に落ち着いた声で、とっさには意味を摑つかみかねることをミリガンは言う。困惑するオリバーたちの前で、魔女は地面に呪文を撃ち込んで小高い足場を造り、その上に乗って群れなす死者たちの向こう側を見渡した。

「そら、向こうも並び始めたよ。双方の布陣をよく見ておきなさい」

　促された三人がひとまずミリガンに倣ならう。呪文で形成した足場に乗って高い位置から遠くを見渡すと、目の前の死者たちから距離を置いたところに、これまた別の骨の兵士の集団が立ち上がっているのが見えた。ふたつの集団の兵士はそれぞれ意匠を異にする戦装束に身を包み、互いにまっすぐ向かい合う形で整然と並んでいく。

「武器を手に戦列を組んでござる。──合戦にござるな、これは」

「正しい理解だ、ナナオ君。ここが二層最後の関門──人呼んで『冥府の合戦場』さ」

　楽しげにそう明かして、ミリガンはおもむろに三人へ向き直った。

「簡単にルールを説明しよう。この場には多数の骨の使い魔スパルトイから構成されるふたつの軍勢がいて、君たちはその一方の兵士として戦う。目的は自軍を勝利に導くこと。より具体的には──敵将を討ち果たした時点で勝ち。自軍の将が討たれた時点で負けだ」

　言われたオリバーが息を吞のんだ。──この見渡す限りの死者たちの戦争に、これから自分たちも身を投じるのか。彼のそんな戦慄をよそに、ミリガンは平然と解説を続ける。

「敵軍に隠れて見えなくなってしまったけど、これに勝つことが出来れば三層への扉が開く。ただし注意点として、箒ほうきに乗るのはルール違反。その時点で負けになってしまうから気を付けたまえ。一度負けると三時間は次の合戦が始められない。

　ちなみに、君たちの陣営は何もせず放っておけば必ず負けるようになっている。その結果を君たち自身の力で覆くつがえすのがこのゲームの趣旨ということだ。よく考えて頑張りたまえ」

　それで話は済んだとばかりに、魔女は立ち尽くす後輩たちの横を通り過ぎていく。三人がとっさに目でその背中を追う中、彼女は二十ヤードほど離れた位置で観戦の構えを取った。

「悪いけど、私は手伝えないんだ。今年度の初めにもう済ませてしまったものでね。一度勝つと丸一年ここを素通り出来るようになって、代わりにその間ゲームには参加できない」

　オリバーの顔がこわばった。それはつまり、一年生三人の力でこの関門を突破しなければならないということ。

「敗色が濃厚になったら助けに入ろう。その時は君たちもルールを無視して逃げて来なさい。ああ、もちろん敵兵に殺される前にね」

　さらりと魔女が付け加えた瞬間、広い空間に、低い笛の音が重く鳴り響く。

「角笛が鳴ったか。──あと五分で始まる。作戦会議なら今のうちだよ」

　そう助言したきりミリガンは口を閉ざす。一秒も無駄に出来ないことを知った三人が即座に顔を見合わせる。

「これが戦争を模したゲームなら、勘所はチェスと同じでしょう。まずは双方の戦力コマを確認するところからですわ！」

「同感だ。両軍の布陣を、周辺の地形も含めて確認しよう！」

　うなずき合って行動に移る三人。それぞれ異なる位置から戦場を観察し、その後で再び合流する。

「──平原の会戦にござるな。地形に特筆すべき点はなし。互いの兵力はほぼ同等でござるが、隊列の両脇に配した騎兵の頭数はあちらのほうが多いと見え申す」

「代わりに、こちらの前衛には別の種類の兵がいますが……」

「サイズと骨格から見て魔獣の一種、剣角犀ソードライノだ。あれで敵の前衛を蹴散らして、隊列が崩れたところを後続の歩兵が一気に攻め立てる……素人しろうとの分析だが、狙いはそんなところだろうか」

　自信が持てないまま口にするオリバー。魔法戦闘を交えない合戦となると完全に専門外で、この見立てが正しいかどうかも分からない。もちろんシェラにしても同様だ。

「馬は確かにこちらのほうが少ないようだが、普通人の戦争に詳しくない俺には、それが決定的な不利なのかどうか分からない。……ミリガン先輩は『放っておけば必ず負ける』と言っていた。ナナオ、君は何が敗因になると思う？」

「むむむ……」

　唯一まともな見解を期待できるのが、同様の合戦の経験者である東方エイジアの少女だ。固唾を吞のんで見守るふたりの前で、彼女はたっぷり十秒ほど腕を組んで考え込み、

「……うむ、さっぱり分からぬでござるな！　拙者に将を務めた経験はなき故！」

　最終的に、晴れ晴れとした顔でそう言ってのけた。がっくり肩を落とすオリバーの隣で、シェラが早々に気を取り直す。

「軍師の真似まね事ごとをする必要はありません。あたくしたちの狙いはシンプルですわ。──いかにして敵将を討つか、考えるべきはそれに尽きます」

　それを聞いてオリバーも気を取り直した。そう、場の雰囲気に吞のまれてはいけない。自分たちはあくまで魔法使いなのだから。

「……見たところ、将の周りの連中が手ごわい。おそらく近衛ガーズだろう。武装からして他の兵とは物が違うし、放っている魔力も段違いだ。うかつに斬り込めば返り討ちに遭いかねない」

「両軍がぶつかり合い、乱戦になったタイミングを狙うしかありませんわね。──呪文の間合いまで接近できれば、あたくしが一撃で仕留めてみせますわ」

　自信をもって言い切る縦巻き髪ロールヘアの少女。他のふたりもそれにうなずき、そこで再び角笛が鳴り響く。

「時間切れか。……シェラの方針でいこう。前衛の戦闘に巻き込まれないように注意し、距離を保ちながら敵将を狙い撃つ好機を探す。ナナオもそれでいいな？」

　オリバーの確認にうなずく東方エイジアの少女。時を同じくして、彼らの陣営の最前列に並ぶ剣角犀ソードライノの骨が突進を開始した。

「始まったか……！」

　骨と化してなお重い体で地面を踏みしめ、土煙を巻き上げて駆けていく魔獣たち。その突撃によって機先を制する狙いはオリバーの見立て通り。だが──続く展開で、彼の予想は早くも裏切られた。

　三人がじっと見つめる中、剣角犀ソードライノの襲撃に晒さらされるはずだった敵側の部隊が素早く隊列を動かし、魔獣の進路上に隙間を空ける。剣角犀ソードライノたちは吸い込まれるようにそこへ入っていき──果たして数秒後、その勢いのまま隊列の後方から飛び出してきた。ひとりの兵も倒すことなく。

「……なんてこと！　魔獣が素通りさせられましたわ！」

「突撃に備えてござったな。この兵さばき──さては名のある将の采配か」

　シェラが驚きに目を見開く一方で、ナナオは目にした用兵の妙に感心している。残るオリバーの心境は縦巻き髪ロールヘアの少女とほぼ同じだったが──その一方で、奇妙な違和感が頭に引っかかるのを彼は感じた。

「──……？」

　その感覚の正体が摑つかめずに戸惑っているうちに、今度は両軍の騎兵隊がぶつかり合う。馬の数で劣る自軍が不利なことはオリバーにも分かっていたが、実際の結果は予想よりもなお呆気あつけなかった。最初の激突で押し負けるや、それでもう戦意を失ったように、彼らの陣営の騎兵は敵に背を向けて敗走を始めたのだ。

「騎兵も押し負けた……！　まずいぞ、目に見えて劣勢だ！」

「見てばかりもいられませんわね！　援護しますわよ──瞬き爆ぜよフラルゴ！」

　剣角犀ソードライノの突進が無力化され、両翼の騎兵も敗れた今、もはや頼めるのは主力である歩兵のみ。槍やりと盾を手にした両軍の兵士たちが正面からぶつかり合ったところに、その頭上に放物線を描く軌道でシェラとオリバーは援護の呪文を撃ち込んだ。敵部隊の内部に着弾した爆裂呪文が骨の兵士を数人吹き飛ばす。だが──そうして生じた穴は後続の兵によって即座に埋められ、全体の勢いには何ら影響を与えない。

「……駄目だ！　この規模の戦いだと、呪文で多少援護したくらいで大勢は変えられない！」

「拙者が前衛に加わることも出来申すが──」

「お止めなさい、ナナオ！　それをさせるくらいなら今回は逃げます！」

　ごく自然に白兵戦へ加わろうとする東方エイジアの少女だが、ふたりの手がその肩を摑つかんで止める。が──彼らが打つ手を決めあぐねていると、その眼前でまたしても戦況が動いた。前列の兵士たちは敵軍の勢いに蹴散らされたが、その位置に後列の歩兵が入れ替わったところで、敵の前進がぴたりと止まったのだ。

「──待て。様子が変わったぞ」

「前列の兵は突破され申したが、最後尾の隊が粘ってござるな。あらかじめ手て練だれをそこに固めてあったようでござる」

　ナナオの言う通り、新たに前へ出て戦い始めた歩兵たちが善戦していた。がしりと構えた円盾で行く手を遮り、これ以上は一歩も進ませぬとばかりに敵の隊列を押し返す。その光景を見たシェラが鋭く声を上げた。

「押し返していますわ！　まだ勝負は決まっていません！」

「…………」

　一方で、その光景を前に、オリバーは先ほど感じた違和感がさらに強まっていくのを感じる。漠然とした印象に過ぎなかったそれが、彼の中で少しずつ像を結んでいき──やがてそれはひとつの答えになった。

「……ディアーマの戦いだ」

　ぽつりと口にする少年。それを耳にしたふたりが同時に彼を振り向いた。

「……オリバー。いま何と？」

「ディアーマの戦い。紀元前三世紀にふたつの大国の間で行われた古代の会戦だ。長きに渡った帝国ルモアと港国クルトガの戦争、その勝敗の分け目になった戦い……そうピートが話していたのを憶おぼえている」

　記憶を手繰りながらオリバーは語る。……すぐに思い出せなかったのは、それが直接の記憶ではなかったから。自分で見聞きしたものでなく、日常の会話に交えて、いつか眼鏡の少年が話していた内容だったからだ。

「その二国の名前は知っています。どちらも連合ユニオンの成立以前に滅んだ大国ですわね」

「ああ。魔法使いはこの手の戦史には疎うといが、普通人の間では人気があるらしい」

　うなずきつつ、その詳細をオリバーは思い出す。魔法使いの絶対数が今より少なかった古代──国同士の戦争では、しばしば普通人の兵士の運用がその趨すう勢せいを決めた。とりわけディアーマの戦いでは、互いに因縁の深いふたりの名将がぶつかったという。

「その戦いの推移と、いま目の前で行われている戦いの流れは完全に一致する。偶然でないとすれば──これは再現なんじゃないか？」

　そう口にして目を閉ざし、オリバーは記憶を探ることに集中する。珍しい饒じよう舌ぜつさで語るピートの声が、まざまざと耳に蘇よみがえる。

　──先立つ戦いで騎兵による包囲戦術に痛い目を見せられた帝国の将は、同じ結果を避けるために、港国クルトガに与くみしていた騎兵の部族を自軍へ引き抜いたんだ。それを知った港国の将は代わりに剣角犀ソードライノを前衛に置くけど、帝国の将はそれを踏まえて兵を器用に動かして、隊列に隙間を開けて剣角犀ソードライノの突進を素通りさせた。一度加速してしまった剣角犀ソードライノの方向転換は難しい。調教の不足もあって、それ以降はほとんどの個体が戦線に復帰できなかった──

　ナナオとシェラにも伝わるように、思い出した端から内容を口にする。ふたりの少女も無言で耳を傾ける。

　──けど、港国の将もやられっ放しじゃない。数で勝る敵騎兵との正面衝突を避けて、彼はあえて自軍の騎兵を最初に退ひかせていたのさ。最大の脅威である敵騎兵を戦場の外側へ引き付けるために──

「やはり、あれは策でござったか」

　ナナオが納得した面持ちでうなずく。余りにも呆気あつけなく敗走したと見えた自軍の騎兵の動きは、敵騎兵を主戦場から引き離すための策略だったのだ。彼女らと理解を共有しつつ、オリバーがその先を続ける。

「結果として、戦いは残された歩兵同士のぶつかり合いになった。出鼻を挫くじかれた港国の側だが、後列に配置されていた手て練だれの兵士たちの粘りによって戦況を押し返す。結果、戦線は横一列に長く伸びて──それが今の状態だ」

　そこで一旦言葉を切るオリバー。話の内容を吞のみ込こんだシェラが口を開く。

「あたくしたちの陣営が港国クルトガ、敵側が帝国ルモアですのね。では──この後は？」

　肝心なのはそこだった。彼女の問いを受けて、オリバーはさらに記憶を手繰り寄せる。

「……こちらはあと一歩のところまで帝国ルモアの歩兵を追い詰める。だが、その間ま際ぎわで港国クルトガの騎兵を倒した帝国ルモアの騎兵がこの場へ取って返し、港国クルトガの歩兵たちの背後を突く。ひとたまりもなく戦列は決壊し──それで決着だ」

　記憶の再生はそこで終わった。全ての内容を踏まえた上で、オリバーはそれを自分たちの現状に繫つなげる。

「つまり、結論はこうだ。──これから戻ってくる敵騎兵を止められなければ、歴史通りに俺たちは負ける」

　導き出された解答は極めてシンプルだった。三人が同時に背後を振り向き、その視線が主戦場から離れた位置の騎兵隊の現状を捉える。自軍の騎兵たちは、数で勝る敵を引き付けるという命令を忠実に果たしながら、今まさにその敵の追撃を受けて滅ぼされようとしている。

「──覆くつがえす方法は」

「すぐには思いつかない。ナナオ、君はどうだ!?」

「さて。わずか三人で騎馬隊の突撃を止める方法となると──まさしく魔法にござるな」

　自らの戦場経験を踏まえて率直に答えるナナオ。現状が軍師でも匙さじを投げる類のそれだと悟りながら、その現実に抗あらがうように、オリバーはぐっとこぶしを握りしめる。

「ああ。だが、俺たちは魔法使いだ。だから──きっと手はある」

　決然と言ってのける少年。勝ちを捨てないその意思に、ふたりの少女も即座に同調した。

「……入学式の日に用いた雄お叫たけび。あれはどうでござるか？」

「三人では出力が足りない。仮に足りたとしても、あれは生き物の生存本能に訴えかける術だ。死霊アンデツドに効くとは思えない」

「あたくしの二節呪文でも、敵全体は到底止められませんわね。……直接の迎撃はどう足あ搔がいても無理です。足止め出来れば良いのなら、地形に手を加える方向では？」

「同感だが、防壁呪文で造った壁では強度が足りない。じゅうぶんな長さの防壁を構築するだけの時間もない」

　半はん端ぱな強度の壁では打ち砕かれる、長さが足りなければ迂う回かいされる。どちらか一方でも短時間では厳しい課題だというのに、今はその両方を満たさなければならない。思索に使える時間は残りわずか。彼らの見つめる先で、生き残りの騎兵たちが秒刻みに減っていく。

「『平地で対するは愚か、騎馬とは森で戦え』。──ここで助けになるかどうかは分からぬが、父はそう言ってござったな」

　ナナオがぽつりと口にした言葉。それを聞いた瞬間、オリバーの思考がひとつの着想を得る。

「森──そうか、木か！」

　同時に彼が手を伸ばしたのは鞄かばんの中、今なお大量の器化植物ツールプラントの種が詰まった巾着袋。同じものをひとつ預けてある縦巻き髪ロールヘアの少女に目を向けると、彼女も即座にその意図を理解し、自分の鞄かばんの口を開けた。

「シェラ、分かるな!?」

「ええ！　遅延発動デイレイでタイミングを合わせましょう！」

「きっかり百秒後だ！　ナナオ、君はそこで待機していろ！」

　東方エイジアの少女へ言い置くと同時に、オリバーとシェラは左右それぞれに向かって弾はじかれたように走り出す。続けて巾着袋の中からつまんだ種を足元の土に放り、杖じよう剣けんを構え、その場所へ向かって呪文を唱えた。

「「生え伸びよプロゴロツシオ！」」

　走り、種を撒まき、呪文を唱える。正反対の方向に五十ヤードほども走り続ける間、彼らはひたすらその作業を繰り返した。合間にちらりと目を向ければ──自軍の騎兵はすでに壊滅し、敵の騎兵隊が縦列を組んで駆け戻ってくる。距離から判断して、残された時間は十秒そこそこ。

「間に合え！　──生え伸びよプロゴロツシオ！」

　オリバーが最後の呪文を唱え、同時にシェラも反対側で作業を終える。──瞬間、彼らが走り抜けた直線上で一斉に木が生え伸びた。孤を描いて成長した幹の先端が地面に突き刺さり、それらが一定間隔で連結して、実に百ヤードに及ぶ即席の柵が一瞬にして立ち上がる。

　突撃の進路上に忽こつ然ぜんと現れた障害物に、敵の騎兵たちは何の反応もできない。馬の勢いを緩める暇すらなく列の先頭が器化植物ツールプラントの柵に激突──無数の骨片となってばらばらに砕け散る。その骨に足を取られて後続の騎兵も同じ命運を辿たどった。その結果を目にしたシェラが快かい哉さいを叫ぶ。

「間一髪……！　成功ですわ、オリバー！」

　たまらず少年もこぶしを突き上げた。──またしてもガイのおかげだ。器化植物ツールプラントの優れた点は、その利便性と並んで使用の際の魔力消費の少なさにある。撒まかれた種は土壌の栄養を吸収して成長するため、使用者は発芽のきっかけとなる魔力を呪文で少量与えてやるだけでいい。肥沃な土の存在が前提だが、それさえ満たせば防壁呪文よりも遥はるかに強固な柵を造ることができる。

　ここの地面は一見して荒れ果てて見えるが、それは骨の兵士たちが頻繁に土中から蘇よみがえって一帯を踏み荒らすせいで、土そのものが瘦せているわけではない。ここまで見てきた第二層の特性から判断しても、潜在的な地力はじゅうぶんだと推し量れる。それに加えて、先だっての合成獣キメラとの戦いでも活躍したガイの器化植物ツールプラントの信頼性。以上の要素を踏まえて考えれば、決して無謀な博打ばくちではなかった。

「よし……！　行くぞナナオ！　また騎兵が戻ってくるまでに敵将を──」

　窮地を凌しのぎきり、続けて反撃に移るべくオリバーが身をひるがえす。が──その視線の先。先ほど別れたばかりの場所に、東方エイジアの少女の姿はすでになかった。







　背後を突くはずだった騎兵が足止めされたことで、骨の兵士たちの戦いは歴史上のそれとは違った展望を見せていた。もとより純粋な歩兵の戦力では手て練だれを揃そろえた港国クルトガの側が勝っている。結果、敵の攻勢を押し返すために、帝国ルモアの側は将の近衛ガーズまで戦線に投入せざるを得なくなっていた。

　──？

　そんな中、死者の一軍を率いる将が、何かを感じたようにはたと足を止めて周囲を見回した。……もはや戦術を云うん々ぬんする余地のない乱戦である。戦列はあちこちで綻び、いつ将のもとまで敵兵が雪崩なだれ込こんできてもおかしくない。そんな状況の中で、将は油断なく自らの手に握った剣を意識し、

「──御み首しるし、頂戴致す」

　そこに響き渡る凜りんとした声。護衛の兵士が胴体から両断されて崩れ落ち、守りに空いた風穴から刀を手にした少女が飛び出す。その襲撃に剣をもって応じることは、将には適かなわない。

　刎はねられた頭蓋骨が地面に落ち、着地した少女の後を追ってその足元に転がる。目玉のない虚うつろな眼がん窩かが少女の背中を見つめ──その瞬間にふと、彼女に語りかける声がある。

　──見事。まだ肉のある時に出会いたかったぞ、小さき勇者よ。

　ナナオがその賛辞を受け取った瞬間、戦場の全域で、全ての骨の兵士が一斉に崩れ落ちた。がらがらと音を立てて降り積もる白骨の山。正しい姿に返った死者たちを前に、シェラがぽかんと杖じよう剣けんを下ろす。

「……お、終わった……のですか？」

　少年もまた、その決着を前に声もないまま立ち尽くす。刀を鞘さやに納めたナナオが、そこで小走りに彼のもとへやって来た。

「すまぬオリバー。つい今しがた、敵の護まもりに隙が見えた故」

「…………」

　開口一番に詫わびる少女。しばらくその顔を見つめた後、無言のまま、オリバーは両手で相手のほっぺたをつねる。

「うひぃ」

「……好機を見抜いた君の判断を疑う気はない。それでも──斬り込むのは、俺たちと合流してからでも遅くなかった」

　無抵抗で頰の肉を伸ばされるナナオに向けて、少年は訥とつ々とつと言って聞かせる。やがて頰から手を離し、今度は彼女の両肩を摑つかんだ。痛いほどの力と思おもい遣やりでもって。

「頼む、ナナオ、ひとりで危険に飛び込むな。……君が無事でいることのほうが、ずっとずっと大事なんだ。勝つことの何千倍も、何万倍も──」

「──オリバー」

　その全てを受け止めるように、ナナオはじっと少年の顔を見つめていた。離れた場所にいたシェラがそこへ駆けつけると、同じタイミングでミリガンが拍手と共にやって来る。

「二層突破おめでとう。一年生のうちに、それも初見の三人でここを突破した生徒は決して多くない。本当に大したものだよ、君たちは」

　少女の肩から手を下ろし、オリバーはナナオと共に魔女へ向き直った。と、シェラが白骨の山に目を向けつつ口を開く。

「……結局、何だったんですの？　あの骨の使い魔スパルトイたちは……」

「さあ、何なんだろうね？　死霊術ネクロマンシーは私の専門じゃないし何とも言えない。彼らの正体も、ここで延々と古戦場を再現し続ける理由もさっぱりだ。リヴァーモア先輩辺りなら少しは分かるのかもしれないけど」

　あっさり答えるミリガン。が、一拍置いて、その口元にどこか不気味な笑みを浮かべる。

「その上で空想を膨らませるなら──案外、本人だったりしてね。あの将たちは」

　それを聞いた瞬間、オリバーの背筋にぞっと寒気が走った。……肉体はとうに朽ちて白骨と化し、それでもなお宿敵との決着を求め、同じ死者の軍団を率いて永遠に戦い続ける古いにしえの名将たち。その想像の通りなら──きっと、この先も果てしなく。

「さすがに疲れただろう。この先に比較的安全な野営場所がある。ここまで結構な強行軍で来たことだし、長めの休みを取ろうじゃないか」

　ミリガンがそう言って歩き出した途端、オリバーの全身にどっと疲れが押し寄せる。そうして勝利の余韻もそこそこに、彼らは休息を求めて魔女の後に続いた。







　二層と三層の間に位置する洞窟の中で、迷宮に潜り始めて以来の大きな休憩を取ることになった。キャンプの中心に火を焚たき、お湯を沸かして茶を淹いれる。二層を歩く間にミリガンが採取した果物なども食卓に並んだが、ここまでの疲れもあってか、会話はさほど多くなかった。

「──ふたりとも、あっという間に眠ってしまったね。寝顔はあどけないものだ」

　隣で寝息を立てるナナオとシェラを眺めて、魔女が微笑ほほえましげに呟つぶやく。一方──焚たき火びを挟んだ対面で、オリバーだけが眠りに就けずに取り残されていた。

　無言で火を見つめる少年に、ミリガンが穏やかに声をかける。

「君も休みなさい、オリバー君。まっすぐ通り抜けて来ればよかった二層までと違って、三層ではオフィーリアの工房を探して全体を歩き回らなくちゃならない。いま眠っておかないと体がもたないよ」

「……はい。ですが、もう少しだけ火を見てから」

　そう答えて、オリバーはじっと火を見つめ続けた。……すぐにも寝るべきだと分かっているが、裏腹に目は冴さえてしまっている。死線を潜くぐり抜ぬけた直後の体が休息を受け入れないのだ。

「気が高ぶるかい。無理もない。どれ、ハーブティーをもう一杯淹いれてあげよう」

「……すみません」

　オリバーはうつむき、気を遣わせていることを詫わびた。手持ちのハーブから鎮静作用のブレンドを作り、茶葉の上にお湯を注ぎながら、ミリガンはぽつりと口を開く。

「──ところで。ひとつ、尋ねてもいいかい？」

「……なんですか？　改まって」

「素朴な疑問だよ。キンバリーに来てから出会ったなら、君たちの誰もピート君とは長い付き合いじゃないはずだ。そうだよね？」

　確認されて、オリバーがこくりとうなずく。ポットの中で開いていく茶葉を見つめながら、ミリガンは静かに言葉を続ける。

「今さらだけど、なぜここまでするのかな、と思ってね。……あからさまに見捨てないまでも、ゴッドフレイ統括たちに全てを委ねることだって出来たはずだ。それで駄目だったのならそこまでの話、誰も君たちを責めはしないだろう」

「…………」

「両極往来者リバーシという体質は確かに希少だけど、それひとつで命を懸ける理由になるとまでは思わない。君たちがこうまでピート君の救出に必死になるのは、一体どうしてなのかな？」

　問いを受けて、オリバーの口元に苦笑が浮かんだ。──つい先日、あのロッシにも似たようなことを言われたばかりだ。

「……入学式での一件は、憶えていますよね。もちろん」

「それはね。私が頭をいじったトロールが暴れた事件は、さすがに忘れようがない」

「俺たち六人の縁は、あれが始まりです。マルコに踏み潰されそうになったカティを、その場に居合わせた五人で助けたことが」

「ふむ」

「あの中で唯一、ピートだけが普通人家庭の出身でした。初心者向けの魔法指南書を小脇に抱えて、雰囲気に圧し潰されないように精いっぱい気を張ってた。……誰よりも余裕がなかったはずなんです。魔法使いになって間もない身で、よりにもよって入学したのがキンバリーなんですから」

　語りながら、オリバーはその時の記憶をつぶさに思い返す。……そう、来てくれるとは思っていなかった。その理由も彼にはなかったはずなのだ。あの時のピートにとって、自分たちは初対面のうるさい連中に過ぎなかったのだから。

「なのに、ピートは逃げなかった。……マルコが暴れ出したあの時、いちばん怖かったはずなのに。他の新入生たちのように逃げても誰も責めはしないのに、彼は踏み止まって俺たちと一緒に戦いました」

　それはきっと、素朴な善意だったのだろう。何の打算もなく、ただ目の前で危険な目に遭っている相手を放っておけないという気持ち。多くの魔法使いが真っ先に擦り切れさせてしまうもの。

「俺は、それが嬉うれしかったんです。きっと、他の四人も。……キンバリーという魔境で初日に出会った友人が、そういう人間であってくれたことが」

　率直な気持ちを吐露して、オリバーはじっと火を見つめる。ミリガンが腕を組んで唸うなった。

「だから君たちも逃げない、というわけかい。……それはまた、なんとも麗うるわしい」

「呆あきれますか」

「いや？　ただ、純粋に珍しいと思ったのさ。それはどちらかと言えば『外』の理屈だからね。キンバリーここで聞く分にはほとんどおとぎ話だ。

　でも、私は嫌いじゃない。いささか耳がくすぐったくはあるけれど」

　笑み混じりにそう言って、ミリガンは焚たき火びの上のポットに手を伸ばした。話している間に、もう茶葉は完全に開いている。

「珍しい話というのなら。……実のところ、私は君にいちばん驚いている」

「……？」

　ふいに話の流れが変わった。困惑する少年を前に、ミリガンは再び語り始める。

「シェラ君とナナオ君については、まぁ辛かろうじて納得がいくのさ。生まれ持ったものも育った環境も、つまるところ何もかも規格外なのだろうと。片やエルフの血を引くマクファーレンの令嬢、片や極東の島国からやって来たサムライだからね。矛盾した言い方になるけど、予想を越えてくることが予想通りだ。

　だが、君はどうだい？　あいにく育った環境については何も分からない。けれど──」

　湯気の立つ紅色の液体をカップに注ぎつつ、魔女は上目使いにオリバーを見つめる。

「──少なくとも。生まれ持ったものについては、あのふたりとは比べるべくもなく凡庸だ。魔力量に魔法出力、君のそれらは一年生の平均レベルでしかなく、際きわ立だった得意分野があるようにも思えない。大成は望めない器用貧乏タイプ──おそらく、十人に訊きけば十人がそう答えるだろう」

「…………」

「しかし現に、君はあのふたりと肩を並べて戦っている。ここまでの活躍ぶりだって彼女たちに少しも劣らない。まだ一年生時点ということを含めて考えても──いやはや、実に不可解な話じゃないかい？」

　お茶のカップを差し出されて、少年は無言のままそれを受け取る。その沈黙を咎とがめることはせず、ミリガンは淡々と言葉を続ける。

「人並み外れて才ある者が、各おの々おのにとって最高の環境で心身を鍛えて今に至る。──それがシェラ君とナナオ君の現状だ。である以上、才に恵まれなかった者が同年代で同じ領域に立つことはない。有り得ない、と言ってもいい。

　分かるかな。いま君がここにいるという事実。それ自体が何かの魔法としか思えないのさ」

　応答に代えて、オリバーがお茶を一口啜すすった。返る言葉のないことは分かった上で、魔女はなおも語る。

「才が不足している分だけ必死に努力した──そんな答えに意味はないよ。それではまるで足りない。優れた師に恵まれ、これまでの人生を全て修練だけに費やしたとしても、それだけで今の君には到底なれない。少なくとも私の知っているやり方では絶対に」

　そうして、再び少年をじっと見据える。人の眼めと、前髪の隙間から覗のぞく石蛇の瞳もろともに。

「──きっと、あるんだろうね。君の過去には、この眼めが可愛かわいく思えるほどの何かが」

　視線の圧力に抗あらがうようにオリバーが相手をにらみ返す。それを受け流すように、ミリガンが笑って両手を上げた。

「詮索をする気はないよ。魔法使いなんてワケありなのが当然だからね。ただ、先輩としてはどうしても気になってしまうのさ。

　君は、どこか危うい。カティ君やナナオ君とはまた違った方向で」

　一転して後輩への心配が滲にじむ言葉に、オリバーは意表を突かれて目を伏せた。……この先輩は未いまだに、どこまでが親切心でどこからがそれ以外なのかを測り兼ねる。そのくせ面倒見がよく包容力もあるのが困り者だった。過度に頼って隙を見せるわけにはいかない。

「すまない、喋しやべりすぎたね。……そろそろ眠れそうかい？」

「……横になれば、おそらく」

　自分に言い聞かせるように少年は言った。そろそろ体を休めなければ本格的に明日以降へ差さし障さわる。そう考えて残りのお茶をぐっと飲み干す彼の様子に、ミリガンがふと思案げになる。

「ふむ……。どうしても目が冴さえるなら、緊張をほぐしてあげてもいいけど」

　そう口にして、魔女は腰かけていた岩からすっと立ち上がる。歩いてオリバーの背後に回り込み、その肩に手を回しながら、訝いぶかしむ彼の耳元でそっと囁ささやく。

「……嫌いかな？　えっちなことは」

「────ッ」

　間髪入れずに腕を振り払い、オリバーは立ち上がった。飲み終えたお茶のカップを荒々しく岩の上に置き、そのまま焚たき火びを挟んだ反対側まで早足に歩いていって、一言も発さないまま魔女に背を向けて地面に横たわる。まさに全力の拒否である。払いのけられた手に残る痛みに、ミリガンが苦笑を浮かべる。

「おっと、この手の冗談は鬼門だったかな。許したまえ、気に入った相手をとりあえず誘惑したくなるのは魔法使いの本能だ。

　──おやすみ、オリバー君。よい夢を」

　変わらず柔らかい声で魔女が言う。その存在を意識から追い出すように、少年は意地でも眠ってやろうと固く目を閉じた。










　一度まともに交流をもってしまうと、その先はもうなし崩しだった。

「……あの……」

「おお、オフィーリア君！　よく来た、さぁ座りなさい！」

　久しぶりに訪れる夕食時の「友ゆう誼ぎの間」。周囲の生徒たちから不愉快な視線が集まるが、今までと違い、今日は彼女を迎え入れるテーブルがある。無駄によく響くゴッドフレイの声に促されて、彼女はそこにちょこんと加わった。

「紹介しよう、彼らが俺の仲間だ。ちょっと気難しいのもいるが、なぁに、一皮むけばどいつも気のいい連中さ」

　ゴッドフレイとカルロス以外に、テーブルにはふたりの生徒がいた。一方は小柄で華きや奢しやな一年生男子、もう一方は鋭い雰囲気を身にまとったドレッドヘアーの二年生女子だ。男子のほうは連合ユニオンの出身と見えるが、女生徒のほうは黒い肌と顔つきから異なる大陸にルーツがあることが窺うかがえた。キンバリーここでは東方エイジアと並んで珍しい出自だ。

「……不本意な縁を結んでしまったことは認める。が、断じて仲間になった覚えはないぞ」

「仲間にした覚えもないですしねー」

　紹介の内容と食い違うことを口にして、ふたりは互いに激しく睨にらみ合あう。予想外に剣けん吞のんな雰囲気にオフィーリアが肩を縮め、それを見たゴッドフレイは仲裁の声を上げた。

「こら、彼女が怖がるだろう。喧けん嘩かは後にして、きちんと順番に自己紹介をするんだ」

　彼にそう言われたところで、ふたりは不承不承といった感じに睨にらみ合あいを切り上げ、初対面の少女に向けてそれぞれ自己紹介を始めた。

「二年のレセディ＝イングウェだ。呼びたければ好きに呼べ」

「ティム＝リントン、一年。別に憶えなくてもいいけど」

　素っ気なく名乗る両名。オフィーリアもこわごわと名乗り返すが、サルヴァドーリの家名を出しても特に反応がないのが意外だった。ゴッドフレイが満足げにうなずく。

「この面めん子つで校内の自警団のようなことをしていてな。まだ二年生の身で出しゃばった真似まねだという自覚はあるが、この学校はどうにも物騒すぎる。無用のトラブルに巻き込まれたり、あるいは巻き込まれそうな生徒を力の及ぶ範囲で助けながら、適切な自衛の方法を広めていきたい。そういう主旨で活動しているんだ」

「……人を、助ける……」

　耳慣れない言葉を聞いたオフィーリアが口の中でそれを反はん芻すうする。そんな反応には慣れっこらしく、青年は苦笑気味に肩をすくめた。

「ここだと変わり者扱いなのは否定しない。だがまぁ、こんな趣味も世の中にはあるということだ。もちろん君の力にもなるし──もしよければ、力を貸してくれるとなお嬉うれしい」

　と、まっすぐ彼女を見つめて本題を切り出す。そこにカルロスが言葉を添えた。

「……と言いつつ、今のところほぼ全敗なのよね、後輩の勧誘。たまに興味をもってくれるコも、中に入るとすぐにやめちゃうし」

「はいはーい！　僕が残ってますよ、カルロス先輩！」

　元気よく手を上げるティム。それを聞いたカルロスが難しい顔になる。

「嬉うれしいわ。でも困ったことに、新入りがやめていく原因の六割はアナタなのよねぇ」

「ウチは精鋭主義ですからね！　半はん端ぱな覚悟のやつは仲間に要りません！」

「立派な考えだと思うわ。──で、本音は？」

「ゴッドフレイ先輩に可愛かわいがられるのは僕だけでじゅうぶんです！　他のヤツとか全員死ねばいいんじゃないですかね！」

　いっそ清すが々すがしいほどの素直さで少年は言い切り、それを聞いたレセディが渋面で頭を抱えた。ひとりひとりの顔を見回した後、こくりと唾を吞のんで、オフィーリアはおそるおそる口を開く。

「……力になれますか？　わたしで……」

　その反応に、ティムとレセディは意外な顔をした。今までのやり取りを見て、それでも彼女が自分たちに関わろうとするとは思っていなかったらしい。レセディのほうがいくらか背筋を伸ばしてオフィーリアを見る。

「逆に訊きくが。何が出来るんだ？　お前には」

「え──」

　問われた少女はとっさに答えかねた。集まりに身を置こうとするのも初めてなら、そこで何かを求められるのも初めてだ。頭が真っ白になる彼女に、隣からカルロスが助け舟を出す。

「大丈夫、色々できるわよ。リアは頑張り屋さんだもの」

　そう言ってにっこりと笑いかける幼おさな馴な染じみの様子に、オフィーリアはいくらか落ち着きを取り戻す。これまでに聞いた話から相手の求めるところを推し測って、彼女はそれを口にした。

「……その。治癒呪文と、簡単な魔法薬の調合なら、たぶんひと通り……」

　彼女の答えを聞いた瞬間、レセディがテーブルに両手を突いて身を乗り出した。

「火傷やけどは治せるか？」

「え、はい……」

「酸で爛ただれた場合はどうだ。毒物による中毒は？」

「……？　も、ものによりますけど、大体は……」

　やけに具体的な条件を出されて戸惑いながらも、オフィーリアは自分の技量を踏まえて質問に答える。やにわに相手が椅子から立ち上がり、少女の肩を両手でがっしりと摑つかんだ。

「もう逃がさんぞ、新入り」

「へ……？」

「教えてやろう……。この中にふたり、呪文の制御がおぼつかない巻き添え上等の火力バカと、自分で用意した毒の解げ毒どく薬が作れない最低最悪の毒殺魔がいる」

　憎々しげに言ってぎろりと視線を巡らせるレセディ。ゴッドフレイとティムが慌てて抗議の声を上げた。

「待て、待て！　最近はそこまでひどくないだろう!?」

「そうですよ！　僕だって最近は霧にしてぶん撒まくの控えてるじゃないですか！　あれがいちばんミナゴロシって感じで気持ちいいのに！」

「黙れ阿あ呆ほうども！　貴様らのせいで何回死にかけたと思っている！」

　そのやり取りをぽかんと見守りながらも、裏腹にオフィーリアは腑ふに落ちた思いでいた。火傷やけどやら酸やら毒物やらと条件がやけに具体的だったのは、その手の負傷の原因が身内にいたかららしい。危険な活動をしていることは察していたが、それはさすがに予想外である。

「あ、あの……」

「頼む、助けてくれ！　私も治癒は得手じゃない！　カルロスひとりでは追いつかんのだ！」

　少女の手を握ってもはや懇願してくるレセディ。オフィーリアにとって、誰かにここまで強く力を求められるのも初めてなら──それを拒む言葉を彼女が知るはずもないのだった。







　自警団に所属してから、オフィーリアは仲間となった面々について多くのことを知っていった。予想通りに一癖も二癖もある面々ばかりだったが──とりわけ印象深かったのは、アルヴィン＝ゴッドフレイの予想を超えた不器用さだ。

「──火炎盛りてフランマ！」

　トレーニングがてら空き教室に陣取り、なぜかローブを脱いでシャツの袖を捲まくり上あげてから、ゴッドフレイは彼女の前で魔法を実演してみせた。白はく杖じようの先端から目も眩くらむような出力で火球が射出され──かと思うと、杖つえを握る右腕がたちまち燃え上がる。

「……ぐっ……！」

「せ、先輩っ！」

　とっさに呪文で消火するオフィーリア。教室内に皮膚の焼ける臭いが立ち込め、ゴッドフレイがはぁとため息をつく。

「大丈夫だ。……すまないな、手間をかけさせて」

　肘から先にひどい火傷やけどを負った彼の姿を、オフィーリアは呆ぼう然ぜんと眺める。同時に腑ふに落ちてもいた。あらかじめローブを脱いでシャツの袖を捲まくり上あげたのは、こうなることが分かっていたからなのだ。

「最初に呪文を学んだ時から、俺はずっとこうでな。撃った呪文の制御がおぼつかず、威力が安定しないばかりか自分の腕まで焼いてしまう。……ギルクリスト先生に言わせれば、生まれ持った魔力量に対して魔力の扱いが下手すぎるんだそうだ。これでも少しずつマシになってはいるんだが」

　苦い面持ちで自分の欠点を明かす少年。火傷やけどの痛みよりもずっと、それを未いまだに克服できずにいることが辛つらいというように。

「今まではカルロスの世話になってばかりだったが、これからは君にも面倒をかけてしまうな。……つくづく情けない。自分で治癒呪文を使えるようになれば話は早いというのに」

「……だ、大丈夫、です……」

　言葉を選んだ末にそう口にして、オフィーリアは白はく杖じようをゴッドフレイの腕に向ける。……この不器用さが一朝一夕で改善することはないだろうし、それで繊細な魔力調整が求められる治癒呪文を扱えるとは思えない。だったら、

「……いつ火傷やけどしても……わたしがいます。……ちゃんと治します、から」

　その役割は自分が受け持とう。そう決めて、彼女は火傷やけどの治癒を始めた。





＊






「……もう三年も前になるのね。懐なつかしいわ」

　薄暗い湿地を進む傍かたわら、古い記憶に思いを馳はせて、カルロスがぽつりと呟つぶやく。友人が何を話しているのか、隣を歩くゴッドフレイもすぐに察した。

「オフィーリア君が一緒にいた頃か。……俺はやる気ばかり空回りしていたな。何事につけ思慮が足らず勢い任せで……思い出すだに恥ずかしい」

「その勢いがあったから人が集まってきたわ。アタシは今でも好きよ、あの頃のアナタ」

　そう言って微笑ほほえみを向けるカルロス。が──裏腹に、青年の顔には苦い後悔が滲にじむ。

「……だが、俺はしくじった。だから彼女は離れていって、今もこうなっている」

「そのことは、アナタが悪いわけじゃないわ」

　友人がかぶりを振って否定しても、ゴッドフレイはそれを受け入れられない。……自分なら何か出来た、などと自うぬ惚ぼれるわけではない。己の不器用さには自覚がある、今よりもなお未熟だった時期についてはなおのこと。だが、そうであっても、

「だとしても、俺がどうにかするべきだった。……俺は彼女の、先輩だったのだから」





＊






　同じ頃。正午に差し掛かった地上の校舎には、送り出した仲間たちの帰りを待つカティとガイの姿があった。

「……あ、手伝ってくれるの？　ありがと、ミリハンちゃん」

　談話室の一角に陣取り、オリバーたちの分まで午前の授業のノートを写すふたり。そのテーブルの上に、彼女らが写し終えたタイミングでノートのページを捲めくる、実に気の利きいた「助手」がいた。ナナオに斬り落とされた手首を、ミリガンが気まぐれで使い魔に仕立てた疑似生命──人呼んでミリハンちゃんだ。

　背中、というより手の甲をカティが撫なでて褒めていると、近くを通りがかった生徒たちがぎょっとした顔でその光景を二度見していく。ガイもげんなりした顔で口を開いた。
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「……よく可愛かわいがれるな。ミリガン先輩の手首だぞ、それ」

「それはそうだけど……けっこう愛あい嬌きようがあるんだもん。わたしにすごく懐なついてるし」

　その言葉通り、ミリハンは親しみ全開でカティの腕にすり寄っていた。使い魔に仕立てる段階で色々と手が加わっていると見えて、その振る舞いは驚くほど感情豊かである。眼めの周りの──つまり掌てのひらの筋肉を器用に動かして、実に様々な「表情」を作ってみせるのだ。

　テーブルの上を元気に歩き回るミリハンを渋い顔で眺めつつ、ガイが大きくため息をつく。

「はぁ。……大丈夫かな、オリバーのやつ」

「信じて待つよ、わたしは。……約束してくれたもん。みんなで生きて帰って来るって」

　強い声で言い切ってノートの写しを続けるカティ。が、長身の少年は首を横に振る。

「それもそうだけどよ。……あの四人の中で、あいつだけ男だろ？」

　言われたことの意味がとっさに分からず、少女はきょとんとガイを見返す。

「それがどうかしたの？」

「……はー……。おまえ、相手がオフィーリア＝サルヴァドーリだってこと忘れてねぇか？　おれは直接お目にかかってねぇけど、どぎつい惹香パフユームを四六時中垂れ流してやがるんだろ。そんなもんに長く晒さらされたら、こう……刺激されるんじゃねぇの、色々と」

　目を泳がせながら言いにくそうにガイが答える。数秒の沈黙を経て、カティが血相を変えて立ち上がった。

「な、なにそれっ！　どういうこと!?」

「どういうことって……まぁ、色々と心配っつーか……」

「オ、オリバーはそんなことにならないもん！」

「簡単に言うなって。溜たまってくるとキツいんだよ、男ってのは」

　顔面を両手で押さえながらガイが呻うめく。そういう方向の問題があるとは露とも思わず、カティは今になってあわあわと動揺する。

「まぁ、シェラならその辺は分かってるかね……。ミリガン先輩もいるし、心配するだけ野暮かもな」

「わ、分かってるって何を!?　ミリガン先輩はどうするの!?　ねぇってばぁ！」

　少年の隣に走り寄り、カティはその肩を摑つかんで揺さぶる。と、そんなふたりの近くを、大きなワゴンを押した移動販売の生徒が通りかかった。

「学内新聞はいかが～！　今日の一面は『激白！　キンバリーの性生活！』だよ～！」

「一部くれ！」「一部ください！」

　間髪入れずに声を上げるふたり。今まで一度も目を通してこなかったゴシップ記事を、そうして彼らはかつてない真剣さで熟読することになるのだった。





＊






　第三層に入ってから、迷宮はまたがらりとその様相を変えた。

　むせ返るようだった緑の匂いはなりを潜め、代わって不快な湿気を伴う泥ぬか濘るみの地面が広がる。うかつに踏み出せばすぐさま足がくるぶしまで沈み込み、場所によっては底なし沼になっている。人工の太陽で常に明るかった二層とは対照的に、ここでは天井を覆って生える光ひかり苔ごけのみが光源なので全体に薄暗い。湿地帯に適応した魔法生物ももちろん数多く棲すんでおり、そこを通り抜ける者に油断を許さない。

「はぁっ、はぁっ……！」「フゥ……！」

　ズシンと音を立てて泥の中に倒れ込む合成獣キメラ。たったいま仕留めた巨体の亡なき骸がらを見つめて、オリバーたちはふうと息をつく。──それらの環境にも増して、何より恐ろしいのが、合成獣キメラとの遭遇がこれまでとは段違いに増えたことだった。

　悪い足場に苦しめられながら相手を分析し、弱点を見抜き、的確な手段でもってそれを突く。三層に踏み入ってからわずか三時間のうちに、すでにそれを四度繰り返している。先に相手を発見して交戦を避けたケースを含めれば、遭遇の回数はさらに多い。

「ふむ、これで四体目か。さすがに三層は合成獣キメラの数が違う。すぐに移動しよう」

　ミリガンに促されて、オリバーが泥ぬか濘るみの中を再び歩き始める。と、その背中に、東方エイジアの少女が小走りに追いついてきた。

「いい連携でござったな、オリバー！」

「……ああ」

　足場の悪さも意に介さず、ナナオは元気いっぱいに肩を組んでくる。この階層に踏み入る前に取った休憩で回復したのか、彼女は二層までと比べても意い気き軒けん昂こうだ。

　それは大変に頼もしい。頼もしいのだが、オリバーの方にはまた別の事情がある。しばらく悩んだ末、彼はぽつりと口を開いた。

「……ナナオ。あまりくっつかないでくれるか」

「──え？」

　言われた少女がその場で硬直する。泥の地面をよろめくように数歩後ずさり、彼女は涙目でシェラに向き直る。

「……拙者、オリバーに嫌われてござる……」

「違う！」

　慌てて否定の声を上げる少年。見かねたシェラが両者の間に入った。

「そう、違いますわよナナオ。……惹香パフユームが辛つらくなってきましたのね？　オリバー」

　と、少し前から気付いていたことを指摘する。少年は恥じ入って視線を逸そらし、苦い面持ちでうなずいた。

「恥ずかしながらそうだ。……三層に入ってからこの方、先へ進むほどに濃度が増している。もちろん理性を失ったりはしないが──でなくても、この状況で集中力を損ないたくない」

　ため息交じりにオリバーは言った。そう──この階層に入ってから、異性の肌がやけに艶めかしく見える。いつもなら何てことのない一挙一動に目が吸い寄せられる。考えるまでもなく大気に満ちる惹香パフユームの影響だ。

　その程度なら自制を強めるだけで対処できるのだが、さっきのように極端に接近されると少々まずい。接触に意識を持っていかれすぎて、とっさの襲撃に対する反応が遅れかねない。特に相手がナナオだとその傾向が顕著なのだが──当の本人はそんなことは露知らず、少年の前できょとんと首をかしげてみせた。

「？　どのように辛つらいのでござるか？」

「ナナオ、その質問はさすがに……」

「むらむらしてるのさ。惹香これの中じゃ仕方ない、男の子だからね」

　ミリガンが余りにも歯に衣着せず説明する。オリバーが顔をしかめたが、それを聞いてもまだ、少女はピンと来ない様子で腕を組んだ。

「……むらむら……むらむらとは……？」

「深く考えなくてもいい、ナナオ。……備えはしてきた。干渉は無用です、ミリガン先輩」

　そう言い切って意識的に呼吸を繰り返し、オリバーは惹香パフユームに乱された精神を調整していく。ミリガンはその様子をじっと見つめた。

「ふむ……。確かにじゅうぶん抵抗レジストしているようだけど、厳しくなってきたら我慢せず言いなさい。まだ先は長い。やせ我慢は続かないよ」

「自分で対処できる範はん疇ちゆうです。重ねて言いますが、干渉は無用です」

　きっぱりと固辞して再び歩き出す。その背中が全力の拒否を表明しているのが伝わって、魔女が苦笑した。

「頑かたくなだね。昨夜に引き続き、彼のまずい部分に触れてしまったようだ」

「……何かしたんですの？　あたくしたちが眠っている間に」

「まぁ、少々えっちな誘惑を」

「一年生相手に何をしていますの！」

　さすがに見過ごしかねたシェラが先輩相手に説教を始める。その間、先を進むオリバーの隣に、ナナオはそろそろと歩み寄った。

「……この距離なら良いでござるか？　オリバー」

「ああ、大丈夫だ。気を遣わせてすまない」

　さっきとは違い、少年に手を伸ばせば届く程度のところでナナオは距離を保っている。が、それでは満足いかないと見えて、手を上げたり下ろしたりと落ち着きがない。いつもの感覚で触れ合えないことに戸惑っているようだった。

「……もどかしいでござる」

「これが普通だ。だいたい君は日頃からスキンシップが激しすぎる」

「やはり嫌でござったか？」

「だから、嫌とは言ってない」

　そこだけは頑としてオリバーも否定し、ナナオは付かず離れずの距離で彼と並んで歩き続ける。シェラの説教を受けながらその様子を眺めて、ミリガンが片手で目を覆った。

「……なんというか。眩まぶしくて目が潰れそうだね、あのふたりの様子は」

「そう思うのなら、妙なちょっかいを出さずに見守ってくださいませ」

　厳しい口調で念を押す縦巻き髪ロールヘアの少女に、魔女はちらりと視線をやる。

「私はいいけど。君はそれでいいのかい？」

「……どういう意味ですの？」

　口元を曲げて問い返すシェラ。が──その間も、彼女の瞳は先を歩くふたりに向けられている。羨むように、憧れるように。自分には越えられない一線をそこに見て取っているように。

「ああ、まったく──無事に帰してあげたくなるね、君たちは」

　肩をすくめてそんなことを口にしたかと思うと、ふいにミリガンは両手を打ち鳴らして三人の気を引いた。

「さて、そろそろ話し合おう。とりあえず惹香パフユームが濃くなる方向に歩いているけど、それだけでオフィーリアの工房は見つけられない。何かしらの手がかりを見定めて辿たどる必要がある」

　魔女のその言葉に、シェラが腕を組んで考え込む。

「合成獣キメラの後を尾行しても……やはり駄目なのでしょうね」

「そうだね、そこまで安易に辿たどらせてはくれない。一度工房から放たれた合成獣キメラは、おそらく大半がそのまま使い捨てだ。捕獲型を呼び戻していたのも初動の時だけだろう」

　オリバーは唸うなった。事前に予想していた通り、広大な第三層から工房ひとつを見つけ出すことは容易ではない。彼は努めて頭を切り替える。

「別の角度から場所を絞っていきましょう。……この環境に工房を置くとしたら、先輩はどうします？」

　と、この場でもっとも経験豊かな相手に意見を求める。ミリガンは顎に手を当てて考え込んだ。

「まずは立地の見定めだね。当然だが、他の生徒や魔獣に見つからないことが第一。この階層だと水場には困らないだろうから条件から除外して、調合素材の採取をやり易やすくするために、私ならなるべく二層に寄せて工房を置く……」

　そこまで淀よどみなく語ったミリガンが、ふと口を閉ざして考え込む。

「……いや、それは私の考え方に過ぎないね。優れた採取ポイントは四層以降にもある。危険すぎて私はそうそう立ち入らないけど、オフィーリアならそちらをメインに捉えていてもおかしくない。そう考えると、むしろ四層寄りに工房を置いている可能性のほうが高いかもしれない」

　その言葉に、オフィーリア＝サルヴァドーリは自分より格上だ、と以前に彼女が語っていたことをオリバーは思い出す。……ヴェラ＝ミリガンをしてそう言わしめるほどの相手なら、この三層すら庭も同然に歩き回れるのかもしれない。

「しかし、そうなると厄介だね。──四層へ近付くには、ここを越えていく必要があるんだ」

　そう言って再び歩き出すミリガン。その後に続いて五分ほども歩くと、泥ぬか濘るみの地面は次第に水気を増していき、やがて広大な水場となって目の前に広がった。全体が視界に収まりきらないために正確な大きさは計り知れず、対岸もまた霧の向こうに霞かすんでいる。

　濁った水面をじっと見下ろして、シェラが口を開く。

「……沼、ですわね。とても大きな……」

「第三層『瘴しよう気きの沼地』。この階層の中でも、ここが最大の難所さ」

　ミリガンが解説する。その呼称を裏付けるように、先ほどからオリバーたちの吸い込む空気がぴりぴりと喉を刺していた。沼そのものから有毒な大気が生じ、一帯に漂っているようだ。

「越えていくルートは大きくふたつ。箒ほうきに乗って上空を飛んでいくか、舟に乗って沼を渡るか。ただし──君たちを連れて行く都合から、今回は舟のほうに限らせてもらう」

「ほう？　それは何故なぜでござるか？」

　疑問に思って尋ねるナナオ。地形的には箒ほうきを使うのがいちばん手っ取り早く見えるので、それは当然の質問だった。ミリガンの視線が上を向き、十数メートル上空で奇妙に靄もやがかってみえる天井を指す。

「まず、ここの瘴しよう気きは天井に近付くほど濃くなるんだ。あまり高度を上げるとそれを全身に浴びてしまって、まぁひどいことになる」

「ひどいこと、と言いますと……具体的には？」

「全身の爛ただれ、段階的な失明、呼吸困難、意識の混濁。もちろん大気中の魔素をエサにしている箒ほうきにも悪影響がある。最終的には沼に落ちて魚のエサだね」

　思った以上のひどさにシェラが眉根を寄せた。ミリガンがさらに説明を続ける。

「備えがあればある程度は防げるけど、それでも高度を上げすぎないよう常に気を使って飛ぶ必要がある。そこで追い打ちをかけてくるのが奴やつらさ」

　そう言って魔女が視線を下ろす。三人が同じ方向を見やると、水面を飛び回る無数の影が目に入った。棒状の体にレースのようなひらひらとした翅はねを持つ生き物が、沼の上のあちこちで数百匹単位の群れを成している。

「翅魚スカイフイツシユ……」

「そう。水場に棲すんで低空を飛行する魔魚でね。一匹一匹はさほど手ごわいわけじゃないが、とにかく数が多い。あれにまとわりつかれて沼に墜落、というのがここではままあるパターンだ。何を隠そう、私も昔一度やらかしたことがある」

　と、過去の失敗を語ってみせる。彼女でも一度は落ちた──これまでの説明にも勝って、それは何よりも後輩たちを慎重にさせた。押し黙って考え込む彼らに、ミリガンはもうひとつのルートを説明する。

「時間はかかるけど、舟に乗っていけば翅魚スカイフイツシユよけのお香を焚たける。そうなると今度は沼の中の魔獣に警戒しなければならないけどね。ここはかなりの種類が棲すんでいるから、何に襲われるかは運次第といったところだ」

　言われて翅魚スカイフイツシユの群れから水面に視線を下ろす三人。……当然ながら、水中には水中の脅威があるということだ。ここが迷宮の中である以上、どのルートを選んでも完璧に安全ということはない。最終的にはそれぞれのリスクを秤はかりにかけて選び取る必要がある。

「とはいえ、四人いれば何に襲われても対処できないことはない。そんなわけで今回は舟だ。箒ほうきと違って互いにフォローもしやすいし、最悪の場合でも舟を捨てて箒ほうきで脱出できる」

　それらを踏まえた上で、ミリガンは舟を用いることを決めていた。オリバーがこくりとうなずく。ここまでの話を聞く限り、納得のいかない点はひとつもない。

「……賛同します。時間は惜しいですが、全員で無事に向こう岸まで着くことが第一です」

「あたくしも同感ですわ。ナナオ、あなたは？」

「拙者はどちらでも構わぬ。皆の良き方を」

　誰からも異論は出なかった。方針が決まったところで、オリバーはすぐさま行動に移る。

「決まりだな。──まずは舟を作る。もう残りわずかだが、手持ちの器化植物ツールプラントをありったけ使おう」

「それなら手早く済みそうだ。やれやれ、ガイ君には帰ってから手厚くお礼をしなくちゃならないね」

「……妙なお礼は断りますわよ」

「ははは、安心してくれ。私もそこまで飢えてはいない」

　シェラの牽けん制せいを受け流して舟造りに取り掛かるミリガン。そのまま作業に集中していた四人だが、その途中ふと、オリバーが自分に向けられた魔力の波を感知した。

（……悪い報しらせです、我が君マイロード）

（──どうした？）

　秘密裏に斥候を務めているテレサ＝カルステからの連絡だった。少年が問い返すと、彼女もまた即座に答える。

（ここを舟で渡るとなると、航行中は今までと同じ距離を保てません。こちらにも舟の準備はありますが、遮るもののない沼の上では距離を取らなければ蛇眼に気付かれてしまいます。恐縮ですが、最善の道は対岸での合流ということになるかと……）

　その説明を聞いて、オリバーは自分の思慮の不足を恥じた。……ここまで余りにもそつなく斥候を務めてくれていたので、彼女が潜むのに向いていない地形の存在を考慮していなかったのだ。

　とはいえ、ここに関しては他のルートを選ぶ余地もない。数秒考えた末、オリバーは割り切った。

（分かった、それでいい。対岸に付いてからは痕跡を残していく。それを辿たどって追いついてくれ）

（承知しました。……この階層は危険です。くれぐれも用心なさってください、我が君マイロード）

　そう言い残した直後、少女の気配は速やかに消え去った。会話の最中も作業の手は止めていなかったので、他の三人に訝いぶかしんでいる様子はない。オリバーは改めて舟造りに集中し──何本かの器化植物ツールプラントを組み合わせた結果、十五分ほどでそれは完成した。

「うん、いい感じに仕上がったね」

　見下ろしたミリガンが満足げに腕を組む。出来上がったものは舟と筏いかだの中間といった印象で、四人が乗れるだけでなく歩き回れるほどの広さがある。中心に立つマストには敷き布を魔法加工した横帆が張られていた。即席の渡し舟としてはなかなかのものだ。

「ではさっそく出航──と言いたいところだけど、その前に」

　四人がかりで舟を水面まで押し出したところで、すっかり出発の気構えでいた後輩たちをミリガンが呼び止める。

「せっかく水場にいることだし、ひとつレッスンをしていこうか」

「レッスン……？　こんな場所で何をする気ですの？」

「こんな場所だからこそ、さ。ラノフ流でいうところの『踏み立つ湖面レイクウオーク』──オリバー君とシェラ君はもちろん知っているだろう？」

　怪け訝げんな面持ちのふたりにそう前置きして、ミリガンは沼に向かって舟の上から飛び降りた。ぎょっとするオリバーの眼前で、その足が音もなく水面を踏んで立つ。ナナオが目を瞠みはった。

「……おお!?　水の上に立ってござる！」

「いい反応で嬉うれしいね。水上歩行は魔法使いにとって大事な技能で、領域魔法の基礎が全て詰まっていると言われている」

　説明がてら、ミリガンは水面をゆっくりと歩き出す。足元には穏やかな波紋が浮かぶだけで、その足取りに危なげなところは少しもない。オリバーもシェラもその様子にじっと見入った。『踏み立つ湖面レイクウオーク』の模範演技としてはほとんど理想的と言っていい。

「ある程度の魔法出力が必要になるから、普通は二年生になってから練習する技術なんだけどね。私が見たところ、君たちはもうこれの実践が可能なレベルにある。だったら今ここで身に着けてしまおう。さぁ、やってみなさい」

　そう言って手招きする魔女。三人が同時に水面を見下ろす。

「……あの、失敗したら水中に落ちるのですが」

「だからこそ真剣になるだろう？　魔獣だらけの沼に落ちないよう気を付けなさい」

　ミリガンがにやりと笑う。リスクは修得の追い風にしてしまえと示すように。

「ふむ。然しからば拙者から」

　オリバーとシェラが覚悟に数秒を費やす一方、ナナオだけが二つ返事で沼の上に踏み出した。ふたりがあっと思う間もなくその靴底が水面に触れ──当然のように体が水中へ落ちる。

「むぅ……！」

「ははは、また盛大に沈んだねぇ。大丈夫かい？」

　水面から手を伸ばしたミリガンが、少女を一旦陸地まで引き上げる。ナナオがずぶ濡ぬれで首をかしげた。

「困り申した。さっぱりコツが分からぬでござる」

「要領を摑つかんでしまえば、君たちならさほど難しくはないさ。オリバー君、今度は君がやってみなさい」

　名指しを受けて水面を見下ろし、少年は改めて呼吸を整える。──落ち着け、自分なら出来る。今日まで地の型を数えきれないほど反復練習してきた。これもその応用だ。

「……っ……」

　心を決めると同時に足を踏み出した。水面に触れた爪先が一瞬沈みかけ、しかしその寸前で水に押し返される。同時に左足で後を追った。「墓石蹴りグレイブステツプ」と同じ要領で水面に魔力を流し、片足に体重が集中しないように気を付け──ゆらゆらと波打つ水の上に、そうして少年が二本の足で立つ。

「おお！」

「うんうん、やはり立てたね。地の型をあれだけ使いこなせる君なら出来ると思ったよ。さ、そのまま歩いてみなさい」

　続けざまに指示されるが、今度は少年も躊躇ためらわなかった。一度摑つかんだ感覚を手放さずに再現し、わずかに水面を波立たせながら進んでいく。……当然ながら、ただ地面を歩くのとは比べ物にならないほど消耗は激しい。このまま十分も続ければ疲ひ労ろう困こん憊ぱいだろう。

　シェラが感嘆の面持ちで少年の動きを見つめる。ミリガンの模範演技には完成度で及ばないにしろ、すでに立派な水上歩行だ。

「素晴らしい。歩く際に体重を分散させることで、魔力を節約しつつ水に体を支えさせている。最初の一回からそれが出来るとは大したものだ」

「…………」

「その技は、より高位の技である『踏み立つ虚空スカイウオーク』に至るための必須過程でもある。ひとりの魔法使いとして、そして魔法剣の使い手として──君はとても大きな一歩を刻んだよ、オリバー君」

　と、思いがけず優しい声で魔女は称賛する。それを呼び水に、オリバーの中でふと蘇よみがえる記憶がある。




　──格好いいだろう？　大丈夫、きっとノルにも出来るようになる。私の息子だからな。




　空中を踏んで立つその姿に、幼い自分は憧れた。それがどれほどの高みかも知らぬまま──自分もいつか同じ場所に立つと心に誓った。才能という言葉の意味さえ解かいさぬままに。

　まぶたを閉じて想おもう。──あの日の続きを、今なお自分は歩んでいるのだ。

「……ナナオ。君も来い」

　そうして気が付けば、少女へ向けて手を差し伸べていた。深い考えがあったわけではない。ただ──彼女なら同じ場所に立ってくれると、一片の疑いもなくそう思った。

「──うむ！」

　ナナオもまた、その求めに応じた。差し出された少年の手を見つめて、彼女は再び水面へ身を投じ──着水の瞬間にぐらりと揺れた体が、沈み込むことなくそこで止まる。

「お？　おお？　……出来申した！」

　水面を確しかと踏みしめ、少年の手を固く握りしめてナナオが叫ぶ。ミリガンが目を丸くした。

「おや、出来ちゃったね。オリバー君からコツを見て取ったのかな？　それとも単に──彼と同じ場所に立ちたいという一心が成せる業かな」

　からかうように言ってのけて、魔女は視線を横へ向ける。友人ふたりに先を越され、ただひとり陸の上に残された縦巻き髪ロールヘアの少女に。

「…………」

　無論、その立場に甘んじる彼女ではなかった。一度目を閉じて不安とプレッシャーを振り払い、再びまぶたを開けると同時に水面へ向かって踏み出す。三人が見守る中、右足が水面を踏みしめ──直後に左足がその後を追った。

「……ふぅ。……あたくしも来ましたわよ、ふたりとも」

「おお、シェラ殿も！」

「さすがだ、シェラ」

　水上で再会を果たした三人が手を取り合ってそれを喜び合う。その光景を前に、ミリガンが笑顔でうなずいた。

「全員無事に習得してくれて助かった。これで沼に落ちることがあっても活路が拓ひらける。

　──では、出航といこうか！」

　全員が舟に乗ったところで、魔女は帆に向かって呪文を唱える。にわかに追い風が吹き始め、舟は彼女らを運んで水上を滑り始めた。







　舟旅が始まってからもミリガンは饒じよう舌ぜつだった。操船の傍かたわら、彼女は三人に向かってその術理を説明する。

「箒ほうきほど一般的じゃないにせよ、帆船ヨツトも魔法使いにとっては便利な乗り物でね。普通人なら風を見て帆を調整しなければならないところだけど、私たちの場合は──」

　杖じよう剣けんで指し示した帆の表面には、あらかじめ魔法陣と呪文がびっしりと記してある。オールも漕こぎ手もなく舟が進んでいる理由がそれだ。海の魔法使いの間でそうした技法が用いられることはオリバーも聞き知っていたが、実践を見るのは初めてだった。

「──こうして風の精霊を招いて、帆の周りに居着かせてやればいい。少しコツはいるけど、こうすれば放っておいても先へ進む。覚えておくと役に立つよ」

「なるほど……。勉強になりますわ」

　シェラが興味深げに耳を傾ける。オリバーが視線を移すと、ナナオは舟の端でしゃがみ込んで水中を見つめていた。その眼前で、濁った水面の向こう側を黒い影が通り過ぎる。

「……大きな魚が泳いでござる」

「気を付けろ、ナナオ。いつ襲ってきてもおかしくない」

「うむ……。しかし、塩を振って焼いたら美味そうでござる」

「食欲を湧かせていたのか!?」

　この階層まで来てもナナオは相変わらずだった。そんな彼女に呆あきれながらも和まされていたオリバーだが、ふと空気の変化を感じて口を閉じる。周りを見回せば、他の三人も同じように耳を澄ませていた。

「……周りから気配が消えましたわ」

「うん。……これはちょっとおかしいね」

　ミリガンもうなずいた。水面下に生き物の影が見えなくなったばかりか、香の煙を嫌がって遠巻きにしていた翅魚スカイフイツシユたちの姿さえ消えている。水中からの襲撃をいかに退けるかがこのルートの肝だったはずなのに、一向にその気配がない。

「ここまで来て襲われないのは逆に不自然だ。それに静かすぎる。水中にも何か異変が起こっているのか──」

　言いながら周りを広く見渡すミリガン。と──その視界の片隅で、水面下にごく一瞬、ちらりと白い影が覗のぞく。

「？　いま、何か……」

「…………」

　魔女が沈黙し、同じものを目にしたらしいシェラが眉根を寄せる。ひどく嫌な予感がして、オリバーはそっと腰の杖じよう剣けんに手を伸ばし──そこで足元の舟がぐらりと揺れた。

「うぉっ……!?」

　つんのめった体をマストに手を突いて支える、前触れもなく加速して水面を突っ走り始めた舟の上で、それを為した船頭にシェラが抗議する。

「どうしましたの、先輩！　出し抜けに速度を上げて！」

「まずいのがいる！　三人とも杖を構えなさい！」

　鋭い警告に促されて杖じよう剣けんを構える三人。瞬間、彼らが目を向けた舟の後方で、水面が大きく盛り上がって弾けた。

　水みず飛沫しぶきの中から現れたものは、少なく見積もって二十ヤード以上の長大な全長を誇る海蛇──のものと思われる骨格だった。博物館に展示された標本のように血肉は全て失われている。動けるはずのないそれが、生前のままの躍動感をもって舟を追跡し始める。

「なっ──！」「むむ、また骨でござるか」

「海蛇竜骨シーサーペント……！　サルヴァドーリとは別口の使い魔だ！　──三人とも、しっかり摑まりなさい！」

　警告を聞いて身を低くする三人。その直後に帆へ呪文を重ねがけし、ミリガンは風の精霊たちを焚たき付けた。たちまち舟がこれまでの倍以上の速度で突っ走り、それを追う海蛇竜骨シーサーペントとの間で水上の鬼ごっこを開始する。

「合成獣キメラとは脅威の種類が違いすぎる、ここは逃げの一手と洒しや落れ込こもう！　地上までは追って来られないはずだ！」

「同感ですが、この舟で逃げ切れますの!?」

「捕まったらその時さ！　箒ほうきは待機させておきなさい！」

　ミリガンが叫んだ。オリバーとシェラがうなずき合い、舟を追い立てる骨獣へ向けて呪文を発射する。それが多少の足止めになり、追い足を鈍らせた敵との間で次第に距離が開き始めた。

「舟を真面目に作った甲斐があったね！　ギリギリで逃げ切れそうだ！」

　不敵に笑って言ってのける魔女。が──数秒後、その笑顔が石のように固まる。

「……あ、これはまずい」

「え？」

　魔女の口から漏れ出した声に、オリバーがとっさに前へ視線を戻す。舟の進路上に、無数の骨片がぷかぷかと浮いていた。何か巨大な生き物が亡なき骸がらを食い尽くされた後──一見してそうとしか思えない光景は、しかし、




「──集い形成せコングレガンタ」




　ひとつの詠唱によって、その正体を現した。彼らの見つめる先で、ばらばらに散っていた骨が一斉に組み上がっていく。──まず大木ほどの太さの脊柱が形成され、それが頭骨と接続し、並行して肋あばらと鰭ひれの骨格が出来上がる。後方から追ってくる個体と同様の海蛇竜骨シーサーペントがとぐろを巻き、その巨体でもって舟の行く手を遮った。

「なっ──」「くっ──！」

　このままでは激突する、そう判断したミリガンが咄とつ嗟さに取り舵を切った。強引なターンに船体が軋きしみを上げ、巨体に接触する寸前のところで白い波を作って水上に弧を描く。衝突こそ避けたものの、それで速度は大きく損なわれてしまった。

「やれやれ……！　いきなりご挨あい拶さつだね、リヴァーモア先輩！」

　ミリガンが舟の上に膝を突きながら前方をにらみ、オリバーたちもすぐさま同じ方向へ視線を向けた。立ちふさがる骨獣の向こう側を、肋ろつ骨こつの間から透かし見るように。

「──何。余りに場違いな光景だったのでな」

　巨大な亀の骨を舟代わりに、ひとりの魔法使いがそこに立っていた。邪教の神父プリーストじみた威厳でもって四人を見つめる昏くらい眼光。強者に特有の威圧感に加えて、怖気立つような死の気配を全身にまとっている。

「一体何をしている、蛇眼。死地に若い肉を三つも連れて」

　かつて迷宮で出くわしたことがあるその姿に、オリバーとシェラの肩が戦慄に震える。サイラス＝リヴァーモア──独自の術理で骨を扱う死霊使いにして、キンバリーにおいてはオフィーリア＝サルヴァドーリと並び称される危険人物だ。

「彼らの友人がオフィーリアに攫さらわれてしまってね。今は奪還に向かうところさ」

　平然と会話に応じるミリガン。それを聞いた相手がくっと含み笑った。

「遠回りな心中か？」

「そう見えても無理はないけど、できれば生きて帰るつもりなんだ」

　肩をすくめて言ってのける魔女。リヴァーモアが呆あきれたように鼻を鳴らす。

「今のサルヴァドーリに喧嘩を売った上で、か。……お前はもう少し賢い奴だと思っていたが」

「耳が痛いね」

　そこには反論のしようがなく、ミリガンは苦笑を浮かべる。が──ふたりの会話が途切れたタイミングを狙って、別の声が挿はさまれた。

「お話し中に失礼しますわ。──オフィーリア＝サルヴァドーリの工房の場所、あなたも探しておいでではありませんこと？　リヴァーモア先輩」

「シェラ!?」

　オリバーが愕然と少女に目を向ける。思わぬ角度から問いを受けて、リヴァーモアの昏くらい眼がじろりとシェラを見据えた。

「……なぜ俺にそれを訊く？　マクファーレンの娘」

「可能性があると思ったからです。このタイミングであなたが三層にいるからには、当然何かしらの目的があってのことでしょう。そして──魔に吞まれた生徒が現れた時、キンバリーの生徒が自発的にそこへ近付く理由はそれほど多くありません」

「…………」

「ひとつはあたくしたちのように、大切な誰かが囚とらわれてしまったケース。同じ境遇の生徒は今回多いでしょうが、あなたがそれに当てはまるとは思いません。そして──ふたつ目が、吞まれた生徒の『魔』そのものに興味があるケースです」

　遥はるか格上の相手に向かって堂々と指摘してのける少女。それが怖いもの知らず故の暴挙でないことは、隣のオリバーにだけはすぐに知れた。──握りしめた両手が小刻みに震えている。

　彼女には分かっているのだ。目の前の相手はオフィーリア＝サルヴァドーリと同格以上の魔人であり、気まぐれひとつで自分たちは全滅すると。だが、それを知った上で可能性を見ている。この状況がピート救出への足掛かりとなる可能性を。

「あなたはこれに当てはまると見ています。より具体的に言うのなら──他の生徒たちに先駆けて、オフィーリア＝サルヴァドーリという魔法使いが遺す研究成果を真っ先に手にしたい。その目的で、あなたはこの場所にいるのではありませんか」

　少年がごくりと唾を吞む。確かに──もしそうだとすれば、自分たちとは目的が近い一方で利害は衝突しない。こちらはピートを助け出すことが目的なのだから、それさえ果たせれば、オフィーリアの研究成果に対してはノータッチだ。

「もしそうなら、協力しませんか？　一年生を三人含むとはいえ、こちらには人手があります。互いの情報を共有した上で捜索に臨めば、工房を見つけ出せる可能性は大きく上がるでしょう。あなたにとっても悪い話ではないと思いますわ」

　ついに彼女は提案した。そう──対岸まで無事に渡り切れても、そこでオフィーリアの工房を見つけ出せる保証はない。だからこそ、シェラは今この魔人と取引しようとしているのだ。こちらが敵ではないことを伝え、相手が持つ情報を引き出そうとしている。

　息詰まる沈黙の中、長いことシェラを見据えた末に、リヴァーモアが首を横に振った。

「妥当な提案、と言ってやりたいところだが……外れだな、生あい憎にくと」

「……え？」

「俺に限れば、サルヴァドーリの研究成果に執着はない。魔法使いとして目指すところが違い過ぎるのでな、仮に手にしたところで活かしようがないのが本音だ。……まぁ、目の前に転がっていれば拾うだろうが。わざわざ火中の栗を拾いに行くほどの理由はない」

　想定外の返答に、シェラはそれでも怯ひるむことなく言葉を続ける。この相手と今ここで出会ったことには、必ず相応の理由があるはずなのだ。

「……では、あなたはどうしてここに？　研究成果の確保以外に、あえて危険な場所に身を置き続ける理由があるのですか？」

　問われたリヴァーモアの口元に、ふっと乾いた笑みが浮かぶ。

「理由か。……確かに、な。そんなものがあるのかどうか」

　シェラを嘲るものではなく、それは自嘲だった。同時に端的な証明でもあった──「利」とは無縁の理由で、彼が今この場所に身を置いていることの。

「……まさかとは思うけど。オフィーリアの『お迎え』かい？　先輩の目的は」

　ミリガンが静かに問いかける。リヴァーモアはそれを鼻で笑い飛ばした。

「馬鹿を言え。それこそ俺などお呼びではない。

　だが……そうだな。弔問客ぐらいは任されてやってもいい。亡なき骸がらと喪主のみで執り行う葬式は侘わびしいものだろう」

　どこか神妙な声でそう口にする。一方で、聞き手に理解など最初から求めてはいない。ある種の諦観をもって男はシェラに向き直り、告げる。

「両手の指で足りぬ回数殺し合った後輩への、ささやかな義理のようなものだ。……これで答えになったか。マクファーレンの娘」

「……っ、……」

　相応の覚悟をもって交渉に及んだシェラにも、それ以上は何も訊けなかった。利害の一致やすり合わせ。そんな俗世の物差しで話し合いを試みること自体が、相手への無理解を晒さらしているような気がして。

「命乞いは種切れか？　では、続けるぞ」

　男の意思を受けて二頭の海蛇竜骨シーサーペントが鎌首をもたげた。交渉の決裂を見て取ったシェラが、苦い面持ちで杖じよう剣けんを構える。

「……やはり、こうなってしまいますか……」

「いや。いい仕事だったよ、シェラ君」

　裏腹に、不敵な笑みを浮かべてミリガンが言う。その余裕をオリバーは訝いぶかしんだ。加えて──リヴァーモアとの会話が始まってからずっと、彼女は舟の上に膝を突いたままだ。

「可愛かわいがっていた後輩への義理というなら、その気持ちは私にだって分かるさ。けれど──一介の弔問客にしては、いくらなんでも葬儀の会場で騒ぎすぎだ。そうは思わないかい、リヴァーモア先輩」

　その瞬間、オリバーははっと気が付く。ミリガンが舟の上に膝を突き、さらにローブで遮ることで足元に作り出した死角──その内側で、彼女の握った杖じよう剣けんが船体の隙間に刺し込まれているのだ。刃の切っ先は水面に接している。まるで、そこから何かを沼の中に流し込んでいるかのように。

　ふと、横合いから波が押し寄せて舟を揺らした。出航からずっと沼地の水面は凪ないでいる。オリバーたちにも分かっていた。何者かが波立たせない限り、ここに波は生じない。

「──ち」

　一拍遅れてリヴァーモアが魔女の企てに気付く。舌打ちの直後──その両脇の水面から、数十本の触手が一斉に飛び出し襲い掛かった。

　海蛇竜骨シーサーペントたちが即座にその脅威と主の間に割って入る。骨獣に絡みつく触手の後を追って、ぬめぬめとした質感の巨体がふたつ水面に浮かび上がった。もはや生き物というよりは小島のようなサイズ、烏賊いかと蛸の特徴を合わせたような異形のシルエット。その異様を前に、シェラたちがぎょっと目を瞠みはる。

「水棲の合成獣キメラ……！」

「やはりね！　『クラーケンとスキュラの混血に生じる形質的飛躍についての論考』──あの論文を書いたサルヴァドーリが、ここに駒を置かないわけがないと思ったよ！」

　目もく論ろ見み通りの結果に快哉を叫ぶミリガン。そう──リヴァーモアと向き合ってからずっと、会話を続ける傍かたわら、彼女は水中に魔力の波を放って合成獣キメラを寄せていた。自力で対処することが難しい骨獣を、同格の脅威を誘き寄せることで食い合わせたのである。

　縄張りを侵す者の存在に気付いた合成獣キメラは、より強い魔力を放つ方に襲い掛かる可能性が高い。そこまで読み切った魔女のしたたかさに、オリバーは内心で舌を巻いた。

「先を急ぐのでね、相手はお任せするよ！　悪いね、リヴァーモア先輩！」

「食わせ物め……！」

　笑み交じりの悪態をつくリヴァーモア。が、さすがの彼も合成獣キメラたちを無視して獲物を追い立てることは出来ない。全速力での航行を再開した舟が水面を突っ走り、死闘を演じる骨獣たちの姿は遥はるか後方へ遠ざかっていく。

「どうにか凌しのいだか……！　まったく、生きた心地がしないね！」

　危機を脱したところで盛大に息を吐くミリガン。と、じっと背後を見つめていたナナオが、ふいに顔を前へ向けて口を開く。

「……『お迎え』とは何でござるか？　ミリガン殿」

　彼女が尋ねたのは、リヴァーモアとの会話の中で魔女が口にした単語。問われたミリガンが軽い驚きをもって少女を振り向く。オリバーにもその気持ちは分かった。この学校でそれを尋ねられることは少ない──ここの生徒なら、誰もが訊くまでもなく知っていることだから。

「そうか、まだ君は知らないんだね。……魔法使いの慣習のようなものさ」

　いつになく厳かな声でミリガンが答える。……それを思い描く時だけは、どんな魔法使いも背筋を正さずにはいられない。いずれ親しい友に、そして自分自身に訪れる運命であるからこそ。

「魔に吞まれた者のもとには、その最期を看取る者が向かう。時には命を賭してでも。

　その行いを指して──私たちは『お迎え』と呼んでいるんだ」
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　人が何かにどっぷり嵌はまっている時。周囲からはそれが自明でも、自分では分からないということがままある。

「……これとこれ、どっちがいいと思う？　ねぇ、カルロス！」

　この時期の彼女はまさにその状況だった。なにしろすでに六回、ふたつのアクセサリーを両手に持って、まったく同じ質問をカルロスに投げ続けている。さらに言えば──その繰り返しに一度たりとも嫌な顔をせず、毎回異なる角度で返答する側も見上げたものだった。

「どっちも可愛かわいいけど、アルの好みでいうなら左のほうよ。あんまり派手なのは好かないから、彼」

「そ、そう……それじゃこっちで……」

　そのアドバイスで左手の髪飾りに決めて、彼女はいそいそとそれを身に着ける。が──金具を留めたところで、ハッと自分の言動を思い出してカルロスを振り向いた。

「……!?　な、何よそれ！　ゴッドフレイ先輩に見せるなんて誰も言ってないでしょ!?」

「あらそう？　ごめんなさい、アタシの早とちりだったかしら」

「当たり前でしょっ！　こ、このくらい、ふつうにお洒落しやれしてるだけだし……！」

　オフィーリアは真っ赤な顔でそっぽを向いた。その横顔を見やりつつ、カルロスは微笑ほほえんで肩をすくめる。

「まぁ、あんまり慌てずにいきなさい。……アルは根が単純だからね。長く誠実に付き合えばその分だけ距離が縮まるわ。焦あせった行動は逆効果だって覚えとくといいわよ」

「だからっ……！」

　なおも言い訳を続けようと振り向いた少女を、カルロスが不意打ちで正面から抱きしめる。それが相手の言い訳を封じた。

「もう、いちいち照れないの。──とっても可愛かわいいわよ、今のリア」







　本当に分からないことだらけだった。なぜ彼のことばかり考えてしまうのか──なぜ、彼に会えない時はこんなにも気分が沈むのか。

　彼らと多くの時間を一緒に過ごすようになってから半年の間、彼女はひたすらに戸惑い続けた。わけも分からず彼の後ろを付いて回って、言葉を交わすたびに反応に一喜一憂して、ただそれだけのことが楽しくて仕方なくて──今にして思えば、どうしようもなく子供だったのだ。

「イタタタタタタタタッ！　はっ、挟まれた！　誰か助けてー！」

「何回言えば分かるんだお前は！　壁の隙間へうかつに手を近付けるな！」

　そうして、この日も岩陰蟹クラツククラブに腕を挟まれたティムの傷を癒いやしてやる。最初はおっかなびっくりだったが、今はすっかり手慣れたものだ。というのも、

「……ありがとー……」

「こら、鼻をつまむな。彼女に失礼だろう」

「これは操みさおを立ててるんです！　僕は絶対に先輩以外にむらむらしないんだから──ぎゃあああああ痛ぁぁぁっ！」

　治療する相手がこういう奴やつなので、遠慮や気遣いはするだけ無駄だと察していた。惹香パフユームを揶や揄ゆされることは彼女にとって日常茶飯事だが、それでも「目の前で鼻をつまむ」ことをやってのけた馬鹿はこの少年が初めてである。その蛮勇に敬意を表して、今日も彼女は思いっきり痛むように気を使って治癒呪文をかけてやった。迷宮の闇に甲高い叫び声が響き渡る。

「……すまんな、オフィーリア君」

「まったく図ずう々ずうしい。同じまき散らすなら、意図して毒をまき散らすお前のほうがよっぽど悪質だろうに」

　いつもの流れとばかりため息をつくゴッドフレイたち。そんなやり取りが定例になるくらいには、彼女の存在は集まりに馴な染じんでいた。自分を疎うとまない人々の中に身を置く──それだけのことがオフィーリアにとっては途方もなく新鮮で、いっそ生まれ変わったような心地でさえあった。

「またお前たちか。──ふん？　今度は珍しい肉を連れているな」

　もちろん危険にも出くわした。ただでさえ生徒同士の暗闘が日常茶飯事の迷宮で、さらにゴッドフレイはその活動から多くの敵を作ってもいる。どこを歩いても火種には事欠かない。

「面白い、品質を見てやろう。──集い形成せコングレガンタ」

「全員構えろ！　──火炎盛りてフランマ！」

　襲い来る骨獣を火炎呪文で迎え撃つ。制御しきれない火力に自らの腕を焼きながら、そんなことは意にも介さずゴッドフレイは叫ぶ。

「もう少し惜しんではどうなんだ、貴様らッ！　他人の命も、自分の命も……！」

　校舎のあらゆる場所で、潜れる限りの迷宮の闇の中で、彼らは戦った。同級生とも下級生とも、時には魔物じみた上級生とも。その戦いによって魔境の中にほんのわずかな秩序を打ち立て、傷付き弱った生徒たちが最後に逃げ込める安全地帯を作ろうとしていた。キンバリーという場所で本気でそれを試みたのは、あるいは彼らが初めてだったかもしれない。

　なぜそんな酔狂な真似まねをするのか、彼女にはさっぱり分からなかった。いや、そもそもにして──アルヴィン＝ゴッドフレイという男がいつも何に憤いきどおっているのか。その部分からすでに彼女の理解を超えていた。

　入学した時から、キンバリーは彼女にとって何の違和感もない場所だった。生徒たちは己の全てを懸けて魔道を極めんと欲ほつし、それ故に他の全てを踏みにじり殺し合う。そんな有様は、自分が生きてきた実家とそのまま地続きで、何よりも、母から学んだこの世界の在り方そのものだったから。

「……俺はただ。もう少しだけ、キンバリーここを憩いこえる場所にしたいだけだ」

　時おり、ため息混じりに彼はそう口にした。曖昧に相あい槌づちを打ちながらも、彼女には相変わらずピンと来ていなかった。……憩いこえる場所というのは、自分にとってのあの中庭のようなものだろうか？　そんな予想をしてみたが、きっと違うのだろうとすぐに思い直した。自分のあれは所詮、踏みにじる草花があってのことだ。

　度どし難がたいことに、彼は誰も踏みにじりたくはないようだった。それどころか「踏みにじるのが当たり前」という常識そのものに異を唱えていた。迷宮名での活動に一定の規則を設け、生徒間の争いの絶対数を減らす──彼のその目標を聞くと、十人中九人は狂人を見る目で彼を見つめた。正直言って、最初は彼女も同じ感想だった。

　……が。愚直に同じことを唱え続けると、驚いたことに、それに耳を傾ける者が少しずつ現れ始める。

「あんたらが噂うわさのゴッドフレイ一味？　ねぇねぇ、私も混ぜてよ」

「なんか楽しそうだよな。オレも入れてくれねぇか、多少は役に立つぜ」

　学年が上がるほど、生徒たちはキンバリーの環境に適応していく。が、それを好むか好まないかはまた別問題だ。ゴッドフレイの周りには好まない生徒たちが集まってきた。志を同じくした、などという大層な話ではなく──もっと単純に、殺伐とした環境で生きることを強いられてきた生徒たちにとっては、彼らの「ノリ」が好ましかったのだ。

「入る学校を間違えたと思ってたけど……。お前らの近くなら、少しはマシかな」

　中にはそんな言葉を漏らす者もいた。彼らの気持ちの大半を図りかねるオフィーリアにも、その部分だけは大いに共感できた。アルヴィン＝ゴッドフレイの傍そばにいると心が安らぐ。彼との交流は、ほんの束つかの間ま、自分が魔法使いであることを忘れさせてくれるのだ。

　だからこそ、幼い心なりに悟ってもいた。──この不思議な時間は、きっと長く続かないと。







　ゴッドフレイがトラブルに首を突っ込み、傷だらけで生還するたびに、彼らの評判は上がった。そして、仲間も少しずつ増えていった。

　まるで焚たき火びに群がる人々のようだった。キンバリーという場所には温ぬくもりが少ない。誰しも分け隔てなく受け入れる温かさとなれば尚なおのことで、あったとしてもすぐに消えてしまう。

　だが、この火はかつてなくしぶとい。周りにそう認められたことで、彼を見つめる視線は奇異から尊敬へと少しずつ移り変わっていった。上級生までが一目置くようになり、アルヴィン＝ゴッドフレイの名前は校内に広く知られていく。

「…………」

　だが。そうして彼が輝きを増すほどに、その傍かたわらに落ちた一点の染しみが目立つようになる。

　なるべく目立たないように振る舞っていても、意思と無関係に振りまいてしまう惹香パフユームだけはどうにもならない。誰もがゴッドフレイのようにそれを克服してくれるとは限らず、案の定、新たに加わってきた仲間たちは、次第に彼女のことを厭いとうようになってきた。

「あの子、何とかならないの？　いくらなんでも節操なさすぎでしょ」

「よせよ。ゴッドフレイ先輩のお気に入りなんだろ」

「どうだかな。言いたかないが、先輩もあいつに誑たぶらかされてるんじゃないのか？」

　不協和音はあちこちから聞こえてきて、それらは少しずつ彼女の心を追い詰める。……仲間の数が大幅に増えたことで、オフィーリアの預かりだった治癒呪文は使い手に事欠かなくなっていた。それは本来なら喜ばしいことなのだ。賛同者が増えることで、ゴッドフレイの活動は確実に前進しているのだから。

「いつの間にか大所帯になってきたな。……君のおかげだ、オフィーリア君。君とカルロスが傷を癒いやしてくれなければ、俺はとっくに迷宮で屍しかばねを晒さらしていただろう」

　何よりも、ゴッドフレイにそう言ってもらえるのがどうしようもなく嬉うれしかった。その言葉を何度でもかけて欲しいから、自分の役割だけは他の誰にも譲りたくなかった。……彼の隣に居続けるために、今の彼女には、その方法しかないのだから。







「──君の存在が彼の邪魔をしている。それは気付いているだろう？」

　新しいメンバーとは軋あつ轢れきが絶えなかった。懇々と説得されることもあれば集団で恫どう喝かつされることもあったが、彼らの望むところは毎回同じだ。ゴッドフレイの近くから消えること──彼らは皆、オフィーリアにそれを望んでいた。

「君の惹香パフユームは無差別に男の気を引く。それだけでも集団に対する悪影響は大きいが、リーダーであるゴッドフレイと距離が近いのが何より良くない。誰にでも分け隔てなく接するのが彼の美徳だというのに、君が隣にいる限りは不名誉な疑いが付いて回る」

「みんな思ってるのよ。あんな厄介な体質のヤツを傍そばに置くのは、要するに色香に誑たぶらかされているからじゃないかってね」

「──ふざけないで」

　少女は珍しく声を荒げた。自分の惹香パフユームが嫌けん悪おされるのには慣れっこだったが、ゴッドフレイがそれに誑たぶらかされていると見られるのが許せなかった。彼が自分とまっすぐ向き合えるようになるまでに費やした苦労、時間、誠意──その全てが、少女にとってはかけがえのない宝物だったから。

「ゴッドフレイが君を傍そばに置くことに、あくまで惹香パフユームは何の関係もないと言い張るのか？　では尋ねるが、君はいったい何を買われてその立場にいるんだ？」

「──ッ──」

「集まりの初期、治癒魔法の使い手が少なかった時期に君が入ったことは知っている。その間の功績まで否定する気はない。だが、今はもう状況が違うだろう？　君と同等に治癒魔法を扱える仲間は他にもいる。しかも彼らは君と違って無差別に惹香パフユームを振ふりまいたりしない」

　然しかるべき人間に立場を譲るべき。彼らの主張は要するにそういうことで、そこには一定の説得力があった。オフィーリアも理解している──惹香パフユームというマイナス要素がある以上、今の立場を守り続けるために、治癒魔法の技術だけでは武器が足りないのだと。

　少女は焦り、追い詰められた。……どうすべきなのか。この連中に向かって何を示せば、自分がゴッドフレイの隣にいることの必然を証明できるのか？

　けれど、たったひとつ分かる。──諦めるという選択肢だけは、自分には絶対にない。

「……あなたたちは、わたしよりも強いの？」

　だから、とっさに彼女は立場を変えて切り返した。治癒の担にない手てではなく直接の戦力として。それを聞いた生徒たちが鼻で笑う。

「当ったり前でしょ。……なんならここで試してみる？　サルヴァドーリの娼しよう婦ふさん」

　あからさまな侮あなどりがぶつけられた。──魔法剣の授業でも呪文学の授業でも、これまでに彼女はさして抜きん出た成績を収めてはいない。治癒の担にない手てとしては優秀だが、前に出て戦う者としては中の下。それが周囲からの彼女への評価だった。

「……ええ。試すといいわ」

　空気が一気に張り詰めた。とっさに後ずさって少女から距離を取り、呪文の間合いで杖じよう剣けんに手をかける生徒たち。その様子を、オフィーリアは憐あわれみをもって見やる。

　そう、彼らは勘違いしていた。これまで彼女が戦いの場で活躍しなかったのは、決してその力がないからではない。それはひとえに──自分の本来の戦い方を、ゴッドフレイという少年にだけは見せたくなかったからであり、

「──生まれ出でよパルトウス」

　彼女の予想に違わず。そこから始まったのは、ひたすらに一方的な蹂じゆう躙りんだった。







　自分のほうがお前たちよりも強い。ゴッドフレイの隣という立ち位置を守るために、それは極めて効果的な「価値の提示」だった。大人しい癒いやし手に甘んじていては居場所を奪われるだけ──周囲の反応からそう確信して、彼女は自分のスタンスを大幅に変えた。

　以来、彼女は売られた喧けん嘩かを迷わず買うことにした。文句を付けてくる奴やつは全て力で黙らせ、弱らせたところをすかさず魅了チヤームで精神支配した。彼女が本気になるとはそういうことなのだ。

　同学年が相手なら問題にもならないが、戦い慣れた二年生や三年生はさすがに油断ならない。四年生以上はうかつに敵にすら回せない。いつ戦いになっても対応できるよう、常に強力な合成獣キメラを腹に仕込んでおく必要が生まれた。彼女は迷わずそうした。

「リア、よしなさい！　そんなことしなくても、アルはあなたを見捨てたりなんて──」

　幼おさな馴な染じみの制止さえ振り切った。これまでの不器用さが噓うそのように、方針を変えてからのオフィーリアは迷いなく立ち回れた。いかにしてゴッドフレイの側近という立場を死守するか、足を引っ張ってくる大勢の邪魔者をどうやって蹴落とすか──そういう戦いなのだと割り切れば、もはや悩むことは何もない。誰よりも狡こう猾かつに誰よりも貪欲に、魔法使いとして正しく在ればいいだけのことだった。

　彼女のそうしたスタンスは、必然的に他のメンバーにも飛び火した。自らの力を示し、他者を蹴落として望みのポジションを確保する──そうした争いが集団の中で日常化していった。急速な人員の増加が重なり、ゴッドフレイの目が全体に行き届かなくなっていたことも災いした。かつての穏やかな「ノリ」は次第に失われていき、彼らの集団は決定的に変質していった。

「いい加減にしろ、お前たち！　身内で争ってどうする……！」

　ゴッドフレイもその流れに気付いて対処しようとしたが、この時点の彼には余りにもリーダーとしての経験が不足していた。発足当初のような五～六人のグループならいざ知らず、数十人の大所帯ともなれば全体の手綱を取ることさえ容易ではない。日に日に剣けん吞のんさを増していく仲間たちの争いに、彼は打つ手を見み出いだせないまま苦悩だけを重ねた。

「大丈夫ですよ、先輩。……わたしは変わりません。わたしがずっと傍にいますから」

　裏腹に、そうしたゴッドフレイの葛藤さえまた、自分が彼の隣に居続けるための「隙間」としてオフィーリアは利用した。……何事もなく組織が回っている時よりも、こうした物騒な状況のほうが彼女にとっては都合が良いい。以前のように平和な集団では、惹香パフユームを振りまく存在は真っ先に異物として排除されてしまう。澄んだ水の中には身の置き場がないが、全体が濁っていれば、異質な存在もそこに紛れてくれる。







「……周りを焚たき付つけるのはやめろ、オフィーリア。この有あり様さまはさすがに見過ごせん」

　だが──彼女の望みどおりに集団の空気が悪化していくと、その企てに気付く者も現れる。最初に指摘したのはオフィーリアもよく知る初期メンバーの女生徒、レセディ＝イングウェだった。ふたりきりの場を設けた上で、責めるのではなく諌いさめるという形で、彼女はそれを指摘した。

「……何のことですか。私、何もしていませんよ？」

「とぼけるな。……お前、メンバーの一部を魅了チヤームで自分に従属させているだろう。喧けん嘩かを売ってくる相手を返り討ちにする程度なら見逃してやれたが、あれは明確にルール違反だ。ゴッドフレイが知れば許しはしないぞ」

　そう看破して厳しく視線を向けるレセディ。オフィーリアの顔からふっと感情が消える。

「……あなたも嫌？　わたしみたいな女が、ゴッドフレイ先輩の隣にいることが」

「……？　……何を言っている。私は今、集団の規律の話を──」

「自分のほうがずっと彼に相応ふさわしい。そう思っているの？」

　言葉を遮って一方的に語り続けるオフィーリア。その瞬間、レセディの右手がその頰を鷲わし摑づかみにした。

「おい、頭を沸かせるのも大概にしておけよ小娘。──敵と味方の区別も付かなくなったか？」

「…………」

「いいか。私がいま話したのは、お前が今後もゴッドフレイの隣に居続けるための忠告だ。……今のお前はそれを目指しているつもりで、その実はまったく逆方向に向かっている。あいつとの決別へ向けて全力で突き進んでいる。

　早くそのことに気付け。……手遅れになる前に、だ！」

　語気を荒げて言い切ると同時に、レセディはオフィーリアを突き放して身をひるがえす。遠ざかっていくその背中を見つめながら、残された少女がぼそりと呟つぶやく。

「……他に、どんなやり方があるって言うの」







　そう、彼女は知らなかったのだ。人との関わり方も、友達の作り方も、恋の仕方さえも。だから全てにおいて魔法使いとして振る舞った。「ゴッドフレイの隣にいる」という目的を設定し、その達成に向けてあらゆる手段を容認した。それがいちばん確実だったから。

「……臭い」

　必然、そのやり方は、結果以外の多くのものを踏みつけにした。共に過ごす時間の中で、少しずつ形作られつつあった数少ない友情も。

「臭い、臭い、臭い。……前はまだ我慢できたけど、もうダメだ。今のお前は臭すぎる」

　ふたり一組で迷宮を歩きながら、ティムはオフィーリアにそんな言葉をぶつけた。日頃の親しみ混じりの悪態とはまるで違う凍えた声音。非難の意思も露あらわに、彼は少女を睨にらみ付つける。

「すっかり開き直って惹香パフユームを垂れ流しやがって。……もう、ろくに制御してもいない。周りの男を軒並み籠ろう絡らくするつもりでやってるだろ、お前」

　指摘されたオフィーリアも、それをことさらに否定はしなかった。代わって、視線をちらりと相手の下半身へ向ける。口元に妖艶な笑みすら浮かべて。

「……硬くしてしまった？　あなたのそれも」

「ふざけんな、僕のは先輩以外には勃たたない。絶対に、お前なんかには勃たたせない」

　嫌悪を込めてティムは断言する。一切の加減なく展開する惹香パフユームとは、もはや欲情を強制する暴力だ。圧倒的な魅了チヤームは時に個人の性指向すら塗り潰す。その暴威に抗あらがうために、自分が自分であるために、彼には少しの気の緩みも許されない。

「その僕の気持ちを、お前はいま土足で踏み荒らしている。これまでに従属させてきた連中と同じように、僕の意思を奪って単なるオスに貶おとしめるつもりで。……そうだよな？」

「…………」

　沈黙がそのまま答えだった。握りしめたティムのこぶしが震える。

「最後には、ゴッドフレイ先輩もそうやって誘惑するつもりかよ。……これだけ長く僕らと付き合っておいて、同じパンをちぎって食っておいて、一緒に何度も死線を潜っておいて──そんなのが、お前のやりたかったことか」

　怒りと同じだけの哀かなしみが少年の瞳に揺れる。その瞬間に生じた胸の疼うずきを、オフィーリアは即座に気のせいだと断じた。──自分には友などいない。失って胸が痛むような友情は最初から存在していない。だからこれは気のせいなのだ。

「否定しろよ。……違うって言えよ、オフィーリアァァ！」

　絶叫と共にティムが杖じよう剣けんを抜き放つ。嘲笑のつもりでひどく引きつった笑みを浮かべて、少女はそれを迎え撃つ。

　気付いた時には、目の前に少年が襤褸ぼろ切れのように横たわっていた。そこへ駆けつけたゴッドフレイの表情を──怒りと悔恨と自責が入り混じったそれを、彼女は未いまだに忘れることが出来ない。







「──先輩。私は……」

　目の前の相手に話しかけようとして──それがとうの昔に過ぎ去った出来事であることを、オフィーリアはふと思い出した。

　我に返れば、目の前にゴッドフレイの姿はなく、小型の合成獣キメラたちがうろつき回る見慣れた工房の風景があるばかり。震える手で懐中時計に視線をやると、前に見たときから五時間以上も経たっていた。眠るでもなく、ずっと座ったまま白昼夢を見ていたらしい。

「……ふふふ……夢と現うつつの区別も付かなくなってきた、か。……いよいよね」

　彼女の体に、人間として機能できる限界が迫っていた。もはやいつ魔に吞のまれきってもおかしくはない。それを自覚した上で、彼女はゆらりと椅子から立ち上がる。

「……ここで始めてしまうのは、嫌……外に……」

　おぼつかない足取りで扉に手をかけ、工房の外へ出ていく。そうして彼女は、人として最後の放浪を始めた。







「……気配が遠ざかった」

　魔女が工房から出て行ったことに、隣の牢ろう獄ごくで耳を澄ませていたオルブライトもまた気付いた。それが意味するところに、ピートがごくりと唾を吞のむ。

「今が好機だ。あるいは最初で最後かもしれん。──覚悟は出来ているな？」

「……っ、ああ」

　震えを押し殺して少年はうなずいた。彼もとっくに弁わきまえている──生き延びたければ怯おびえている暇はないのだ。覚悟を固めたその面つら構がまえを、オルブライトもまた良しとする。

「始めろ。合成獣キメラはこちらで引き付ける」

　合図を受けてピートが動き出し、肉格こう子しの二か所に埋め込んだ炸さく裂れつ球に指から魔力を注そそぎ込こむ。済むと同時にすぐさま退避、地面に伏せて耳を塞ぐ。数秒後、掌てのひらを貫いて爆発音が耳に届き──振り向いた彼の視線の先に、肉牢ろうの突破口が開いていた。

「……ッ！」

　放り投げた煙幕球から煙が立ち上がると同時に、ピートは牢ろうの中から飛び出した。──合成獣キメラたちが状況を把握するまでのわずかな時間が成否を分ける。事前に繰り返しイメージした通り、煙に身を隠しながら隣の部屋へと走り抜ける。

「来い、畜生ども！　この俺が直々に相手になってやる！」

　その間、駆けつけた合成獣キメラたちの注意はオルブライトが引き付けている。だが、虎の子の魔法道具さえピートに委ねている今、彼は正真正銘の丸腰だ。激しく動けば惹香パフユームを大量に吸い込んでしまうために、牢ろうから出て逃げ回ることすら出来ない。ピートのほうで一刻も早く杖つえを見つけなければ、彼のほうが合成獣キメラたちに嬲なぶり殺ごろしにされかねない。

「どこだ……！　杖つえっ、杖つえは……っ!?」

　部屋の中をぐるりと見渡し、ピートは杖つえを求めて目についた収納を片っ端から漁あさって回る。すでに処分されている可能性もあるため、ざっと探して発見できなければ見切りを付けなければならない。彼の中で二十秒と定めてある制限時間が刻々と過ぎていき、

「……あった！」

　果たして幸運は彼らに味方した。杖つえを処分するほどの警戒すら攫さらってきた生徒たちには抱いていなかったのか、オフィーリアが彼らから取り上げた白はく杖じようと杖じよう剣けんは部屋の隅の箱の中にまとめて放り込んであった。まずは自分のものを見つけ出し、続けて、事前に聞いていた特徴を頼りにオルブライトの杖じよう剣けんを握りしめる。

「杖つえだ！　受け取れ！」

　すぐさま牢ろう獄ごくの部屋へ走り戻り、しぶとく合成獣キメラを蹴り飛ばしていたオルブライトへ向けて、ピートは肉格こう子しの隙間からその杖じよう剣けんを放った。得物を手にした少年の口元がにっとつり上がる。

「上出来だ！　──氷雪猛りてフリグス！」

　間髪入れずに呪文を唱え、オルブライトは襲い来る合成獣キメラたちに反撃を開始した。ほっと安あん堵どの息をつくピートに向けて、彼は鋭く声を飛ばす。

「何をしている！　お前は外へ出て助けを呼べ！」

「でも、オマエは──」

「早くしろ！　異変に気付いたサルヴァドーリが戻って来るぞ！」

　合成獣キメラたちの攻撃を一手に引き受けながらオルブライトが叫ぶ。それでピートも迷いを振り切って再び走り出した。魔女が鍵もかけずに出て行った扉から工房の外へ飛び出していく。どことも知れない沼地の光景が視界いっぱいに広がった。

「はぁっ、はぁ……！」

　工房から出たところで何ひとつ安心は出来ない。危険が迫るのが先か、それとも助けが来るのが先か──ここから先はほとんど運試しの領域になる。それを承知した上で、彼はオルブライトに預かった救難球に魔力を注そそぎ込こんだ。けたたましい音と魔力の波が周囲一帯に広がっていく。

「頼む、誰かっ……！」







　必死の思いで放たれたその報しらせを、直後にひとりの少年が聞き届けた。

「──救難球だ！　近いぞ！」

　聞こえた瞬間に声を上げる。──その時、すでにオリバーたち四人は沼を渡り切って対岸に辿たどり着つき、舟を降りて再び歩き始めていた。

　すぐさま音源の方向に目途を付け、他の三人の視線も一斉に同じ方角を見据える。この音はもちろん合成獣キメラにも聞かれているはず──つまり、この音の方向に要救助者がいる場合、その確保は時間との勝負になる。

「罠わなを疑っている場合じゃないね。──急ごう！」

　ミリガンに促されるまでもなく、オリバーたち三人は一直線に走り出していた。その先で仲間が助けを求めていることを疑わず、泥ぬか濘るみを蹴散らして駆け抜ける──。







　第三層の広大さを踏まえれば、救難信号が届く範囲は全体の十分の一に満たない。しかしこの瞬間、該当する領域に居合わせた魔法使いは、決してオリバーたち四人だけではなかった。

「──救難球だわ！」

　大気を伝わってきたほんのわずかな音を耳で拾い、その瞬間に足を止めてカルロスが叫んだ。ゴッドフレイもすぐさま彼の隣で耳をそばだてるが、数秒でかぶりを振る。

「……ダメだ、俺には聞こえない。かなり距離があるようだ」

「アタシが先導するわ。急ぐわよ、アル！」

　カルロスが走り始め、ゴッドフレイも即座にその後に続く。こと音に対する敏感さにおいて、彼はこの友人に及びもつかない。その感覚が導くまま、ふたりは全力で先を急いだ。







「こちらの方角だ。……ノルの友人がいるかもしれん。急ぐぞ、シャノン」

　同様に、オリバーの親戚にして「臣下」であるグウィン＝シャーウッドとシャノン＝シャーウッドも走り始めていた。救難球の音は知覚限界すれすれだったが、グウィンの音感もまたカルロスに引けを取らない。が、その一方で──同じ階層に従おと弟うとがいることを、このふたりは未だ知らないのだった。

「……リア……！」

　この事態の元凶である魔女の名前が、悲痛な響きを帯びてシャノンの口からこぼれた。……単なる敵と、そう一言で断じられるような間柄ではない。その想いを共有した上で、グウィンはなおも冷徹に応じる。

「会話が通じるとは思うな。出くわせば──その時は戦うのみだ」

「……っ……」

　抑揚のない兄の声に、シャノンは唇を嚙かみしめた。彼女が何を思ったところでその点は変えられない。魔に吞まれた相手と向き合うとはそういうことなのだ。

「──む」

　と、先行するグウィンがふいに足を止める。シャノンもまったく同時に立ち止まった。一秒を争う状況下でありながら、ふたりの判断には一切の齟そ齬ごがない。

「打てよ風槌インペトウス！」

　杖じよう剣けんを抜き放つと同時に、グウィンが数十ヤード先の地面へ風の呪文を叩きつける。着弾点を中心に周りの泥が一斉に跳ね上がり──果たして、その内側に白い骨の質感が覗のぞいた。

「……ふん？　シャーウッドの兄妹か」

　骨を組み上げた奇怪な球体が露出し、内部で男が嗤わらった。待ち伏せを見抜いたグウィンが、見知った相手の顔を睨にらみつける。

「……リヴァーモアか」

「久しいなグウィン。……この音を聞きつけたのだろうが、やめておけ。行けば確実にサルヴァドーリと出くわす。今となっては貴様らとてお呼びではあるまい」

　リヴァーモアを包んでいた骨の球体がこぶしを解ほどくように開き、中から踏み出したその足がグウィンらと同じ地面を踏む。油断なく構えるふたりを前に、男は肩をすくめた。

「どうにも出しゃばりが多すぎるな。こちらは『煉れん獄ごく』と『聖歌』以外を弾いているだけだというのに。一年坊を三人連れた蛇眼といい……もっとも、それは俺も同じことか」

　自嘲めいた声でぽつりと漏らす。が、その内容ばかりは目の前のふたりも聞き逃せなかった。

「──待て。今、何と言った？」

　すぐさま確認に移るグウィン。問われたリヴァーモアがくく、と含み笑う。

「言葉通りだ。蛇眼が一年生どもを引き連れてこの階層まで来ていた。攫さらわれた友人を助けたいと後輩に頼まれたらしいぞ」

「誰だった、その一年生たちは」

　焦あせりが顔に表れないようにしながらグウィンは重ねて尋ねる。リヴァーモアが顎に手を当てて思い返した。

「マクファーレンの娘に、命知らずのサムライに──あとひとりは何と言ったか。

　……ああ、そうだ、オリバー＝ホーンだ。入学式の直後に一層で軽くからかったものでな、顔を憶えていた」

　その名前が出た瞬間、グウィンとシャノンが同時に地を蹴った。不意を突いてリヴァーモアの両脇を駆け抜けようとするが──その狙いを見透かしたように、背後の泥中から飛び出した蛇竜骨サーペントがふたりの行く手を阻む。

「おっと、行かせんぞ。言っただろう？　今は俺も貴様らもお呼びではないと」

「どけ、リヴァーモア！」

　グウィンが杖じよう剣けんを手に声を荒げた。その反応を見て、相手は意外そうに首をかしげる。

「ふん？　いつも取り澄ました貴様がやけに熱いな。そんなにオリバーとやらが気になるのか？」

　笑みを深くする男。無論、それを察したところで態度が変わるわけもなく。

「だが通さん。どうしてもと言うなら押し通れ。迷宮ここではそれがルールだろう？」

　互いに譲る意思がない以上、もはや否応はない。互いに目配せひとつなく──従おと弟うとまでの道を切り開くために、シャーウッドの兄妹は戦闘に突入した。







「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　音を聞きつけた魔獣たちが沼地からわらわらと這はいずり出して来たので、ピートも一か所に留まってはいられなかった。右手に杖じよう剣けんを、左手に救難球を握りしめ、息を切らして沼地を走る。見る間にズボンが膝まで泥を被かぶった。

「いったいどこなんだ、ここ……！　……くそっ、足が……！」

　一歩進むごとに泥の中に足が埋まって体がつんのめる。歩法が未熟な今のピートでは、この沼地をまともに歩くことさえ難しい。それでもどうにか泥をかきわけるように歩みを進め、

「……うっ……!?」

　その足取りが、ふいに止まった。両足が膝まで沈み込み、泥の重さで持ち上がらない。どうにか引き抜こうと足あ搔がいていると、その動きでますます体が泥の中へ沈んでいく。少年の顔が一気に青ざめた。

「底なし沼……!?　ウ、ウソだろ……！」

　パニックに陥りかける思考を懸命に宥なだめて、彼は右手の杖じよう剣けんを意識する。底なし沼から脱出するための呪文は何だったか──いくらでも方法はあるはずなのに思い付けない。恐怖と同じだけの悔しさが彼の中にこみ上げた。いったい今まで何を学んできたのか！

「かっ……！　だ、誰か！　誰か──！」

　考えあぐねている間に、ついに杖じよう剣けんを握る手まで泥の中へ埋まってしまった。もはや杖つえを振ることも出来ない。ひしひしと服の中に染しみ込こんでくる泥の冷たさが、否いや応おうなく彼に「死」を意識させる。

「……ふーっ……ふーっ、ふーっ……！」

　泣き叫んで暴れ出したくなる衝動を、しかしピートは寸前でぐっと堪えた。……動けば動くだけ沈むのが早まる。もはや自分で打てる手がない以上、残された最善の行動は「動かない」ことだけだ。呼吸していられる時間を数十秒、あるいは数秒でも伸ばすために。

「……うぶっ……！」

　それで稼いだ時間さえあっという間に使い切って、いよいよ泥が口元まで押し寄せてきた。最後に許された一呼吸を思いきり吸い込んだ直後、ピートの顔が容赦なく泥に埋もれる。

　自分はここで死ぬのだ、と彼は思った。絶望に心が吸い込まれていく間ま際ぎわ、その心に浮かんだのは、なぜか両親の顔でも故郷の景色でもなく──何かと世話を焼かれた同室の少年の顔。




　──オリバー……！




　声なき声でその名前を呼んだ瞬間。何かが彼の手首をがっしりと摑つかんで、その体と魂を力強く「生」へと引き寄せた。

「──無事か、ピート！」

　声をかけられて、固く閉じていたまぶたをおそるおそる開く。最後に思い描いた相手の顔が、なぜかすぐ目の前にある。

「……え……？」

　呆ほうけている間に体を引っ張り上げられた。全身泥だらけの彼を、そんなことは意にも介さない相手の両腕がきつく抱きしめる。伝わる体温が泥の冷たさを噓うそのように吹き飛ばす。

「……よく頑張った。えらい、えらいぞピート……！」

　相手を腕の中に抱きしめたまま、涙声でオリバーはその名前を呼ぶ。瞬間──ピートの中で、あらゆる感情が決壊した。

「……う、あ──あぁぁぁぁぁ……！」
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　荷物の大半を地面に捨て、代わりに泣きじゃくる友人を背負ってオリバーが立ち上がる。その背後にナナオ、シェラ、ミリガンの三人が追いついてうなずき合い、そして全員が一斉に走り出した。──この場で再会を喜び合っている暇はない。

「急ごう！　このまま逃げ切れば私たちの勝ちだ！」

　息を殺して沼地を駆け抜ける四人。気は急せくが、それでも箒ほうきには乗れない。この階層で飛んでいれば否いや応おうなく地上から目に付くし、何よりピートが増えたことで一本は必ず二人乗りになってしまう。同じように箒ほうきで追跡された場合、それでは確実に追いつかれてしまうだろう。

「沼を渡ってしまえば逃げ切れます……！　もう少しの辛抱ですわよ、ピート！」

　取り戻した友人を励ましながらシェラが走り続ける。再び舟に乗って沼を渡りきる──敵の追跡から逃れる上で、四人にとってはそれがひとつの目安だった。いくらなんでもピートの身柄を取り戻すためにオフィーリア本人が沼の向こうまで追ってくるとは考えづらい。そこまで順調に行けば、後はもう合成獣キメラの目を盗みながら来た道を戻るだけだ。

「……オリバー……！　オリバーぁ……っ！」

　背負われたピートが痛いほどの力で肩にしがみつく。状況が許すなら、オリバーはその体をいつまでも抱きしめていてやりたかった。……魔女の工房に攫さらわれてどれほど怖かったことか、どれほどの勇気を振り絞ってそこから逃げてきたことか。まさに紙一重の救出だった。彼がその姿を見つけ出した時、友人は泥の中で溺れ死ぬ寸前だったのだから。

「……ああ……」

　叶かなう限りの速度で湿地を駆ける彼らの前で、ふいにミリガンが足を止める。オリバーが眉根を寄せて立ち止まった。──なぜここで止まるのか？　今は一秒を争う状況ではないのかと、そんな問いが口まで出かけて、

「……そう上手うまくはいかないか、やはり」

　それを言葉にする寸前に、蛇眼の魔女が足を止めた理由を察した。──否いや応おうなく、察してしまった。

　彼らの行く手を完全に遮る形で、沼地の薄暗がりにいくつもの眼光が輝いていた。……それらがここの原生生物でないことはすぐに分かった。余りにも殺気が純粋すぎる。ここまで戦ってきた合成獣キメラたちと同じ、それはそのように作られた生物にしか持ちえない殺意だった。

「……意外な顔が、大勢いるわねぇ。……これは夢？　それとも現実、かしら……？」

　おそらくは十頭を超える使い魔を背後に従えて、ひとりの魔女が湿地の上を進み出る。泥中の蓮はす──その比喩を当てはめるには、姿が余りに妖よう艶えんに過ぎる。オリバーの全身が戦慄わななく。

　出会ってしまった。この状況を生み出した元凶──オフィーリア＝サルヴァドーリに。

「……ああ、そういうこと。どうして逃げられたのかと思ったら……あなた、オスじゃないのね」

　オリバーに背負われたピートを見つめて、魔女がぽつりと口を開く。ひとつ疑問が解けたというように。

「捕まえた時とは完全に性別が入れ替わっている……両極往来者リバーシ、かしら？　適当に集めた中に、ずいぶん珍しいコが混ざっていたものねぇ……」

　どこか浮世離れした口調でそう言って、オフィーリアは他の面々に視線を移す。ナナオを見て、シェラを見て、それからオリバーを見て──そこで疲れ切ったようにため息を吐く。

「ああもう、Ｍｒミスター．ホーン──あなた、何度わたしの忠告を無視すれば気が済むの。そのコを見捨ててしまえば済んだことじゃないの。……だっていうのに、こんな場所までお友達をふたりも連れて来てしまって……」

　被害者に向かって事の元凶が言うことでもない。が、そんな反論は口に出せたものではない。背中で震えるピートの存在を強く意識して、オリバーはひたすらに状況を打開する活路を求めた。それがどれほど至難であるかは承知しながら。

　そんな彼の心境を知ってか知らずか、オフィーリアは残るひとり──この場における唯一の同学年生徒へ目を向ける。

「その面めん子つで、よくこの階層まで辿たどり着つけたものだわ……。……蛇眼、いったい何のつもり？」

「どうしても友達を助けたいと言われてしまってはね。可愛かわいい後輩の頼みを、先輩としては無下に出来ないじゃないか」

　さすがは四年生と言うべきか、ミリガンはいつも通りの口調で会話に応じてのけた。が、その返答にオフィーリアは顔をしかめる。

「昔から嫌いだわ、あなたのそういうところ。……何が先輩としては、よ。ひと皮剝むけば、あなたもわたしたちと同じ穴の貉むじなのくせに」

「ははは──違いない」

　苦笑混じりに肩をすくめて、そこでミリガンは話の向きを変える。

「それはさておき、ひとつ相談なんだけどね。──見逃してくれないかい？　ピート君さえ助けられれば、我々はもうここに用はないんだ。取り込み中のところを邪魔してしまって心苦しいし、ここはひとつ、すぐにでも君の視界から消え去ろうじゃないか」

「…………」

「ピート君ひとりが欠けたところで、君がこれからやることに差さし障さわりはないだろう？　私たちに君を邪魔する理由はないし、君だって私たちと小こ競ぜり合あいなんてしている場合じゃないはずだ。利害は綺き麗れいに一致する、そうじゃないかい？」

　語りかける声の穏やかさとは裏腹に、オリバーは薄氷を踏む思いでその会話を聞いていた。──そう、見逃してもらう以外にない。この階層でオフィーリア＝サルヴァドーリと出会ってしまった以上、自分たちの生死は九割がた目の前の魔女の掌てのひらの上なのだ。なし崩し的に戦闘へ入ることだけは絶対に避けなければならない。

「ここは穏便に別れようじゃないか。ああ──もちろん、ピート君を連れて行く分の埋め合わせはしないとね。希少な魔法薬のひとつも置いていこうと思うけど、どうだい？」

　ミリガンも明らかにその方向で交渉を試みていた。それにどれほどの成算があるのか、オリバーには知る由よしもない。ただひとつ分かるのは、楽観は少しも胸の内に浮かばないということだけ。

「……滑稽よ、蛇眼。あなた──まだ、人間と話しているつもりでいるの？」

　彼の直感を証明するように、オフィーリアの口元に憫びん笑しようが浮かぶ。オリバーにもシェラにも、それでどうしようもなく分かってしまった。──最初から、この会話には何の意味もない。

「勘違いしないで。ここにはね、別にそのコを連れ戻しに来たんじゃないの。……ただ、賑にぎやかな気配のするほうにぼんやり歩いて来ただけ。始める場所を探して、それがたまたまここだっただけ──」

　誰も彼女を止められはしない。これから日が没すると知っていても、人がそこに何の干渉も出来ないように。





　──獣はベステイア翼をアラース欲しベテイト　鳥はアウイス腕をマヌース羨むインウイデト　魚はピスキス脚をペデース求めクピト　草木はプラント肉にカルネム憧れるデーシデラト






　そうして始まった。満ちた杯から酒が溢あふれるように、彼女の口からそれは零こぼれ出る。

「あの詠唱を止めろ！」

　ミリガンの顔から一切の余裕が搔かき消きえた。ナナオとシェラが即応して杖じよう剣けんを抜き放ち、ピートを地面に下ろしたオリバーもそこに続く。後ろに控えていた合成獣キメラたちが前進し、主を守って立ちはだかった。





　枝分かれクアムクアムたるデケム種はミーリア万にフイーウント届けどセーミナ　我クアエらサタスントのセド内タメンにネーモー　欠けノストウルムざるウイテイウム者ノーンなしハペト






　事ここに及んで、いちいち弱点を見極めて撃退している暇などない。魔女を守る魔獣の壁に穴を穿うがつべく、エルフ体に変身したシェラが全力で二節呪文を撃ち放つ。一頭が雷に焼かれ、そうして開いた穴を隣の個体が瞬時に埋めた。そこを突っ切るつもりだったナナオとオリバーが足止めを強いられる。





　欠コツリゲンス片フラグメンタをエト集めコンテイヌアンス　継ぎデインケブス接ぎハエク求ウオレーバムむスキーレ　命のウビ解はソルーテイオー何処にウイータエありやエツセト？






　ミリガンが続けざまに詠唱し、上空に飛ひ翔しようした炎と氷の槍やりが、そこからさらに極端な放物線を描いてオフィーリアに襲い掛かった。地上から伸びた合成獣キメラたちの触手がその襲来をことごとく迎え撃つ。箒ほうきでの突撃に踏み切ろうとしていたナナオをオリバーがとっさに引き留めた。対空の備えは盤石だ、うかつに飛べばひとたまりもない。





　問はクアエステイオー果てぬインフイニータ　悠久クアムウイースをベル超えムルトースてアンノース尚ハエク　生インウエステイガテイオーのデー探究アニマーはフアクタ満ちエツセト足るノーンドウムをエクシトウム知らずインウエニアト






　ミリガンの全身に魔力が充じゆう溢いつした。子宮の貯蔵魔力を開放し、そうして増した出力を彼女は続く詠唱に込める。それは二節ですらない、火炎呪文の三節詠唱──魔法使いとして成熟した体でなければ実現不可能な威力でもって勝負を賭ける。オリバーたちが見つめる中で、三頭の合成獣キメラたちが一斉に火炎の波に吞のまれる。





　なシーらイタばシト良ベネしエスト　終レスポンデーボーわイギトウルらアドぬエアム式クアエシータムペルもてフンク答とリートウム成さんインフイニートウム






　これが最後のチャンスだと確信し、オリバーたちは一斉に地を駆けた。炎の合間に身を隠して合成獣キメラの壁をすり抜ける。三人が突破した瞬間、その行く手を塞ぐ形で天井から新手が降ってきた。全身を岩盤で覆った未知の合成獣キメラ。





　融けてリークエアーミニー交われミスケアーミニークエ命インテルどセーセーもアニミー　ここヒークにウオービース無限リケトのテンプターレ試行エトをエツラーレ許インすペルペトウウム






　四人の動きが止まった。突破していく目がわずかでもあるなら、強引にでもそれを試みる覚悟は誰しもあった。だが、隙がなかった。この守りを抜けていけるイメージがどうやっても描けなかった。とっさにオリバーが行えたのは、合成獣キメラたちに包囲されることを避けて、ナナオとシェラと共にミリガンの近くへ取って返すことだけ。





　終わりなきデーレクテーミニー淫蕩ラスキウイーレにアド興じよセンピテルヌム　それクオニアムこそヒク生命のリートウス紡ぐ式スピーリトウースなればゲネラト






　何者もそれを阻はばむことが出来ないまま、オフィーリアの詠唱だけが朗々と響き渡る。オリバーは必死に打つ手を考えたが、ひとつの策も浮かばない以上、現実に起こせる行動は何もない。ナナオもシェラも、ミリガンですらそれは同じだった。





　我が胎内ルーデイテーにイン遊べメアー愛し子たちプラケンター　死アマービリーしたフエートウースならクオーテイエンスばモリエーミニー幾度トーテイエーンスでもエゴーイプサ孕もうコンカピアム






　全員を凄すさまじい耳鳴りが襲った。音が歪ゆがみ、景色が歪ゆがみ、世界を形作る法則が見る影もなく崩れていく。直視することを恐れたピートが頭を抱えてうずくまった。そんなものを目まの当あたりにした上で、彼には正気でいられる自信がない。





　絶えウテイナム間トウーなきクラーモリプス産声ナーテイウイターテイスでユーギテル満ちインプレアーリスよオー──『子宮パラーテイウム殿アニマールム』！






　結ばれた詠唱のもと。全てが消え去り、一切が塗り替わる。

　はたと四人が見渡せば、脈打つ肉の壁が全天を覆っていた。踏みしめる地面には大小無数の血管が縦横無尽に走り、血流に合わせて収縮し、それらはことごとく生物にしか持ち得ない熱を湛たたえている。

「……っ……！」

　吐き気を催すほどに悍おぞましい光景は、しかし裏腹に奇妙な懐なつかしさを彼らに抱かせる。この場所を知っていると本能が語る。記憶にはなくとも体は覚えている──己という命の始まりの地点を。

　今や彼らは胎内にいた。この広大な子宮こそが、彼らを吞のみ込こんだ「魔」のカタチだった。

「……オリバー、これは」

「──絶唱、だ……」

　ナナオの問いに、喘あえぐような声で少年が応じる。どろりと濃密な惹香パフユームが鼻び腔こうから脳髄へ流れ込み、ただ息をしているだけで気が狂いそうだった。とっさに頰の肉を嚙かみしめて痛みで理性を保つ。シェラがその先の説明を代わった。

「……絶界詠唱グランドアリア。ひとつの魔道を極めた者が至る、魔法使いの到達点です。

　あくまで世界の中で魔法現象を起こすだけの呪文とは違い、これによって展開された『魔』は、現実そのものを塗り潰して顕あらわれます。さながら絵画の上に新たな絵を描いたように……」

　畏怖と戦慄と、ある種の尊敬すら込めてシェラは語る。……魔法使いが「魔に吞のまれる」形は世に数あれど、絶唱の結果としてそれに至るケースは極めて稀まれだ。歴史ある家系の裔すえか、条理を超えて隔絶した個か──いずれにせよ、誰よりも抜きん出た「何か」を手にした者だけがその栄誉を授かる。それはもはや魔法使いとして至上の姿と称しても差し支えなく、

「そういうことさ。十八歳という若さで、彼女はついにサルヴァドーリの魔道を完成させてのけた。……紛れもない天才だよ」

　声に滲にじんだ羨せん望ぼうをすぐさま振り切って、ミリガンは鋭い視線で周囲を見回す。……彼女らを吞のみ込こんだ世界には、一見して出口というものが見当たらない。子宮が魔法のモチーフとなっている以上、概念の上では『外』に繫つながる産道が存在するはずなのだが──そこを通してもらえると期待するのは、楽観を通り越してもはや妄想だ。

「この場は外界と隔絶され、術者の敷いた新たな法が支配する別世界へと成り果てた。私たちはもう自分では出られないし、外から助けも来ない。──術者本人が術式を解くか、死なない限りは」

　ミリガンは語った。強いて希望を説くのなら、まだしもそれが本筋だというように。

「──あれは」

　どうにか状況を飲み込みつつあるオリバーたちの前で、肉の大地にいくつもの隆起が生じていく。巨大な瘤こぶのように盛り上がったそれらは、彼らの見つめる中で次々と内側から裂け、耳を劈つんざく産うぶ声ごえと共に中身の異形が這はいずり出す。そうして生まれた合成獣キメラたちの中に、一体として同じ形態のものはない。

「……終わらぬ式もて、答えと成さん……」

　印象深く耳に残った一節を、オリバーはぽつりと口にする。……先ほど耳にした詠唱の意味が、今はうっすらと分かる気がした。

　合成獣キメラという存在は、その成り立ちにおいて「完全な生命」を企図したものだという。この世に存在する生き物は全て何かしらの欠陥を持つ。だが一方で、それらの生物が持つ因子の有限の組み合わせの中に「正解」を見つけようとした者たちがいた。自然界に存在しない組み合わせを、自らの手で模索したのである。

　サルヴァドーリの祖である純潔の淫魔サキユバスは、種という単位でその「正解」を追い求めた一族だと言える。だが、そんな彼女らは目指した場所に辿たどり着つけないまま絶滅という結末を迎えた。単一の正解を追い求めるが故に、それを見つけられなかった彼女らは何者にもなれなかった。

「……っ……」

　惹香パフユームの侵入に抗あらがうように理性を働かせ、オリバーは推し量る。──その失敗を教訓として、サルヴァドーリの魔法使いは「完全な生命」という目標設定そのものに異を唱えたのではないか。変化と進化、果てしない試行錯誤の繰り返しが生命の本質であると彼女らは見なした。そこに生じる無限の多様性こそ、生命をもっとも永らえさせるものであると結論して──。

「ちょ──何これ!?　ウソでしょ、ウソでしょ……!?」

　泡を食った声が思考に割って入り、オリバーはとっさにそちらを振り向いた。五人から二十ヤードほど離れた場所に、落ち着きなく周囲を見回す女生徒と、それよりも年下と見える少女の姿がある。ふたりの姿を視界に収めた瞬間、シェラの目がぎょっと見開いた。

「ステイシー!?　あなた、どうしてここに……！」

「……巻き添えかい。ずいぶんと間の悪いことだ」

　ミリガンの言葉がそのまま答えだろうとオリバーは思った。……おそらく救難球の音を聞いて駆けつけ、ひとまず遠巻きに自分たちとオフィーリアの接触を眺めていたものの、その途中で絶唱の展開に巻き込まれたのだ。本人たちには悪いが、まったくもって不運な巡り合わせと言うほかにない。

「すまないが、状況は九割がた詰みだ。──やるべきことは分かるかい、三人とも」

　ミリガンが口にした確認に、三人は無言で杖じよう剣けんを構えることで答えに代えた。──約束した。必ず全員で無事に戻ると、残してきた仲間に約束したのだ。だから、

「……そうさ。絶望なんて贅ぜい沢たくは、魔法使いわたしたちに許されちゃいない──！」

　蛇眼の魔女の口元が不屈の意思を宿してつり上がる。それに応えるようにナナオが気勢を上げ、その髪が眩まぶしいほどの純白に染まり──かくして、彼らの最後の抵抗が始まった。

「地を焼き焦がしフオルテイス　焦熱は覆うフランマ！」

　開戦と同時に迸ほとばしる炎熱。ミリガンが最初の一手で大火力を叩たたきつけ、絶唱の展開前から生き残っていた合成獣キメラたちを牽けん制せいする。この数を相手取るためには陣を敷くことが必要不可欠だ。あくまでも冷静に、彼女はそこから着手した。

「リネット、結界を張れ！　守りの担当が要る！　領域の扱いはそこそこ得意だったろう！」

「この状況で!?　気休め以下よ、そんなの……！」

　出し抜けに協力を求められたステイシーの姉、リネット＝コーンウォリスが半泣きで地面に魔法陣を描き始める。それはオリバーにとっても素直にありがたい。四年生が全力で維持する結界なら、さすがの合成獣キメラたちも薄紙を破るようには入って来られない。一応の安全地帯がそこに生まれる──他の場所にいるよりも数分程度は長生きできる、という意味で。

「オ、オリバー……！」

「ここで待っていろ、ピート！　必ず何とかする！」

　形成途中の魔方陣の内側にピートを避難させ、オリバーは迫りくる合成獣キメラたちに目を向ける。どの個体から相手取るか、どのように戦うか。どれほど考えても足りることはない。ただの一頭でも命がけの攻略を強いられる恐るべき魔獣たちが、今や彼の視界を埋め尽くしつつある。

「フェイを──フェイを返せぇぇぇ！」

「落ち着きなさい、ステイシー！　足並みを揃そろえますわよ！」

　今にも飛び出していきそうな幼おさな馴な染じみの隣に並んで、シェラはエルフ体を維持したまま詠唱を始める。この状況下で迎撃の要となるのは大火力を持つ彼女とミリガンだ。オリバーとナナオの役割は、何としてもそのふたりに敵を近付けさせないこと。

「はぁぁぁぁぁぁッ！」

「おおおおぉぉぉっ！」

　そうして彼らは始めた。無限に押し寄せる波を打ち払うような、終わりの見えない戦いを。

　絶え間なく突き出される触手、薙なぎ払はらわれる鎌、吐き出される毒液。その全てを躱かわし、受け流し、搔かい潜くぐり、ナナオの振るう刃が敵の肉を断つ。閃せん光こうで目を晦くらまし、炎で温感を攪かく乱らんし、ノイズをかき鳴らす囮デコイで聴覚を幻惑し、オリバーの放つ呪文が敵の体を撃ち抜く。

　ミリガンに学んだ技術がここぞとばかりに活いきた。というよりも、活いかさなければ一秒だって生き残ることは出来なかった。ただ一手のミス、たった一秒の判断の遅れが即座に死へ繫つながる。ひとりが倒れればそこから総崩れになる。あらゆる能力を総動員して全力で抗あらがわなければ、この場所では束つかの間まの生すら摑つかめない。

「……素敵、ねぇ……。……そんなに戦えたの、あなたたち……」

　そこに声が響いた。際限なく生まれ続ける合成獣キメラたちの合間に立ち上がる、美しくも悍おぞましい女の姿。腰より下はもはや人の体を成してはおらず、その有あり様さまは肉の大地から生え伸びた上半身というのが相応ふさわしい。今やこの世界の主、あるいは世界そのものと化したオフィーリア＝サルヴァドーリだ。

「まだ人格が残っているとは驚きだね……！　魔に吞のまれる気分はどうだい、サルヴァドーリ！」

　その出現を見て取ったミリガンが声を張って問いかける。変わり果てた己の姿を見下ろし、具合を試すように何度か手を開け閉めして、オフィーリアは微笑を浮かべる。

「……最悪よ……思った通り、ね……。……でも……まだ少しは、もちそう……あなたたちの死に様くらい、見届けてあげるわ……」

「ははっ！　心遣い痛み入るよ！」

　応答に交えて、ナナオが食い止めていた個体を二節呪文で仕留めてのける。無駄口に割いている余裕など皆無の状況で、なおもミリガンは変わり果てた魔女に視線を向け、

「大した往おう生じよう際ぎわの悪さだ！　その様子だと、さぞかし未練を残しているらしい！」

　突き刺すように皮肉を放った。その瞬間、オフィーリアの肩がぴくりと揺れた。

「……なんで、すって……？」

「そうだろう？　でなければ、そこまで無理をして踏みとどまるはずがないよ。四年足らずの学校生活でやり残したことでもあったのかな？　ははは──無理もない！　初恋はさんざんだったようだからね、君は！」

　盛大に笑い声を上げるミリガン。あからさまな嘲弄に、オフィーリアのこぶしがわなわなと震える。

「……黙りな、さい……」

「おや、図星を突いてしまったかい？　それはすまない。しかしまぁ──いくら若かったとはいえ、君も自分というものを余りに知らなかったね。いくらなんでもゴッドフレイ統括はないだろう。沼地の蛇が地上を駆ける一角馬ユニコーンに恋するようなものだ。実るはずがない、そんなことは子供でも分かるじゃないか」

　その時点でオリバーもミリガンの意図を察した。──動揺を煽あおっているのだ。オフィーリアがまだ人格を残しているのなら、それは付け入る隙となり得る。この恐るべき世界の支配者に、まだ嘲弄に揺れる心が残っているというのなら。

「君に出来るのは、せいぜいが持ち前の色香で誘惑して彼の子種を掠かすめ取とることくらいだ。人の心を無視して結果だけ先取りする、それが先祖代々伝わる君たちのやり方だものね。いやはや感心するよ──さすがは淫魔サキユバスの末まつ裔えいだ。私にはとても真似まねできやしない。同じ魔法使いとして、私にはとてもそこまで卑しくはなれない！」

「──黙れぇぇぇぇぇッ！」

　果たしてその試みは的中した。場の全員を等しく標的にしていた合成獣キメラたちが、その瞬間からミリガンへ向けて一斉に殺到したのだ。母の怒りをそのまま共有したように。

「「光よ目を焼けマグヌス　音よ耳を裂けフラルゴ！」」

　それこそが魔女の狙いだった。合成獣キメラたちの感覚器が一斉に自分へ向けられた瞬間、シェラと共に最大出力で呪文を展開──閃せん光こうと爆音が一帯を塗り潰す。

「うっ……!?」

　この場の全ての合成獣キメラたちとオフィーリアにとって、それは真っ向から目潰しを受けたのと同じこと。白く染まった世界に何ひとつ感知できない時間が訪れる。わずかに数秒──しかし、それは蛇眼の魔女が行動に移るにはじゅうぶんな猶予。

　詠唱と同時にミリガンは箒ほうきで飛び上がっていた。触手の迎撃が止まっている数秒の間にオフィーリアの頭上へ到達、そこで迷わず箒ほうきから飛び降りる。

「──っ……！」

　接触の寸前でオフィーリアの視界が回復し、もはや目前へ迫った敵影を即座に迎撃する。肉の大地と融合した下半身から触手が生え伸び、それらがミリガンの手足を瞬時に拘束する。

「……うッ!?」

　杖じよう剣けんを突き立てるには一歩及ばない。そう見えて、睨み止めるにはじゅうぶんな間合いだった。乱れた前髪の奥に輝く石蛇バジリスクの瞳──その禍まがしき視線に射抜かれて、オフィーリアが一切の挙動を封じられる。

「ずいぶん動揺したね。この期に及んで人がましいじゃないか、サルヴァドーリ！」

　相手を睨にらんだまま、ミリガンは瞬時にローブを脱ぎ捨てて触手の拘束から脱出した。足は両方とも絡からめ捕られたまま、しかし杖つえと口が動けば呪文は撃てる。もはや外しようのない距離で、魔女は決着の詠唱を口にし──

「──かッ──」

　その胸を。背後から伸びた新たな触手が、肺もろとも貫いていた。

「……馬鹿ね。とっくに克服してるわ、石化の呪いなんて」

「ミリガン先輩ッ！」

　策の失敗を見て取ったオリバーが声を張り上げる。が、彼らのほうには一いち瞥べつも寄越さず、オフィーリアは自らの触手に捕らえた獲物を睨にらみ据える。

「さっきの言葉、もう一度言ってみなさい。──私が何ですって？」

　巻き付いた触手が腕の骨を締め砕き、ミリガンの杖じよう剣けんが手を離れて地に落ちる。肺までも貫かれ、もはや何の抵抗も叶かなわない状態で──だが、それでも彼女は口を閉じない。相手を嗤わらうことを止めない。

「……聞こえなかった、かな？　……未練がましいと言ったのさ。魔法使いとして最高の高みに至ろうという時に、君というやつはまだ生娘さながらの後悔に執着している。淫いん蕩とうと肉欲を誰よりも恣ほしいままにしてきたあのサルヴァドーリが！　……はははははッ！　これを笑わずして何を笑えと──ッ！」

　新たに二本の触手が、今度は腹部からミリガンの体内へ潜り込んだ。口を塞ぐことはしない、それでは悲鳴が聞けないから。痛みに悶もだえる獲物へ、オフィーリアは凍えた声で問いかける。

「……最悪の死に様を望むのね。選ばせてあげるわ、次はどこを抉えぐられたい？」

「──か──ぁ──ッ！」

　体内を蹂じゆう躙りんされる感触に身み悶もだえるミリガン。その様子を間近に見据えながら──しかし嗜し虐ぎやくに耽ふけるでもなく、オフィーリアは顔を歪ゆがめて奥歯を嚙かみしめる。

「……していない……していないわ。私は、何も後悔なんて──！」







　明るい場所を追われてからは、深くて暗い迷宮の奥に、自然と足が向いていた。

　二層はまだ明るすぎた。けれど、三層は居心地が良かった。どこもかしこも薄暗くて、何より人が訪れることが少ない。誰もが避けたがり、来ても少しでも早く通り過ぎようとする。彼女が根城を構えるにはこの上ない場所だったのだ。

「……リア」

　なのに、そんな場所まで追ってくる物好きがいた。学年が低いうちにこの階層まで単身で潜るのは危険極まりない──それでも彼はたったひとりで彼女に会いに来た。今の彼女は誰にも会いたがらないと悟っていたから。……もちろん、彼自身も含めて。

「…………消えて、カルロス。ここは私の縄張りよ」

　幼おさな馴な染じみに背を向けたまま、少女は冷たい声で彼を突き放す。それ以外にやりようがなかった。彼をこんな場所に来させたくはなかったし、今の自分を見られたくもなかった。だが──そんな気持ちは全て悟った上で、カルロス＝ウィットロウは語りかけてくる。

「校舎に戻りましょう。みんなにはアタシが取り成すわ」

「馬鹿言わないで」

　頷うなずけるわけがなかった。──今さらどの面を下げて戻れるというのか。惹香パフユームをまき散らして集団を滅め茶ちや苦く茶ちやにした挙句、仲間だった少年を半殺しにして逃げてきた。信頼も友愛もことごとく踏ふみにじった後だ。

「自棄やけにならないで。ちゃんと話せばアルは許してくれる。アナタだって分かるはず──」

　幼おさな馴な染じみがそう言うことは彼女も分かっていた。……そして、おそらくそれは正しいとも。

　真摯に向き合い続ける限り、アルヴィン＝ゴッドフレイは決して自分を見捨てることはない。何度過あやまちを犯そうとも──その度に、彼は何度でも自分を許すだろう。

「……っ……」

　だから、駄目なのだ。彼に許されるたびにこの心が軋きしむ。自分を許すたびに彼の心が削れていく。──どれほど彼という光に焦がれようとも、この体を流れる淫魔の血だけは決して変えようがない。

　彼を好ましく思うほどに、共にいる時間が長引くほどに、その存在を奪い尽くしたいという衝動もまた膨れ上がっていく。全開の惹香パフユームをもって彼を自分のものとする瞬間を、気が付けば頭の片隅でいつも甘い悪夢のように思い描いている。そんな自分自身に気付くたびに絶望する。

　その苦しみから逃れるために、彼の優しさを振り切るために、彼女は自分自身を追い詰めた。もう戻れないように。二度と日の当たる場所に出ようなどと考えないように。

「……っ!?」

　振り向いたオフィーリアの姿に、カルロスはその楔くさびを見て取ることになった。大きく膨らんだ少女の腹部──その内側に宿した、合成獣キメラではない命を。

「──リア。あなた」

「……上級生に頼まれたから、適当に孕はらんでやったわ。これが私の役目でしょう」

　絶句する幼おさな馴な染じみを前に、オフィーリアは乾いた声で言い捨てる。──これもまた、サルヴァドーリに生まれた者の務めだ。古くから付き合いのある家には、求めに応じて血を分け与える。魔法使いにとっては珍しくもない話で、とりわけオフィーリアがそれを避けて通れる理由はなかった。彼女の体は出産に慣れている。何人産ませたところでびくともしない──彼女に子種を注いだ上級生も、きっとそう考えていたことだろう。

「…………」

　そうだ、体はびくともしない。いつだって軋きしむのは心だ。……それも最近は感じなくなった。自分が便利な器であることを、心はその付属物に過ぎないことを、彼女はとっくに受け入れた。

　なのに──なぜ、目の前の幼おさな馴な染じみは、顔をくしゃくしゃに歪ゆがめるのだろうか。もう何も痛まないと言っているのに。どうして彼は、自分の代わりに痛みを叫ぶのだろうか。

「……せめて、三年までは控えてって──」

「それはあんたの意見よ。聞いてやる義理なんてない」

　少女は冷たく切って捨てた。オフィーリアは魔法使いとしての筋を通している。お守り役に過ぎない立場から、サルヴァドーリという家の営みに文句を付けられるわけがない。

「もう一度だけ言うわ。消えなさい、カルロス。──それとも、ここで私と殺し合う？」

　杖じよう剣けんに手をかけ、オフィーリアは問いかけた。なおもカルロスが無理を通そうと言うのなら、彼もまたひとりの魔法使いとして争うしかない。サルヴァドーリの歴史を目の前の少女もろとも踏みにじって自らの魔道を突き進む他にない。

「……っ……」

　もちろん、彼女には分かっていた。彼が決してそれを選ばないことを。

「…………また来るわ。あなたが話を聞いてくれるまで、何度でも」

　せめて固くそう誓って、カルロスはやむなく踵きびすを返かえす。そう──彼は何度でも来るだろう。その度に彼女は追い返す。心を凍いて付つかせて、差し出される優しさの全てを払いのけて。







「ふん──堕おちてきたか淫魔サキユバス。笑えるほどに予想通りだな」

　そんな彼女の同類も、迷宮の深層には驚くほどに多くいた。死者の骨を拾い集めて使い魔とする魔法使いは、独特の言い回しでもって彼女を罵倒し、憫びん笑しようし、そして歓迎した。

「喜べ、ここの水はお前に合うだろう。似合いの場所だ──校舎うえなどよりも余程な」

　それはオフィーリアもまったく同感だった。似たような連中しか周りにいないのが気楽で良かった。自分をそうする時と同じように、遠慮なく忌いみ嫌きらうことが出来るから。

「──生まれ出でよパルトウス」

　応じる言葉に代えて、彼女は詠唱を口にする。サイラス＝リヴァーモアが嘲笑を深める。

「は、開口一番にそれか。よほど鬱憤を溜ため込こんでいたと見える。

　いいだろう──これも先達の務めだ。遊んでやる」

　向けられた殺意に、男もまた詠唱でもって応じる。──気晴らしに殺し合う相手には、その先もついぞ事欠かなかった。







「……要らぬお節介だと知ってはいるけど。止めたほうがいいと思うよ、僕は」

　ケビン＝ウォーカーにもしばしば出くわした。この男は上級生の中では珍しくゴッドフレイらに対して好意的で、彼らをその手で助けたことも一度や二度ではなかった。

「迷宮ここは潜るところであって住むところじゃない。日常的に潜っている僕だからこそ、その線引きだけは忘れないように心掛けている。まぁキンバリーだし、校舎も校舎で大概なんだけど──それでも、あそこは辛かろうじて人の場所だ。いいヤツもいれば嫌なヤツもいて、いいこともあれば悪いこともあって……そういうの全部ひっくるめて、泣いたり笑ったり出来るところだ」

「…………」

　オフィーリア自身、この相手をどう扱うべきか決めかねていた。迷宮内を根城とする同類たちとは明確にタイプが異なり、それでいて「生き残る」ことには誰よりも長たけている。彼女が嚙かみついたところで軽く受け流されてしまう、実に厄介な相手だった。

「カルロス君は、今も必死に君の居場所を作ろうとしているよ。今度は君が浮かないように、性別に関わる特異体質を持つ生徒を集めてね。……君のほうは、本当にそのままでいいのかい？」

　しつこく絡むことはなく、二、三の忠告を残すと、大抵はそれですぐに立ち去った。……だが、その二、三の間に必ず彼女の胸をちくりと刺していく。本当に厄介な相手だった。







「……痛い、ね」

　何より困らされたのはこの相手だった。校舎にいた頃から多少の接触はあったが──オフィーリアが迷宮に居を構えてからは、会うたびに向こうから話しかけてくるようになった。

「……お茶は、どう？　ちょうど、いい葉、あるの。……わたし、淹いれるの、得意」

　あまつさえ、笑顔でそんな誘いさえ口にする。子犬にまとわりつかれるようで、これは彼女もほとほと参った。通り一遍の同情なら迷わず突き放せる──だが、この相手に限っては、そういう次元ではないことも分かっていた。

「……こんな場所でお茶会？　笑わせないでよ」

　顔を合わせるたびに、冷たくあしらうのに苦労した。ほとんどの場合は向こうに兄も同行していたが、そちらはカルロスの友人なのだから二重に厄介だった。

「場所が不満なら上に来い。校舎とは言わん、二層でもここよりはマシだろう」

「首根っこを摑んで連れていったらどうですか？　シャーウッド先輩」

　そうやって突き放されると、妹のほうは本当に寂しそうな顔をした。それを見るのがどうしても嫌だったから──この相手に限っては、オフィーリアはいつも自分から背を向けた。

「用がそれだけなら消えてください。……傷の舐め合いは、趣味じゃありません」

　結局はそれが本音だった。……そう、不出来な鏡と少しも変わりはしないのだ。同じ痛みを抱える相手なんて。







「……攫さらった仲間を返してもらうぞ、オフィーリア君」

　迷宮に住まう魔女としての生き方を選んだ以上、やがてこうなることは必然だった。彼女は己の魔道が必要とするままに他者を利用し、その精気を搾り取り、心と体を気まぐれに弄ぶ。そんな在り方が彼と衝突せずに済むわけがなかった。

「わざわざ迎えに来たんですか、ゴッドフレイ先輩。──ちょうどよかった。こっちでも使い物にならなくなってしまったから」

　いずれこの時が来ると分かっていたから、彼女は入念に準備をしてあった。わざわざゴッドフレイの仲間を選んで攫さらったのはそのためだ。彼の目の前で合成獣キメラに運ばせてきた生徒たちを、オフィーリアは泥の地面へ無造作に転がす。

「……あ、あ、ぁ……」

「もう大丈夫だ！　俺はここにいるぞ、しっかりしろ……！」

　彼らを順番に抱きかかえて声をかけるゴッドフレイ。虚うつろな瞳が辛かろうじて焦点を結び、

「あ──ぎ──がああああああああッ！」

「……ッ!?」

　一転して叫び声が迸ほとばしる。仰向けにのけ反って激痛に身み悶もだえる三人。ゴッドフレイの眼前で、搔かき毟むしるように爪を立てたその腹部から、肉と皮を突き破って異形の腕が突き出した。

「──な──」

　三つの腹から続々と合成獣キメラが這はいずり出す。宿主の血肉を食らって成長したそれらが血の海の中を蠢うごめいている。硬直して立ち尽くすゴッドフレイに、オフィーリアは艶えん然ぜんと微笑ほほえみかける。

「元気な子が産まれたでしょう？　男の人も、たまには孕はらんでみたらどうかと思って。

　さぁ、どうぞ連れて帰ってください。今までの処置に耐えられなくて、三人ともだいぶ狂っちゃったと思いますけど──ちゃんと全員、正気に戻せるといいですね？」

　準備しておいた言葉を一字一句過あやまたず口にする。青年の背後に控えていた仲間たちが惨状を見かねて飛び出してきた。足元をうろつく合成獣キメラを呪文で焼き払い、気が触れたように叫び続ける仲間の治療に当たる。

「……心まで、迷宮の闇に染まったか」

　その光景が、ゴッドフレイに迷いを振り切らせる。……過あやまちならば何度でも許せた。だが、明確な悪意をもって仲間を傷つけ嗤わらう相手には、それすらもはや。

　腰の杖じよう剣けんを抜き放ち、ゴッドフレイはその切っ先を少女に向ける。揺るぎない戦意をもって、敵と見なした相手と対たい峙じする。

「もう何も語らん。──だが、けじめは付けてもらう。

　杖剣つえを抜け、サルヴァドーリ！」

　そしてゴッドフレイは呼ばわった。出会ってから今まで、ただの一度も口にしたことのなかった相手の姓でもって。

「──ええ」

　心臓を貫かれるような痛みと共に杖じよう剣けんを抜いた。奇妙な安あん堵どがオフィーリアの内に広がっていく。──もう、苦しまなくてもいい。明るい場所でみっともなく足あ搔がかなくてもいい。

　これがあるべきカタチだ。自分はやっと、この人の敵になれた。







「…………後悔、なんて…………」

　震える声がオフィーリアの喉から漏れ出す。とっくに人の理ことわりを外れた体で、それでもなお、彼女は人であった頃の記憶に苛さいなまれる。

　その葛藤に呼応して、合成獣キメラたちの動きが明らかに鈍っていた。絶え間なく押し寄せる波のような圧力が今はない。それを見て取ったオリバーが一度後退し、死闘を共にする面々に声をかける。

「母体の動揺に引っ張られて、合成獣キメラたちの戦意が薄れている。……最後のチャンスだ。動けるか、みんな」

「ええ──」「承知にござる」

　即座にシェラとナナオから肯定が返った。体力も魔力もとっくに底を尽きかけていように、それでも一切の弱気を見せず。

「私もやれる……！」「結界だけは死ぬ気で保つわよ！　後はもー知らない！」

「……っ……！」

　続けてコーンウォリスの姉妹がそれぞれの覚悟を示す。その傍かたわらで、ピートさえも手の震えを押し隠して杖じよう剣けんを握りしめていた。ありがたい、とオリバーは心底から思う。事ここに至って、仲間が誰ひとり絶望していないのだから。

　視線を前に戻せば、ミリガンは今なおオフィーリアの正面で触手に捕らわれたまま。もはや意識があるかどうかも定さだかではない。だが──彼女が命がけの挑発で作り出したチャンスは、確かにいま彼らの目の前にある。

「俺たちが囮おとりをやる。──君に賭けるぞ、ナナオ」

　箒ほうきを手にオリバーは告げ、シェラもすぐさまその意図を察する。普段の少年なら絶対に選ばないやり方。リスク無視の大博打ばくちだが、今となっては他に手がない。

「合成獣キメラの迎撃はこっちで引き付ける。その間に全力で飛べ。オフィーリア＝サルヴァドーリのもとに辿たどり着ついて首を刎はねろ。──それで決着だ」

　言い切ってから、オリバーは自分を腹立たしく思う。策というのもおこがましい、それはもはや四人がかりの特攻だ。しかも自分が主体ですらなく、ナナオの箒ほうき乗りとしての実力に多くを委ねている。

「なるほど──承知致した」

　だが、当の少女はそれを拒まない。オリバーが提案した以上は必勝の策と信じて疑わない。だからこそ少年は思う──その愚直なまでの潔いさぎよさは、全てを預けるに値すると。

「決まりだな。──先行する！」

　言い出した者の義務を果たし、オリバーが囮おとり役の先駆けとなって上空へ飛ひ翔しようした。すぐさまシェラとステイシーが箒ほうきに跨またがって後を追う。オフィーリアの動揺に流されていた合成獣キメラたちが続々と反応し、対空の能力を持つ個体の敵意が上空の彼らへと集中する。

「合成獣キメラが反応した！　今だ、ナナオ！」

「はぁぁぁぁぁッ！」

　地上から三人に向かって触手が伸びると同時に、最後に残っていたナナオが箒ほうきに跨またがって飛び出した。弧を描く軌道で高度を確保し、そこからオフィーリア目がけて一直線に下降する。

「うぁっ……！」「ステイシー！」

　囮おとりの三人に襲い掛かる無数の触手。数秒の後、その内の一本がステイシーの箒ほうきに接触した。空中でバランスを崩した少女の体が、シェラの見つめる先で成す術なく墜落していく。

「まだだッ！　まだ……！」

　触手の追跡から空中で逃れながらオリバーは呟つぶやいた。──まだ墜おちるわけにはいかない。ナナオがオフィーリアを仕留めるその瞬間までは！

「──ぐっ……!?」

　迎撃の苛烈さは彼の予想を超えた。三本の触手を宙返りで躱かわしたと思った瞬間、背後から飛んできた粘着質の糸が箒ほうきの柄に絡からみつく。バランスを崩して揺れる視界の端に、蜘蛛くもの魔獣を素体とした合成獣キメラが糸を吐いている様子が見えた。触手以上の速度と見えにくさで迫るそれは、いかにオリバーが気を張り巡らせても避けきれるものではない。

「──かはッ……！」

　ステイシーに数秒遅れて、彼もまた地面に墜落した。箒ほうきと分かたれた体がごろごろと肉の大地を転がる。辛かろうじて受け身を取って身を起こした瞬間、最後の囮おとりであるシェラが蜘蛛くもの糸に絡からめ落とされるのが目に入った。──そして、視線はもうひとりの少女へと。

「はぁぁぁぁぁ！」

　オフィーリア目がけて直進するナナオへ、オリバーたちが引き付けきれなかった触手が殺到する。それを凄すさまじいまでの空中機動マニユーバですり抜ける彼女だが、続く迎撃がそれを許さない。少女の突き進む先に蜘蛛くもの糸が網となって広がった。人ひとりすら通さない無慈悲の防壁となって立ちはだかる。

「──火炎盛りてふらんま！」

　だが続く刹那、ナナオが放った火炎呪文がその防壁に穴を穿うがった。剣の腕のみに寄りかからず、オリバーのもとで練習を重ねてきた技術が、この土ど壇たん場ばで活路を生む。

「お覚悟──！」

　網を突破してしまえば、地上のオフィーリアとナナオを遮るものはもはや何もない。オリバーが呼吸を忘れて見守る中、箒ほうきの勢いを乗せた少女の刃が敵の首筋へと肉薄し、




　童女のように泣き崩れた魔女の顔と、そこで致命的に目が合った。




「──ッ──」

　振り抜くはずだった刃が寸前で止まる。決着を告げるべき一いつ閃せんが、魔女の首の皮一枚を掠かすめて、その傍かたわらを虚むなしく通り過ぎる。

「──ナナオッ！」

　着地など最初から考えもしていなかったのだろう、少女は一直線に地上へ墜落した。その場所と自分の落下位置がたまたま近かったオリバーが血相を変えて走り出し──果たして予想に違わず、ナナオの体はそこに横たわっていた。

「……すまぬ、オリバー……」

　身を起こすことも出来ないまま、それでも確かな声でナナオが詫わびる。オリバーは無我夢中で駆け寄った。──詳しく調べるまでもなく、満身創そう痍いと一目で分かる。腕も足も肋あばらも、全身の数えきれない箇所の骨が折れている。意識を保っているのが奇跡だった。

「……ッ……」

　傍かたわらにしゃがみ込み、オリバーは彼女へ向けて治癒呪文を唱える。周りじゅうから合成獣キメラが近付いてくる気配がしたが、それはもう意識の外にやった。魔力も体力も、まともに抵抗するだけの残りはすでにない。それよりも──今はただ、目の前の少女を放っておけない。
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「……なぜ、斬らなかった……。……最後のチャンス、だった……」

　治癒を続けながら、オリバーはその疑問を投げかける。──仕留められたはずだった。ナナオの一いつ閃せんは完全にオフィーリアの急所を捉えていた。あのまま躊躇ためらわず刃を振り抜いていれば、それで全ては終わっていたのに。

「……あれは、子供にござる……」

　一方で、その瞬間に目にしたものを思い出して、ナナオは訥とつ々とつと答える。──恐るべき敵と向き合っているつもりでいた。人の心を踏みにじって躊躇ためらわぬ魔性のものを討ち果たす。オフィーリア＝サルヴァドーリとの戦いは、彼女にとってそういうものだった。

　だから、予想だにしなかったのだ。赤子のように脆もろく、儚はかない──あんなにも無防備な泣き顔に出くわすことは。

「……泣く子は斬れぬ。拙者には、どうしても」

「──ッ……！」

　全てを理解して、オリバーはきつく奥歯を嚙かみしめる。何も言えず、だから無言のまま少女に寄り添った。……斬れなかった理由が、どうしようもなく彼女らしかった。

　終わりが近付いていた。最初に墜おちたステイシーのもとには、まだしも動ける状態で着地したシェラが痛む体を引きずって駆けつけていた。全身を打った衝撃で動けずにいる少女を腕に抱えて、ピートとリネットが待つ結界まで辛かろうじて辿たどり着つき──そこを最後の持ち場と定めて、彼女は毅き然ぜんと杖じよう剣けんを構える。

「……ごめんなさい、ピート」

「……え……？」

「最後まで、あなたを守り切れなくて」

　謝罪の言葉がシェラの口を突いて出る。それを耳にした瞬間、ピートの中で何かが弾はじける。

「え──ちょっと、あんた──」

　リネットの制止を振り切って踏み出し。驚く縦巻き髪ロールヘアの少女と並んで、彼は杖じよう剣けんを構えた。

「……なよ……」

　それが何の足しにもならないのは分かっている。だが、そうでもしなければ気が済まない。

「……謝るなよ。オマエらは、助けに来ただろ……！」







　魔女の中身は、今や何もかもぐちゃぐちゃだった。

　考えも感情も何一つまとまらず、ただただ苦しさと切なさに身み悶もだえている。何がそんなに悲しいのか分からない。──だって、何も悲しくなんてないはずなのだ。

　自分はやるべきことをやってここに辿たどり着ついた。千年の歴史の裔すえとして、その探求を締しめ括くくる者として、サルヴァドーリの魔道を最高の形で完成させた。これほど偉大な成果を上げながら、いったい何が不満だというのか。

「……あ……あぁ……」

　じりじりと狭まっていく合成獣キメラたちの包囲の中心で、それらから身を挺して庇かばうように、あの少年が満まん身しん創そう痍いの少女を抱きしめている。その光景を見つめながら、ふと思う。──自分が最後に抱きしめられたのは、一体いつだったろうと。







「──見ていなさい。オスの扱いを教えてあげるわ」

　言葉の次に、彼女は母親からそれを教わった。魅了チヤームで意思を奪った男と絡からみ合あうひとりの女。オフィーリアにとっては、それがもっとも見慣れた母の姿だった。

「ふふふ……ね、簡単でしょう？　肉の快楽をエサにすれば、どんな男も似たようなものよ」

　女が腰を動かすたびに、男の口からは意味のない呻うめきだけが零こぼれ出す。一方的に快楽を与えられ、その代価として、意思とは無関係に精を搾られる。その有あり様さまが、幼い心にもひどく哀れに見えたのを憶おぼえている。

「抱くんじゃないわ。ましてや抱かれるんでもない。──喰らうのよ。私たちは捕食者で、オスはそのエサ。交わりなんてものはどこまで行っても、こいつらに優れた血を献上させるための手段に過ぎない──」

　母が言うならそうなのだろうと、彼女も疑問なくそれを受け入れた。だが──今にして思えば、それは正解の半分に過ぎなかった。







「……母様。……父様は……？」

　あれは十四歳の頃だったろうか。丸三日に亘わたる合成獣キメラの難産を終えた翌々日、まだふらつく体で家の中を歩いていると、父の姿がどこにもないことに気が付いた。リビングで浴びるように酒を飲んでいた母にそれを訊きくと、答えはすぐに返った。

「追い出したわ。種は吐かせたし、もう必要ないもの」

　それを聞いてオフィーリアが感じたのはショックでも悲しみでもなく、ああやっぱりか──という静かな納得だった。父がこの家を去りたがっていることは前々から察していた。だからずっと、いつかこんな日が来るだろうとは思っていた。

「心底ほっとした様子だったわよ、この家から出られて。……少しは見所のある奴やつだったけど、所詮はオスよね。サルヴァドーリの探求に付いて来られるはずがなかった」

　種さえ確保できれば、サルヴァドーリの魔道の探求にオスは要らない。子宮がその核となる以上は必然の話ではあった。けれど──とオフィーリアは思う。ならばなぜ、あの人は今までこの家にいたのか。母はなぜ、ずっと父を傍そばに置いていたのかと。

「……何よ、その顔は。まさか寂しいとでも言うの？」

　疑問のこもる視線に気が付いて、母は娘をじろりと睨にらむ。そんなものは鏡に問いかけているに過ぎないのに、本人だけが気づかないフリをしている。

「安心しなさい、あいつを捨ててもオスなんて山ほどいるわ。ああ──そうね。せっかく厄介払いが済んだことだし、久しぶりに狩りに出ようかしら」

　そうして逃避する。胸のうちに横たわり続ける感情を認めず、それから何としても目を逸そらすために。自分たちこそが奪い取る側、オスを使い捨てる側だという矜きよう持じを保つために。

「そうね、そうしましょう。──オフィーリア、あなたも付いて来なさい。肉欲に抗あらがえないオスどもの醜態を笑おうじゃないの！　そうすれば気も晴れるわ！　ええ、きっとそうに決まってる──！」

　躁そうじみた声で喚わめく母の姿から、オフィーリアはやっと確信する。──ああ、そうか。捨てられたのは自分たちなのだ、と。







「……あ……ああ…………」

　知っていた。ずっと昔から分かっていた。魔道の探求を進めるためにくべられる薪という点で、男にも女にも本質の違いはない。あの家には最初から人間などひとりもいない。

　だが──それならなぜ、こんなにも半はん端ぱな人間ごっこを続けたのだ。人のように夫を持ち、人のように家を営み、人のように子供を産んで──その娘に、なぜオフィーリアなどという人間の名前を与えたのだ。

「……あああ、あああああああ……！」

　名前などなければ良かった。ものを考える心など余計だった。ただ一個の子宮として生まれていたのなら、こんな苦しみに身を焼くことはなかった。恋をする恐ろしさも、それが敗れる苦痛も味わわずに済んだ。

　きっと最後まで気付かずに終われた。自分が、ひとりぼっちであることにも。





　──寂しがりの子は　どこかしら？






「──────？」

　張り裂けそうな心を抱えて、胸を搔かき毟むしり叫び続ける地獄の中に。

　ふと。懐なつかしい歌が、聴こえた。





　──泣き虫の子は　どこかしら？






　初めは、記憶の底から浮かんできたのかと思った。でも、違った。頭の中ではなく、それは確かに少女の耳に響いていた。





　──隠れてないで出ておいで　涙はひとりじゃ乾かないわ






　優しい声に溶かされて──きつく結ばれていた世界が、綻ぶ。

「……え……？」

　その異変に、オリバーが最初に気が付く。彼に近い空間の一点から清浄な光が差し込み、それが徐々に広がっていく。閉じた世界の内側と外を繫つなぐ「道」が、ただ一筋そこに生まれる。

「──間に合った……」

　その道を辿たどって、ふたつの影が姿を現す。一方のがっしりとした長身はアルヴィン＝ゴッドフレイのもの。そしてもう一方は──こちらもオリバーたちにとっては馴な染じみ深い、中性的な風貌をもつ細身の青年だった。

「──カルロス……!?」

　幼おさな馴な染じみの姿をそこに認めて、オフィーリアが呆ぼう然ぜんと名前を呼ばわる。その姿をまっすぐ見つめ返して、カルロスが柔らかな微笑ほほえみを浮かべる。

「ごめんね、遅くなって。──迎えに来たわ、リア」

「……っ、近寄らないで！」

　彼女に向かってカルロスが歩き出す。波が引くように後ずさる合成獣キメラたちに代わって、地面と一体化したオフィーリアの足元から生え伸びた触手が一気にそこへ襲い掛かる。肩を掠かすめて骨を砕き、脇腹を掠かすめて肉を抉えぐる。その衝撃に、細い体がぐらりと傾く。

「カルロス先輩……！」

　見かねたオリバーが杖じよう剣けんを手に立ち上がるが、その眼前にゴッドフレイの長身が立ちはだかる。困惑する少年に、彼は静かに首を横に振ってみせた。

「大丈夫だ。……あいつに任せてくれ」

　信頼と覚悟のこもる声に、オリバーはそれ以上何も言えなくなった。だが──その間にも、カルロスは無抵抗のまま触手に打たれ続けている。杖じよう剣けんを抜いて抗あらがうことさえしない。まるでそれが自分の責任であるかのように。

「慌てんぼさんね、リア。──そんなに焦あせらなくても、全部あげるから」

　どこまでも優しい声で言って、カルロスは人差し指を自分の喉元に充てる。瞬間──首を一周する形で彫り込まれていた刺青が、そこからリボンのように解けて消え去った。オリバーが直感する、それは封印だったのだと。

　固唾を吞んで見守る彼らの耳に、格段に声量を増した歌声が響き渡る。





　──ほぅら　やっぱりここにいた　ひとりで泣いてるおばかさん







　──そんなに泣いたら大変よ　涙の海でおぼれちゃう






　簡易な英語イエルグリスで紡つむがれる、どこか懐なつかしい歌詞。青年の口からそれが歌われる度、彼らを取り巻く世界が揺れる。優しく結び目を解かれるように、少しずつ綻びが増していく。





　──だけどもう大丈夫　わたしが来たから大丈夫







　──ひとりの時間は終わりなの　わたしが魔法で終わらせちゃうの






「……これは……」

　呪文ではない。声そのものが力をもつ、いわゆる魔声の一種だということはオリバーにも分かる。だが、それだけでは説明がつかない。カルロスの声は、明らかにオフィーリアが展開した世界を相そう殺さいする形で働きかけている。サルヴァドーリの魔術に対する完全な対抗属性として、青年の歌声は果てしなく透明に響き渡る。

「──まさか──」

　そこに聖性を感じ取った瞬間。少年の中で、全ての点が線となり繫つながった。

　オリバーは思い出す。──かつてピートと共に呼ばれたパーティーの席。あれは「性別に関する特異体質を持つ生徒の集まり」だとカルロスは語っていた。ならば、その中心人物であるカルロス自身も、その定義に類する何らかの体質を抱えていて当然のはずだ。

　この歌声が、それだとしたら。声変わりの手前で時を止められたアルトの歌声。誰もが幼少の一時期に有し、しかし成長と共に失われるはずの無む垢くなる声質。それをある方法でもって身に留とどめたまま──長い時間と訓練を経て、ひとつの魔法属性として研磨しているのだとしたら。

　去勢歌手カストラート。少年期に男性機能を除去することによってのみ成立する魔声。

　それは聖なる無性の歌声。故に、性を利用したこの世のあらゆる魔術に対して、等しく対抗属性となりうる──。







「──こんにちは。いい天気ね」

　初めて出会った日を思い出す。暗く寒い家の中庭で、彼女を初めて目にした時のことを。

「……誰？　あなた」

　一目見た瞬間に、胸を貫かれる思いがした。……大きな孕はらみ腹を抱えた幼い少女。淫魔サキユバスの裔すえとして生を受け、その子宮でもって魔道を完成に導くことを宿命付けられた子供。意思とは無関係に男を狂わせる惹香パフユームを振りまき、それ故に人を愛することも愛されることもままならない。

「今日からアナタの友達に立候補する人よ」

　その安全弁となるために、カルロス＝ウィットロウは彼女のもとに遣わされた。どのような形で少女の魔法が暴走しても、去勢歌手カストラートである彼ならそれを抑えることが出来るから。いずれ魔道の探求の末に魔に吞のまれる少女を、彼ならば確実に仕留めることが出来るから。サルヴァドーリとの盟約のもとに生家から託された、それが彼の魔法使いとしての責務。

「今度はあなたの子供を産むの？」

　ぎょっとするような質問は、少女がこれまでに生きてきた環境をそのまま物語っている。彼女にとって、オスとは自分の子宮に種を仕込むための相手でしかない。それ以外の交わり方があることなど思いもよらない。

「そうじゃないわ。アタシにその機能はないの」

「……？　なにそれ」

　だから、正直に伝える。もちろん最初は困惑を向けられる。──それでいい、と彼は思う。自分は種馬ではないことを、人と人にはそれ以外の付き合い方もあることを、これから少しずつ伝えていけばいい。自分はずっとそばにいるのだから。




　──ああ。……でも。




「どうでもいいことよ。──それより、お喋しやべり相手はお求めじゃないかしら？　ごきげんななめのお姫さま」

　叶かなうのなら、笑顔が見たいと思った。命の器としての役割だけを課されてきたこの少女に、それ以外の、人として生まれてきた幸せを摑つかんで欲しいと思った。どうしようもなく、思ってしまった。

　家に命じられた役目とは異なる、それはこの瞬間に生まれた彼だけの願い。カルロス＝ウィットロウの生き方を決定付けた、彼自身の命の使い方──。







「すまなかった、オフィーリア君。……傍そばにいながら、何もしてやれなくて」

　崩れかけた子宮の内側に、ゴッドフレイの声が響く。自罰と悔恨に満ちた表情を──しかし、次の瞬間、彼は強引に笑顔へ作り直す。それはひとえに、湿っぽい後悔ではなく、ありったけの感謝でもって友人の最後と向き合うために。

「さらばだ、カルロス。……俺の、親友」

　声が掠かすれないように努力したのがオリバーにも伝わった。だが、駄目だった。どうしようもなく喉が震えていた。隠しようもなく目尻に涙が溢あふれていた。

　それを誤魔化せるような男ではないことを、誰よりも理解しているから──最後に振り向いたカルロスの笑顔は、どこまでも晴れやかだった。

「ええ。さよなら──アル」

　無二の友との別れはそれで済んだ。少女に向き直り、カルロスは再びまっすぐ歩き出す。最後まで傍そばにいると決めた相手のもとへと、迷いなく進んでいく。





　──扉をくぐっておいでなさい　わたしがあなたの帰る家







　──暖炉の前でまどろみましょう　腫れたまぶたが治るまで






　喉が軋きしむ。肋ろつ骨こつがひび割れ、肺腑から広がる灼熱が全身を侵す。歌うほどにカルロスの体が内側から崩れていく。封印を解いて歌い上げる全力の魔声はもはや歌い手の限界を超えていた。このまま続ければ、先には避けようもなく肉体の崩壊が待つ。

　何ひとつ構いはしなかった。その歌も、その血肉も、その想いも──彼の全ては、目の前で震える少女のためだけに在るのだから。

「来ないで……来ないでよぉぉっ！」

　絶叫と共に触手が襲った。肉を抉えぐり、骨を叩き、細い体を幾度も打ち据える。だが──その歩みは止められない。殺あやめることを拒むように触手に力が入らない。それは青年の歌声のためか──それとも、彼がカルロス＝ウィットロウだからか。





　──わたしの心であなたを包むわ　だからもう　泣かないで






　歌を結ぶ最後の一節。それを口にすると同時に──青年の腕は、その内にオフィーリアを抱きしめた。

[image: ]

「……ごめんね。約束したのに、笑顔にしてあげられなくて」

　耳元でそう告げる。ふたりの周りで力を失った触手がくたりと横たわり、しゃくり上げる振動が、腕を通して青年に伝わる。

「……馬鹿じゃ、ないの。……あんたが勝手に、言ってただけでしょ……」

　震える声で憎まれ口を叩たたく。そんな彼女の頭を、カルロスは手のひらでそっと撫なでる。

「愛してるわ、私のリア。──今までも、これからも。ずっとずっと」

　そうして伝える。出会いの瞬間から、いま迎える最後の時まで揺るがなかった想おもいを。彼が少女に差し出せる、それは唯一で最大のもの。

「……だいきらいよ。あんたなんて……」

　それを喜んで受け取ったりはせず。……けれど、オフィーリアは突き返しもしない。仕方なく手に持って、ひとしきり出来不出来を確認して、それから最後に胸に抱く。親からもらったプレゼントを、反抗期の娘がそうするように。

「……もう、離さないで」

　その願いだけを口にして、彼女はようやくカルロスの抱擁に応えた。青年は静かにうなずき、オフィーリアを抱きしめる力をいっそう強め──その魔声をもって、再び高らかに歌い始める。

　歌声に解きほぐされ、閉じた世界が崩れ落ちていく。その終わりに抗あらがうことはなく、合成獣キメラたちもまた穏やかに砂へ帰っていく。優しい終しゆう焉えんがそこにあった。ひとりの少女の長い苦しみが、彼女が生まれた瞬間から始まった孤独が、ここに終わりを迎える。







　気が付けば──全てが在るべき形に還った沼地の只中に、オリバーたちは呆然と座り込んでいた。

「──無事か、ノル！」「ノル……！」

　走り寄って来る従あ兄にと従あ姉ねの姿が視界に映る。それでも、今の彼には声ひとつ上げられない。

「…………」

　少年がぼんやりと見下ろした地面の一か所に、白く美しい砂溜たまりが残されている。ついさっきまで、オフィーリアとカルロスが抱きしめ合っていたその場所に。

　彼らがこの世に生き、絆きずなを結んだ。そのことを示す──それが最後の証あかしだった。





〈了〉










あとがき






　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。……最後まで見届けられましたでしょうか。

　こうした結末も、キンバリーではさして珍しい話ではないのです。ある種の典型とすら呼べるでしょう。であるからこそ──今回目にしたものは、今はまだ一年生である彼ら六人の、そう遠くない未来の姿でもあるかもしれません。

　この冒険から彼らが得たもの、失ったもの。それらを通して、これから得るものと失うものも垣間見えてくるでしょう。それを受け入れるにせよ拒むにせよ、本人次第です。ただひとつ確かなのは──魔道を歩み続ける限り、誰も無傷ではいられないということ。




　かくして彼らの最初の一年が幕を閉じ。短い休息を挟んで、二年生編の開幕となります。

　新たな出会いがあるでしょう。まだ見ぬ脅威とも向き合うでしょう。一年分の経験を武器として加え、彼らはその全てと渡り合うことになります。

　そんな忙せわしない日々の中──いよいよ彼に、仮面を着けて動き出す時が訪れるでしょう。




　踏み入る場所はさらなる深みへ。……あなたもまた、くれぐれも闇に吞まれませんように。
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